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日見

第
一
草
不
作
為
関
与
の
単
独
市
犯
件

第

節

ω悦

h
不
作
為
犯
の
正
犯
・
共
犯
区
別
に
関
す
る

7
1品
の
羽
状

第

一

項

総

説

治
一
頃
不
作
為
共
犯
論
の
周
辺
議
論

お
一
一
項
一
日
殺
行
為
者
に
対
す
る
小
救
助

品
川
四
項
プ
口
パ
イ
ダ
の
削
除
義
務
達
比

約

カ

項

反

問

第
一
節
後
れ
不
作
為
犯
に
お
け
る
共
犯
成
与
す
可
能
性

約
一
市
岨
中
村
μ
詞

第
一
項

H
八
犯
成
立
の
可
否
に
関
す
る
形
式
的
側
面

約
一
頃
共
犯
成
立
の
可
否
に
閉
す
る
実
質
的
側
面
つ

第
四
項
ま
と
め

第
三
平
不
作
為
閣
与
成
す
の
時
川
的
限
界

第

節

総

説

第

一

節

検

芯

第
問
中
小
作
為
関
与
の
限
定
的
な
可
吊
範
囲

第

節

総

司

第
一
節
先
れ
作
為
犯
の
保
也
に
基
づ
い
て
後
れ
不
作
為
犯
の
成
す
を

お

一

項

総

説

品
川
一
頃
義
務
分
説
に
お
け
る
後
行
不
作
為
犯
理
解

約
一
項
先
行
行
為
説
に
お
け
る
後
行
不
作
為
犯
理
肝

第
一
石
川
山
不
作
為
問
ι
J
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一
中
リ
楕
置
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限
I

疋
的
な
可
罰
範
囲
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五
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わ
り
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第
四
'
草

不
作
為
関
与
の
限
定
的
な
可
罰
範
囲

第
一
節

件
司定

[iR， 

本
稿
・
第
一
の
課
題
を
検
討
し
た
粘
米
、
不
作
為
関
守
(
先
行
作
為
犯
後
の
後
行
不
作
為
犯
)

は
、
単
独
正
犯
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き

」
と
が
某
礎
づ
け
ら
れ
た

(
第
一
章
)
。
な
ぜ
な
ら
、
僚
か
に
、
学
説
上

(
侵
市
東
日
を
故
意
に
じ
起
し
た
)
先
行
作
為
犯
に
対
す
る

(
じ
起
有

で
は
な
い
)
後
行
不
作
為
犯
の
劣
後
性
に
基
づ
い
て

(
作
為
犯
の
背
後
の
不
作
為
犯
と
同
様
に
)
彼
行
不
作
為
犯
を
も
常
助
と
し
て
即
解

し
か
し
、
す
で
に
先
行
作
為
行
為
が
終

f
L、
結
米
に
直
按
的
に

す
る
見
解
(
行
為
後
討
巾
助
説
)
が
有
力
に
で
張
さ
れ
て
い
る
け
れ
と
も
、

関
与
す
る
後
打
不
作
為
犯
に
、
共
犯
が
成
i

げ
す
る
理
論
的
判
能
性
白
体
が
百
一
疋
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
単
独
比
犯
と

し
て
刑
判
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
υ

「
犯
雑
の
不
阻
叶
」
が
間
町
四
と
さ
れ
る
不
作
為
関
守
に
お
い
て
、
後
行
不
作
為
犯
が
判
避
す

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

べ
き
危
険
は
先
行
作
為
犯
に
よ
っ
て
故
志
に
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
危
険
を
回
避
し
な
い
不
作
為
者
に
対
し
て
(
先

小
向
(
正
不
作
為
犯
を
成
立
さ
せ
て
責
任
を
問
、
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
「
限
定
性
へ
の
意
識
一
が
存
在
す
る
は

行
作
為
犯
と
同
じ
犯
罫
類
型
の
)

ず
だ
と
し
て
も
、
役
行
不
作
為
犯
に
共
犯
成
立
の
理
論
的
叫
能
性
が
ヴ
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
以
上
、
そ
の
意
識
は
、
後
行
不
作
為
犯
を
却

肋
と
し
て
減
軽
す
る
か
た
ち
で
表
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
υ

封
巾
助
規
定
は
単
な
る
減
粁
山
品
川
正
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
処
罰
拡
張
事
由
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
絞
行
不
作
為
犯
の
軽
い
処
罰
を
実
現
す
る
た
め
に
討
助
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
理
論
的
に
安
市
で
な
い
。
む
し

ろ
、
そ
の
意
識
は
、

そ
の
よ
う
な
不
作
為
者
に
恭
本
的
に
不
真
正
不
作
為
犯
を
成
?
げ
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
か
た
ち
で
表
さ
れ
る
と

物 用
理 解
的さ

オし
白る
タλ べ
的き
!阜で
閃あ
にる
よプ
るて
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険 1
'" z-|口|ネ
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p 理
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日見

こ
の
点
、
す
で
に
学
説
上
、
比
同
行
不
作
為
犯
(
不
作
為
閃
与
)

つ
が
、
不
作
為
共
犯
論
に
お
け
る
義
務
二
分
説
で
見
ら
れ
る
後
行
不
作
為
犯
理
解
、
も
う
一
つ
が
、
作
為
義
務
発

の
可
罰
範
囲
を
、
単
独
不
作
為
犯
の
そ
れ
よ
り
も
限
定
的
に
解
す
る
見
解

が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

4 

H附

生
枚
拠
論
に
お
け
る
先
行
行
為
説
で
見
ら
れ
る
彼
行
小
作
為
犯
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
そ
れ
ら
の
見
解
に
よ
っ
て
、
後
行
不
作

為
犯
の
限
定
的
な
叶
罰
範
囲
は
合
洲
的
に
基
促
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
後
行
不
作
為
犯
の
限
定
的
な
叶

罰
範
囲
を
ム
門
坪
的
に
某
礎
づ
け
る
こ
と
を
は
的
と
す
る
。
そ
の
け
的
達
成
の
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
、
現
在
王
張
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
見

解
に
よ
っ
て
後
行
不
作
為
犯
の
限
定
的
な
可
罰
純
圃
が
令
理
的
に
某
礎
ワ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
、
次
い
で
、
仮
に
そ
れ
ら
の
見
解

で
は
限
定
的
な
可
罰
範
囲
が
合
理
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
し
た
と
き
、
そ
れ
に
代
わ
る
合
理
的
な
松
拠
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の

か
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
節

先
行
作
為
犯
の
存
存
に
恭
づ
い
て
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
を
一
定
の
範
同
で
心
口
定
す
る
見
解

第

ム買

総
説

不
作
為
関
与
(
先
行
作
為
犯
後
の
後
行
不
作
為
犯
)

が
単
独
正
犯
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
同

ち
に
、
物
川
崎
的
・
白
然
的
原
因
に
よ
っ
て
糾
問
さ
れ
た
危
険
を
回
遊
し
な
い
単
独
不
作
為
犯
と
同
様
に
悦
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
c

む
し
ろ
、

小
作
為
闘
に
J

に
お
い
て
は
、
回
避
す
べ
き
危
険
が
光
訂
作
為
犯
の
此
意
行
為
に
よ
る
こ
と
に
某
づ
く
「
限
定
性
へ
の
意
識
」
が
、
後
訂
不
作

為
犯
の
成
げ
を
限
定
的
に
解
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
表
さ
れ
る
と
刑
判
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
、
単
独
不
作
為
犯
の
可
罰
範

北法;)7(4-88)1620



回
よ
り
も
不
作
為
閃
与
の
そ
れ
が
限
定
的
に
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
節
で
は
、

不
作
為
闘
守
の
限
定
的
な
則
剖
範
凶
を
合
理
的
に
基
縫

づ
け
る
と
い
う
本
章
の

U
的
迷
成
の
た
め
に
、
す
で
に
学
説
に
お
い
て
見
ら
れ
る
、
そ
の
限
定
的
な
可
罰
範
圃
を
↓
T
張
す
る
見
解
を
考
察
L
、

そ
の
基
礎
づ
け
の
ん
u
刑
判
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
の
見
解
は
、
第
一
に
、
不
作
為
共
犯
論
に
お
け
る
義
務
一
分
説
が
示
す
後
行
不
作
為
犯
洲
柄
、
第
一
に
、
作
為
義
務
発
生
松
拠
論
に
お

け
る
先
行
行
為
説
が
示
す
後
行
不
作
為
犯
理
解
で
あ
る
。
詳
し
く
は
改
め
て
後
述
す
る
が
、
義
務
二
分
一
説
が
示
す
後
行
不
作
為
犯
理
解
は
、

法
日
耐
保
北
畑
町
義
務
頬
型
に
基
づ
く
場
合
と
は
異
な
り
、
犯
罪
問
止
義
務
類
型
(
危
険
淑
管
理
監
督
義
務
類
型
)
に
基
づ
く
均
台
に
は
、
被
監
督

者
・
危
険
加
利
川
苫
の
行
為
終
了
内
慌
の
事
後
的
な
結
果
回
避
義
務
(
以
卜
、
「
扶
助
義
務
」
と
い
う
と
き
も
あ
る
)
を
再
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
を
再
定
す
る
見
解
、
他
方
、
先
行
行
為
説
が
-
小
す
後
行
不
作
為
犯
理
解
は
、
先
行
行
為
と
結
果
発
牛
の
問
に
他

人
の
答
青
(
的
な
故
意
行
為
が
介
在
す
る
場
ム
門
に
は
、
当
初
の
先
行
行
為
に
恭
づ
く
行
為
の
阻
止
義
務
も
、
事
後
的
な
結
果
凶
避
義
務
も

72疋

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
(
不
作
為
共
犯
と
共
に
)
後
行
不
作
為
犯
の
成
止
を
も
ア
内
定
す
る
見
解
で
あ
る
ロ

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
い
う
義
務
二
分
説
と
先
行
行
為
説
は
ま
っ
た
く
貝
な
る
見
解
で
は
な
く
、
作
為
表
務
を
法
〆
耐
保
護
義
務
類
型
と
危
険

源
特
理
耽
督
義
務
類
刑
に
区
別
す
る
「
機
能
的
二
分
説
一
が
、
不
作
為
共
犯
論
に
お
い
て
表
さ
れ
た
も
の
が
義
務
一
分
説
で
あ
り
、
他
方
、

一
般
的
な
不
作
為
犯
論
に
お
け
る
作
為
義
務
発
生
根
拠
論
で
抜
わ
れ
る
そ
の
機
能
的
二
分
説
に
属
す
る
一
頒
型
が
先
行
行
為
説
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
義
務
二
分
説
は
、

P

小
山
山
正
不
作
為
犯
の
中
で
も
、
特
に
他
人
の
犯
罪
行
為
に
対
す
る
不
幽
止
が
問
題
と
な
る
場
合
に
つ

い
て
、
機
能
的
一
分
説
の
煩
型
区
分
に
従
い
、
法
益
保
護
義
務
違
反
を
正
犯
、
犯
罪
阻
止
義
務
(
危
険
源
管
理
常
督
義
務
)
造
反
を
共
犯
ー
と

す
る
見
解
で
あ
る
(
不
作
為
共
犯
論
に
お
い
て
、
危
険
淑
を
特
理
耽
督
す
る
地
併
に
慕

ε

つ
い
て
他
人
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る
義
務
が
問
題

と
な
る
場
合
に
は
、
危
険
源
管
理
耽
紅
門
義
務
〔
類
型
〕
は
特
に
「
犯
罪
阻
止
義
務
[
頒
担
〕
」
と
称
さ
れ
る
)
【
そ
し
て
、
義
務
一
分
説
が

示
す
後
行
不
作
為
犯
判
明
解
と
は
、
義
務
二
分
説
が
、
両
知
、
型
の
遣
い
を
特
被
づ
け
る
に
際
し
、
法
益
保
設
義
務
類
型
で
は
結
山
本
の
不
発
生
が

北法57(4的)11'，21 



日見

確
保
さ
れ
る
ま
で
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
犯
罪
阻
日
義
務
類
型
で
は
そ
こ
で
の
義
務
が
被
昨
督
苫
危
険
源
利
用
者
の
行
為
を
川
阻
止

す
る
ま
で
に
と
ど
ま
る
の
で
、
被
昨
日
貨
車
内
等
に
よ
る
行
為
終

f
後
の
被
害
者
に
対
す
る
紋
肋
義
務
が
台
{
疋
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
凶
叶
義

4 

H附

務
に
基
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
は
青
山
さ
れ
る
と
す
る
見
解
を
意
味
す
る
。
他
方
、
先
行
行
為
説
は
、
機
能
的
一
分
説
に
お
け
る
危
険

源
特
浬

rM督
義
務
類
刑
に
属
す
る
一
義
務
類
型
で
あ
る
。
そ
の
先
行
行
為
説
が
一
ボ
す
彼
行
不
作
為
犯
理
解
と
は
、
そ
の
中
で
も
、
先
行
行
為

に
よ
っ
て
他
人
の
件
責
的
な
犯
罪
行
為
の
危
険
を
創
出
し
た
場
台
に
は
、
そ
の
先
行
行
為
に
某
づ
く
犯
罪
行
為
阿
止
義
務
も
事
佼
的
な
救
助

義
務
も
合
山
止
さ
れ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
我
務
一
分
説
も
先
行
行
為
説
も
ま
っ
た
く
異
な
る
見
解
で
は
な
く
、
共
に
機
能
的
一
分
説
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
内

本
節
で
検
討
対
象
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
後
行
不
作
為
犯
理
解
は
、
第
に
、
義
務
一
分
説
に
お
い
て
、
法
話
保
議
義
務
頒
型
・
犯
罪
阻
什
義

務
類
型
で
の
結
論
の
茅
異
を
ね
徴
つ
け
る
際
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
、
第
一
に
、
先
行
打
為
説
に
お
い
て
、
他
人
の
仙
台
宜
的
行
為
が
介
在
し
た

場
A
n
に
は
先
行
行
為
に
基
づ
く
表
務
が
ア
内
定
さ
れ
る
際
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
、

そ
の
両
者
を
切
り
山
し
て
き
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両

{
疋
の
場
合
に
、
他
人
に
よ
る
故
意
行
為
終
了
後
の
役
行
不
作
為
犯
の
成
立
を
丙
{
疋
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
法
益
保
護
義

務
矧
型
以
外
の
義
務
に
基
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
が
再
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
分
、
結
果
的
に
、
後
行
不
作
為
犯
の
可
罰
範
囲
が
、

者
!
と
も

単
独
不
作
為
犯
の
そ
れ
よ
り
も
限
定
的
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
も
っ
と
も
、
両
者
が
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
を
再
定
す
る
際
の
叫
由
づ

け
は
互
い
に
川
な
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
そ
れ
守
れ
個
別
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
つ

第
一
頃

義
務
一
分
説
に
お
け
る
後
行
不
作
為
犯
理
解

-
犯
詐
阻
止
義
務
頒
型
に
お
い
て
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
を
百
{
疋
す
る
見
解

北法;)7(4以))1622 
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一
分
説
と
い
う
見
解
が
あ
る
仁
機
能
的
一
分
説
と
は
、
す
べ
て

小
作
為
犯
に
お
け
る
作
為
義
務
発
生
根
拠
論
の
中
で
、
機
能
的

の
義
務
は
、
加
ど
め
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
危
険
に
対
し
て
注
益
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
法
益
保
護
義
務
(
出

2
。F
E
E
Z耳
目
戸
)

と
、
⑨
責
任
あ
る
危
険
械
に
由
来
す
る
す
べ
て
の
法
益
公
害
の
危
険
に
対
し
て
保
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
危
険
源
管
理
拡
督
義

務

(
A
5
2
T
h
z
z
m
m
R
E之
、
ー
と
い
う
一
つ
の
義
務
に
頒
型
化
さ
れ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
法
益
保
護
義
務
に

は
、
家
扶
共
同
体
で
生
活
す
る
場
合
の
、
両
親
の
了
供
に
対
す
る
保
護
義
務
が
含
ま
れ
、
危
険
淑
管
理
監
督
義
務
に
は
、
自
己
の
支
配
領
域

内
に
右
在
す
る
危
険
源
を
管
理
す
る
保
障
人
義
務
、
あ
る
い
は
救
古
格
者
は
そ
の
監
督
卜
の
未
成
作
者
が
犯
罪
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
、
他
人
の
行
為
に
対
す
る
保
障
人
義
務
、
が
ん
円
ま
れ
る
と
ぎ
れ
て
い
る
。

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

不
作
為
共
犯
論
に
お
け
る
義
務
二
分
説
と
は
、
こ
の
機
能
的
一
分
説
に
お
け
る
判
明

mM円
分
に
従
ワ
て
、
作
為
犯
の
品
川
後
に
位
崖
す
る
不
作

為
犯
(
不
作
為
共
犯
)
を
、
正
犯
と
共
犯
に
区
別
す
る
見
解
で
あ
る
c

ク
ラ

i
マ
l
H
ハ
ィ
、
不
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
保
護
法
誌
に

対
す
る
特
別
な
関
係
に
基
づ
い
て
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
が
、
表
務
に
違
反
し
法
益
に
け
す
る
犯
罪
的
な
侵
害
を

M
避
し
な
か
っ
た

は
正
犯
と
な
る
。
例
え
ば
、
父
親
が
、
母
親
に
よ
る
子
供
へ
の
毒
殺
を
問
J

忙
し
な
い
場
合
、
そ
の

場
合
(
法
益
保
護
義
務
類
町
田
の
場
合
)

父
親
は
正
犯
と
な
る
c

こ
れ
に
対
し
て
、
特
定
の
人
物
に
対
し
て
特
別
な
責
任
を
有
す
る
者
が
、
そ
の
被

rM官
者
が
違
法
な
侵
害
を
し
て
い

そ
の
監
督
者
は
お
肋
と
な
る
れ
例
え
ば
、
親
や
教
師
が
、
未
成
年
の
L
J
供
や
生
徒
の
故
音
芯
に
よ

る
の
に
そ
れ
を
阻
止
し
な
か
っ
た
場
合
、

る
遺
法
な
行
為
を
閉
止
し
な
か
っ
た
場
合
は
計
助
と
な
る
コ
ま
た
、
物
に
対
す
る
責
任
や
、
特
定
の
空
間
的
支
配
領
域
に
基
づ
い
て
犯
罪
問

止
義
務
が
ヰ
じ
る
均
ム
口
も
村
助
と
な
る
υ

例
え
ば
、
向
己
の
性
肝
内
で
行
わ
れ
て
い
る
犯
罪
を
阻
止
し
な
か
っ
た
住
居
麿
住
者
は
割
助
ー
と

な
る

(
こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
の
不
阻
止
が
問
題
と
な
る
場
台
に
は
、
危
険
源
管
周
監
督
義
務
類
型
の
中
で
も
特
に
、
危
険
鴻
を
管
理
耽
叔
門

す
る
地
伏
に
基
づ
く
「
犯
罪
阻
止
義
務
」
が
問
垣
と
な
る
)
〈
こ
の
よ
う
に
、
義
務
一
一
分
説
は
、
一
一
つ
に
区
分
さ
れ
た
義
務
類
割
引
に
基
づ
い
て
、

作
為
犯
の
背
後
の
不
作
為
犯
を
正
犯
と
共
犯
に
区
別
す
る
見
解
で
あ
る
。

北法57(4-9111623



日見

そ
し
て
、
義
務
一
分
説
は
、
本
稿
の
検
討
対
象
で
あ
る
徒
仁
川
不
作
為
犯
に
悶
し
て
、
次
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
い
る
υ

ま
ず
、
法
益
保

議
義
務
頒
型
に
関
し
で
は
、
法
益
に
対
す
る
危
険
の
原
同
が
白
然
的
原
因
か
人
的
原
因
か
を
問
わ
ず
、
さ
ら
に
、
不
作
為
犯
の
介
十
い
し
た
時

4 

H附

点
が
、
作
為
犯
が
構
成
裏
付
的
行
為
を
な
す
以
前
か
以
後
か
も
問
わ
ず
、

(
不
真
正
)
不
作
為
犯
が
成
す
す
る
ー
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
わ
が
子

Z
に
対
し
て
他
人

Y
が
ジ
ュ
ー
ス
に
奇
を
盛
ヮ
て
殺
害
し
よ
う

い
ず
れ
の
場
合
も
(
つ
ま
り
後
行
不
作
為
犯
も
)
正
犯
と
し
て
の

と
し
て
い
る
の
を
阻
止
し
な
か
っ
た
父
親
X
に
止
犯
と
し
て
の
不
作
為
犯
が
成
立
す
る
の
と
同
憾
に
、
苛
の
盛
ら
れ
た
ン
ュ

i
ス
を
す
で
に

飲
ん
で
、
も
が
き
背
し
む
わ
が
子

Z
を
発
見
し
な
が
ら
も
放
置
し
た
父
親
X

(
後
行
不
作
為
犯
)
に
も
正
犯
と
し
て
の
不
作
為
犯
が
成
1
4
す

る

つ
ま
り
、
法
益
保
護
義
務
類
烈
で
は
、
他
人
に
よ
る
犯
罪
行
為
の
終
了
後
も
ポ
後
的
な
救
助
義
務
に
某
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
止
が

肯
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
犯
罪
問
止
義
務
類
型
に
つ
い
て
は
、
被
時
M
M

督
者
が
す
で
に
構
成
要
件
実
現
の
た
め
に
必
製
な
す
べ
て

の
釘
為
を
な
し
た
徒
、
日
早
に
結
果
の
発
生
を
阻
止
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
ド
イ
ツ
川
法
二
二
二
条

c
の
不
救
助
罪
が
成
立
す
る
こ
と
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
不
真
正
不
作
為
犯
は
成
立
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
は
、
息
チ
Y
に
よ
る
被
否
者
Z
へ
の
殺
存
行
為
の
終
了
後
、

期
死
の
状
態
に
あ
る

Z
を
発
見
し
た
父
親
X
が、

Z
を
そ
の
ま
ま
欣
置
し
た
と
し
て
も
、
不
救
助
罪
以
外
に
、

小
作
為
に
よ
る
殺
人
罫
が
成

立
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
じ
ま
た
、
危
険
物
の
所
有
者
が
、
他
人
に
そ
れ
を
引
き
波
し
た
場
合
も
同
様
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
例

Y
が
そ
の
銃
を
使
川
し
て
被
合
者
Z
に
刻
し
て
発
砲
し
、

X
が
、
す
で

え
ば
、
銃
の
所
ム
制
苫
X
が
他
人

Y
に
刻
し
て
銃
を
貸
し
た
と
こ
ろ
、

に
瀕
死
の
状
態
に
あ
る

Z
を
発
見
し
た
が
こ
れ
を
放
回
し
た
、
と
い
う
事
例
に
お
い
て
も
、

P

小
紋
助
罪
を
越
え
た
責
任
が
帰
属
さ
れ
る
こ
と

へ

4

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
犯
罪
阻
止
義
務
類
型
で
は
、

そ
こ
で
の
義
務
は
ま
さ
に
被
杭
督
者
・
危
険
源
利
用
者
に
よ
る
犯
罫
行

為
が
終

f
す
る
ま
で
に
し
か
及
ば
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
行
為
終
了
後
の
事
後
的
な
放
助
義
務
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
阻
什
義

務
に
基
つ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
は
斉
之
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

n

こ
の
よ
、
つ
に
、

ク
ラ

1
7
1
H
ハ
ィ
、
不
は
、
法
益
保
護
表
務
に
つ
い
て
は
、
作
為
犯
の
行
為
終
了
の
前
後
を
問
わ
ず
、

つ
ま
り
背
後
の
不

北法'J7(4'92)lG24



法
益
保
設
義
務
加
型
と
犯
罪
問
止
表
務
熱
、
山
中
は
、
も
ち
ろ
ん
-
山
者
と
も
最
終
日
刊
に
は
法
益
の
謀
議
を
円
ぬ
レ
〈
可
る
も
の
の
、

、
、
、

保
設
義
務
魚
川
中
。
の
場
合
は
、
直
同
常
的
に
法
益
侵
宇
が
発
牛
、

J

な
い
よ
う
に
作
為
す
J
U

こ
と
が

p

義
務
づ
け
ら
れ
ゐ
の
に
対
し
亡
、
利
持
阻

U
義

、
、
、

山
判
長
酌
に
結
果
発
生
の
川
川
以
が
ノ
μ
わ
れ

作
為
犯
だ
け
で
な
く
後
行
小
作
為
犯
に
つ
い
て
も
、

Y
L
犯
と
し
て
そ
の
成
k

げ
を
日
ど
す
る
一
方
、

川
沿
川
F
t
L
義
務
に
う
い
て

は
、
作
為
行
為
終
了

p

を
王
辻
村
助
と

L
て
京
作
為
共
犯
の
成
リ
一
を
出
川
一
定
す
る
の
に
対

L
、
そ
の
終
「
後
は
、

事
佼
り
川
な
救

幼
義
務
ミ
デ
心
不
作
為
犯
」

を
ナ
内
定

L
L
い
る
r

す
な
わ
ち
、
後
/
心
不
作
品
犯
の
成
百
だ
げ
を
見
れ
ば
、
法
パ
皿
保
事
同
ム
花
山
沿
い

く
絞
行
小
作
為
犯
は
ι

同
定
さ
れ
て
い
る
の
に
い
久
し
、
犯
罪
阻

ι義
訪
に
U
F
に
つ
く
絞
行
不
作
為
犯
は
小
f

守
さ
れ
て
い
る
こ

?といいヘ
lf心

ク一フ

i
マ
ハ
イ
ネ
は
、
法
話
保
守
出
義
務
引
は
型
の
場
ム
?
こ
は
川
刊
げ
な
り

犯
岩
川

1
4官
必

」
の
よ
、
ー
に
し
て

説
山
下
主
の
ぬ
ム
ロ
日
以
後
行
不
作
為
犯
は
い
凶
立

L
な
い
も
の
と
し
て
い
る
の
む
あ
る

中い山荷山

んしげ説

l
h
ぞ
け
る
存
不
年
為
犯
の

JK

討
を
匙
廿
到
す

の
よ
う
じ
な
る
二

フ

こ
の
ク
ラ
マ
!
日
ハ
イ
ネ
の
辺
鮮
に
対

L
て
は
、
犯
罪
刑
汁
義
務
khvm
に
お
い
と
、
な
d
T一
そ
こ
で
の
義
務
が

七
九
八
叫
の
防
止
ま
で
に
と
と
ま
り
、
殺
打
小
作
為
畑
山
の
川
川
区
υ
が
r
h

山
こ
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
恨
拠
が
河
わ
れ
る
こ
と
に
い
る
「

小
川
山
敬
で
あ
る

J

こ
の
h
n
を
明
ら
か
に
ー
山
町
、
い
る
の
が
、

午1¥犯によ「して介在すおヌ、午1¥犯(ー l

Rム

fr 
手元と

すさ
う日
llil 

区?青
ψJ ~!-
f そど

乙 rr

f i 
ι勺 25
古川

蒜士

き土
ノ r:
d為
よiF
ヘ三と、

じり 防F

d日 l
ユニ Jコ
子fl7
~る

fE 
|主宰

fむ

[，二務
1 一ルb 

可 ウ伊γ 

る J27 

i言;z
J) ~-孟4止主
μ凶己 寺義宅
め J為長
て 主絵五

三主
抗仇九

ド必0z
yι:生
恒

止
巾
j
h

(
向
日
叫
岐
鴻

を
伊
円
浬
市
川
督
す
る

LUい一

く
仇
人
の
犯
罪
ん
官
制
止
す
る
義
務
会
一
特
に

一
犯
罪
川
且

d
義
務

{
数
羽
、
一

レ
)
刊
訂
す
る
こ
と
は
前
山
述
の

11: 
中
は

務
町
民
型
の
場
合
は
、

市
丸
求
さ
れ
る
具
体
的
作
為
が
行
為
自
の
犯
罪
を
恒
川
れ
す
る
こ
こ
に
あ
る
の
守
、

l lL'I¥手保書義:iijI j~)ド旺l!l 義務
肯?交の小作為dl!，: J 1" jl_: 判 HJ 

絞れイバ/為 jui 正 dl.: 不成立

[~rJ表i 義務二分説における各不作為犯の成tï
法
益

二日社57(4-93，162三

r
L
d
h
持
者
の
災
わ
行
九
吋
が
終
了
す
る
と
、

作
為
/
季
初
が
消
叫
す
る
の
に
対
し
て
、

ゐ
と
オ
ノ
恒
〕
そ
し
て
、
そ
の

LF益
涼
識
に
対
す
る
阿
終
的
問
終
的
と
い
ろ
相
注
が
特
徴
的
に
一
校
れ
る
白
'
と
し
て
、
「
犯
罪
医

法
益
保
設
牛
荒
川
村
類
刻
の
ぬ
ム
円
!
日

。
山

止
義
務
狽
川
?
の
場
合
に
は
、



日見

は
、
法
話
侵
害
の
不
発
牛
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
、
作
為
義
務
が
継
続
す
る
」
と
し
て
い
る
υ

こ
の
と
き
、
犯
罪
阻
止
義
務
が
行
為
者
の
実

北法;)7(4-94)1626
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行
行
為
が
終
了
す
る
と
消
滅
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
「
こ
こ
で
は
、
対
助
犯
は
、
正
犯
の
実
行
行
為
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
行

戸

川

♂

戸

川

口

、

行
為
を
通
じ
ず
に
結
県
の
発
牛
を
促
叫
一
し
た
場
合
に
は
従
犯
と
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
す
る
一
日
が
付
き
れ
て
い
る
寸

す
な
わ
ち
、
先
の
ク
ラ

!
?
l
H
ハ
イ
ネ
と
同
桜
に
、
法
益
保
護
義
務
類
型
で
は
作
為
行
為
終
了
時
慨
も
な
お
雫
時
限
的
な
救
助
義
務
が
認
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
犯
界
川
阻
止
義
務
頒
型
で
は
作
為
行
為
終
了
後
の
救
助
義
務
を
百
山

L
、
そ
こ
で
の
後
行
不
作
為
犯
は
成
止
し
な
い
と
し
て

い
る
。
そ
の
際
、
犯
罫
幽
止
義
務
頒
型
に
お
い
て
作
為
行
為
終
了
後
に
結
果
削
避
義
務
が
消
滅
す
る
理
府
と
し
て
、
正
犯
行
為
終
了
後
に
は

拭
助
成
立
の
叶
能
性
が
汗
定
さ
れ
る
か
ら
、
と
す
る
一
般
論
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
E
u
m
す
る
と
こ
ろ
は
、
犯
罪
阻
汁
義
務
は
常
助
と

し
て
の
義
務
で
し
か
な
い
の
で
、
正
犯
行
為
の
終
了
後
、
常
助
成
立
の
理
論
的
川
能
件
が
な
く
な
ワ
た
以
卜
、
犯
罪
阻
止
義
務
も
肯
定
す
る

」
と
は
で
き
な
い
と
す
る
岬
明
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
c

山
中
は
、
犯
難
問
止
義
務
類
、
型
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
点
も
指
摘
し
て
い
る
ロ
「
犯
罪
阻
止
義
務
は
危
険
源
ザ
甘
い
理
監
督
義
務
の
一

積
で
あ
っ
て
、
危
険
、
仙
聞
が
可
人
』
で
あ
る
場
合
に
牛
じ
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
か

h

り
す
れ
ば
、
「
そ
れ
は
、
行
為
者
に
胤
範
的
障
害
の
存
在

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
違
法
行
為
が
行
わ
れ
よ
、
っ
と
し
て
い
る
場
台
に
生
じ
る
義
務
で
あ
る
一
、
そ
し
て
「
法
益
保
議
義
務
が
直
長
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
法
論
主
体
を
救
助
す
る
こ
と
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
犯
罪
阻
止
義
務
は
、

-他
人
の
志
思
決
火
や
行
為
』
に
働
き
か
け

ま
た
、

て
そ
の
行
為
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
尽
く
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
ヘ
そ
う
す
る
と
、
「
実
行
行
為
が
終
了
し
、
結
果
の
発
牛
へ
と
向
か

う
阿
呆
の
流
れ
が

a
人
の
行
為
L

の
介
入
が
な
け
れ
ば
遮
断
で
き
な
い
い
わ
ば
必
扶
的
な
も
の
に
な
っ
た
と
き
、
市
↓
設
行
為
者
の
宮
中
川
ケ
行

f
m
山
一

為
に
働
き
か
け
て
、
結
果
の
は
先
生
を
阿
什
す
る
こ
と
は
不
叫
能
に
な
ワ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
義
務
は
』
無
意
味
な
も
の
と
な
る
一
と
し

て
い
る

F

つ
ま
り
、
犯
罪
問
止
義
務
は
「
人
」

の
行
為
を
阻
止
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
「
人
」

の
行
為
が
終
わ
れ
ば
義
務
も
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
つ
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す務

る
作
為
リ
能
性
が
あ
れ
ば
、
そ
う
す
る
こ
と
の
作
為
義
務
が
牛
じ
る
。
す
で
に
千
供
が
幼
児
を
池
に
投
げ
込
ん
だ
後
に
千
供
が
逃
げ
去
り
、

父
親
が
、
そ
の
幼
児
を
救
助
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ワ
た
場
合
、
法
リ
此
保
護
義
務
が
問
題
と
な
り
、
こ
の
事
例
で
は
、
親
は
、
原
則
的
に
、

そ
の
幼
児
を
扶
助
す
る
保
護
義
務
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
「
問
題
は
、
犯
罪
阻
4
1
義
務
が
、
他
意
味
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
自
ら
の

rw紅門

す
る
危
険
淑
た
る
進
法
行
為
者
の
作
用
に
よ
っ
て
危
険
の
現
実
化
が
必
然
的
に
な
っ
た
時
点
で
、
犯
罪
問
止
義
務
の
延
長
と
し
て
、
法
益
侵

完
結
果
を
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
る
犯
罪
結
果
問
止
義
務
に
転
化
し
な
い
か
ど
う
か
で
あ
る
υ

こ
の
こ
と
は
、
同
じ
危
険
源
笹
川
叫
監
公
義
務
の

類
型
に
属
す
る
動
物
や
物
に
よ
る
危
険
の
発
生
の
場
合
、
結
果
発
生
の
危
険
が
存
存
す
る
か
き
り
、
特
理
義
務
が
有
効
で
あ
る
の
と
同
禄
で

あ
る
c

例、
λ
ば
、
猛
獣
の
管
理
義
務
に
反
し
て
、
猛
獣
が
他
人
に
噛
み
つ
き
そ
う
に
な
る
の
を
甘
の
当
た
り
に
し
た
飼
い
王
は
、
猛
獣
の
打

動
が
必
然
的
に
な
コ
た
と
き
に
も
、
法
訴
を
保
設
す
る
義
務
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
〔
原
文
改
行
引
用
者
註
〕

」
れ
は
、
犯
罪
問
止

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

義
務
を
も
っ
昨
督
者
は
、
被
日
h

背
者
の
行
為
自
体
に
働
き
か
け
て
法
益
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
絞
に
も
、
被
昨
督
苫
の
犯
罪

行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
危
険
状
態
を
除
士
す
る
義
務
を
負
、
っ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
c

検
一
門
す
れ
ば
、
被
叫
μ
M
H
口
苫
の
先
行
行
為
お
よ
び

自
己
の
不
作
為
の
却
助
か
ら
牛
じ
た
結
果
の
九
九
牛
を
阻
止
す
る
義
務
が
あ
る
か
で
あ
る
」
と
す
る
c

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は

ク

ラ

マ

i

H
ハ
イ
ネ
が
先
行
作
為
行
為
終
了
後
に
犯
罪
の
結
果
を
回
避
す
る
義
務
は
な
い
と
し
た
と
こ
ろ
で
検
討
を
終
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
山
川
巾

は
さ
ら
に
、
犯
罪
問
止
義
務
は
先
行
作
為
行
為
が
終
了
し
た
以
上
、
消
滅
す
る
も
の
の
、
し
か
し
な
お
監
督
者
が
被
監
督
者
に
ょ
う
て
発
生

さ
せ
ら
れ
た
危
険
の
回
遊
義
務
を
事
後
的
に
負
う
か
と
う
か
を
問
、
っ
て
い
る
じ
す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
、
犯
罪
川
阻
止
義
務
か
ら
犯
罪
鮎
果
川
阻
止

義
務
へ
の
転
化
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

n

山
中
は
、
結
論
に
お
い
て
、
「
法
論
保
護
義
務
〔
犯
詐
結
果
阻
叶
表
務
引
用
者
註
〕

し
か
し
、

は、
e

a

被
耽
督
者
の
先
行
行
為
に
よ

北法57(4-95) 11'，27 



日見

る
法
益
侵
害
の
危
険
に
も
、
円
己
の
不
作
為
に
よ
り
生
じ
た
危
険
に
も
と
つ
い
て
も
、
同
恨
拠
づ
け
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、

や
は
り
犯
罫
阻

止
義
務
頒
型
に
お
け
る
先
行
作
為
行
為
終
了
後
の
粘
県
回
避
義
務
を
訂
定
し
て
い
る
。

4 

H附

以
上
の
山
巾
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
必
義
務
一
分
説
に
お
け
る
一
つ
の
義
務
類
烈
は
、
法
益
保
護
義
務
類
剤
が
同

接
的
な
回
遊
義
務
で
あ
る
の
に
刻
し
、
犯
罪
阻
止
義
務
類
型
の
場
合
に
は
同
一
般
的
な
義
務
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
に
犯
罪
阻
汁
義
務
違
反
は
川
市

助
に
な
る
、
③
た
だ
し
犯
罪
凶
日
義
務
煩
型
に
お
い
て
は
、
被
監
督
者
の
行
為
終
了
絞
に
事
後
的
な
救
助
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、

な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
犯
罪
阻
止
義
務
は
常
助
と
し
て
の
義
務
な
の
で
、

d
犯
行
為
終
了
後
に
常
助
の
即
論
的
川
能
院
が
ア
内
定
さ
れ
る
以
L
L

、

同
州
市
助
と
し
て
の
義
務
は
基
縫
づ
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
第
一
に
、
あ
く
ま
で
「
人
」
の
行
為
に
対
す
る
阻
止
義
務
な
の
で
、
阻
汁
す
る
べ
き
「
人
」

の
行
為
が
な
い
以
上
、
義
FKm
は
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
か
ら
、

で
あ
る
、
必
被
監
督
者
の
行
為
終
了
後
、
当
初
の
犯
罪
阻
止
義
務
が
犯
罪
結
米

阻
止
義
務
に
転
化
す
る
こ
と
は
な
く
、

そ
の
意
味
で
も
先
行
作
為
行
為
終

f
後
の
結
米
回
避
義
務
は
恭
礎
づ
け
ら
れ
な
い
υ

2

検
討
と
展
開

そ
こ
で
、
検
討
す
べ
き
は
、
ク
ラ

1
7
1
H
ハ
イ
ネ
と
山
中
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
犯
罪
阻
止
義
務
矧
型
に
お
い
て
は
先
行
作

為
犯
の
行
為
終

f
役
に
事
後
的
な
結
果
川
遊
表
務
は
科
さ
れ
な
い
、
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
の
義
務
の
再
定
が
合
理
的
に
基
礎
づ
け

1 

ら
れ
て
い
る
か
と
う
か
で
あ
る
つ
し
か
し
、
結
諭
か
ら
い
え
ば
、

そ
れ
ら
の
見
解
に
よ
っ
て
、
犯
罪
阻
リ
義
務
類
型
に
お
け
る
後
行
不
作
為

(
も
ち
ろ
ん
、
山
中
が
、
附
義
務
が
共
に
最
終
的
に
は
法
誌
の
保
護
を

犯
の
不
成
?
げ
が
合
理
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い

円
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
川
崎
解
肉
体
は
適
切
で
あ
る
Y

ま
ず
、
山
中
は
、
「
円
以
持
保
護
義
務
の
場
合
に
は
、
直
接
、
法
益
侵
害
結
果
が
発
ヰ
し
な
い
よ
う
に
作
為
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
[
傍

点
は
引
用
者
〕
」

の
に
対
し
て
、
「
犯
罪
問
止
表
務
類
引
の
場
合
に
は
、
要
求
さ
れ
る
具
、
体
内
作
為
は
、
行
為
者
の
犯
罪
行
為
を
幽
リ
す
る
こ

北法'J7(4'9ti)162月



、
、
、

と
で
あ
る
」
か
ら
、
「
閥
捺
的
に
結
果
発
生
の
同

fA
が
仁
川
わ
れ
る

〔
傍
白
'
は
引
用
者
ご
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
直
衆
的
な
義
務
間
接
的
な
義

務
と
い
う
注
い
は
、
直
接
的
な
義
務
の
場
令
に
は
渋
益
似
宝
円
の
不
発
牛
が
権
保
さ
れ
る
ま
で
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
L
、
間
接
的
な
義
務

の
場
合
に
は
、
行
為
者
の
実
行
行
為
が
終
了
す
る
と
消
滅
す
る
と
い
、
つ
違
い
に
現
れ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
山
中
は
、
法
〆
耐
保
護

義
務
類
、
刑
が
結
果
の
回
避
に
対
し
て
「
同
接
的
一
で
あ
る
一
卜
力
、
犯
罪
阻
止
義
務
類
型
は
「
間
接
的
一
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、

さ
ら
に
そ
の
両

者
の
相
違
が
義
務
の
射
程
の
相
違
と
し
て
現
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

(
こ
の
円
d

は、

ク
ラ

l
マ
l
H
ハ
ィ
、
不
も
理
解
を
共
通
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
)
。
し
か
し
、
そ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
同
按
的
・
問
按
的
と
い
う
区
別
は
、
以
「
で
見
る
よ
う
に
、
そ
も
そ

も
そ
の
区
別
基
準
自
体
が
山
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
A

り
し
て
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
区
別
が
、
法
益
保
出
品
義
務
煩
型
と
犯
罪
阻
止
戎
務
類
剖

を
質
的
に

μ別
し
、

そ
れ
が
犯
罪
阻
什
義
務
類
型
に
お
け
る
後
行
不
作
為
犯
の
不
成
立
と
い
う
帰
結
を
導
き
う
る
も
の
で
あ
る

ひ
い
て
は
、

か
疑
問
で
あ
る

(
こ
の
白
'
の
検
討
は
、

小
作
為
共
犯
諭
に
わ
た
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
闘
す
る
理
解
が
先
訂
作
為
行
為
終
了
伐
の
義
務

の
存
百
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
三

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

こ
こ
で
は
分
か
り
ゃ
す
く
す
る
た
め
に
、
義
務
が
版
行
さ
れ
て
い
知
県
回
避
が
実
現
さ
れ
た
宅
例
を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
。
山
ハ
ワ
先
に
「
同

按
的
一
と
し
て
巴
い
浮
か
ぶ
事
例
と
し
て
、
応
父
組
X
は
、
息

T
Zと
手
を
繋
い
で
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、

0
0
メ
ー
ト
ル
先
か
ら
相
撃

子
Y
が
ラ
イ
フ
ル
銃
の
閉
山
中
を
息
L
J
Z
に
ム
円
わ
せ
て
い
る
の
に
気
つ
い
た
の
で
、
息
子

Z
を
物
陰
に
引
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
狗
撃
を
凶
避

と
い
う
場
合
が
考
え
ら
れ
る
υ

こ
の
場
合
、
保
護
容
体
で
あ
る
且
L
J
Z
に
け
し
て
凶
避
行
為
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
同

ー
レ
れ
ん
、

按
的
」
と
い
え
る
。
反
対
に
、
「
閥
按
的
」

の
典
型
的
な
雫
例
ー
と
し
て
、
②
父
親
X
は
、
隣
に
駈
っ
て
い
る
息
了
Y
が
一

0
0
メ
ー
ト
ル
先

に
い
る
他
人
Z
に
刻
し
て
ラ
イ
フ
ル
銃
の
照
準
を
台
わ
せ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
の
で
、
弘
r十

Y
の
銃
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
息

子
Y
の
行
為
を
阻
刊
し
た
、

と
い
う
場
合
が
考
え
ら
れ
る
〈
こ
の
旧
制
台
、
結
果
の
回
避
は
、
思
了
の
行
為
を
川
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
阿
按
的
」
と
い
え
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
父
親
X
の
憐
に
い
る
人
物
を
入
れ
換
え
て
、
@
父

北法57(4 -97) 11'，29 



日見

親
X
は
、
隣
に
座
っ
て
い
る
狙
撃
手

Y
が

0
0
メ
ー
ト
ル
先
に
い
る
起
L
J
Z
に
ラ
イ
フ
ル
銃
の
照
準
を
合
わ
せ
て
い
た
の
で
、
息
L
J
Z
に

対
す
る
危
険
を
回
避
す
べ
く
狙
撃
手
Y
の
銃
を
取
り
上
げ
た
と
い
う
場
合
、
@
父
親
X
は、

一
C
O
メ
ト
ル
先
に
い
る
息
子
Y
が
X
の
隣

4 

H附

に
座
る
他
人
Z
に
対
し
て
ラ
イ
フ
ル
銃
の
照
準
を
合
わ
せ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
の
で
、
山
U
L
J
の
行
為
を
阻
止
す
べ
く
、
他
人
Z
を
物
陰
に

引
き
込
ん
で
狗
撃
を
回
避
し
た
と
い
う
均
台
は
、
「
直
接
的
一
か
「
同
長
的
一
か
に
つ
い
て
、
い
か
に
判
断
す
る
の
、
だ
ろ
う
か
。
雫
例
①
②

と
の
閃
係
か
ら
す
れ
ば
、
事
例
@
で
は
、
法
益
保
護
義
務
類
型
で
あ
り
な
が
ら
も
「
間
按
的
」
に
同
避
し
た
と
い
え
る
し
、
反
対
に
、
事
例

@
で
は
、
犯
罪
阻
リ
義
務
類
型
で
あ
り
な
が
ら
も
「
同
接
的
」
に
回
避
し
た
と
い
え
る
つ
す
な
わ
ち
、
「
同
按
的
」
「
問
按
的
」
と
い
う
区
別

は
、
必
ず
し
も
法
〆
耐
保
護
義
務
類
型
と
犯
罪
阻
H
義
務
績
型
の
区
別
に
対
一
に
対
じ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、

他
人
の
犯
罪
行
為
か
ら
の
結
果
惹
起
を
事

F

川
に
回
避
し
た
場
台
に
は
、

JHに
他
人
の
犯
罪
行
為
を
妨
げ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

ち
ら
の
義
務
煩
型
の
場
ム
円
で
あ
っ
て
も
「
間
接
的
」

で
あ
る
と
さ
え
い
え
る
υ

こ
の
よ
う
に
考
、
え
る
と
、
少
な
く
と
も
、
「
直
按
的
」
「
間
按

的
」
と
い
う
制
点
が
、
法
益
保
護
義
務
類
刑
と
犯
罪
問
止
義
務
類
型
と
を
質
的
に

μ別
す
る
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
そ
れ
が
、

犯
罪
阻
止
義
務
類
型
に
お
け
る
後
行
不
作
為
犯
の
不
成
?
げ
を
朱
礎
づ
け
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
も
な
い
。

そ
こ
で
さ
ら
に
、
法
話
保
議
義
務
矧
型
で
は
最
終
的
な
法
益
伝
害
の
不
発
牛
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し

2 

て
、
犯
罫
幽
止
義
務
頒
型
で
は
作
為
行
為
の
終

f
時
占
ま
で
し
か
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
実
質
的
根
拠
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
に
す
る
つ

ま
ず
前
提
ー
と
し
て
、
附
義
務
類
刑
に
お
け
る
結
論
の
ぶ
貝
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
お
く
。
例
え
ば
、
法
益
保
設
義
務
煩
型
に
闘
し
て

は
、
狙
撃
手
Y
が
X
の
息
子
Z
を
狙
撃
す
る
場
合
、

父
親
X
に
は
、
息
子
Z
が
狙
わ
れ
て
い
る
段
階
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
狙
撃
さ
れ
瀕
死

の
状
態
に
あ
る
段
階
に
お
い
て
も
、

Z
の
死
亡
結
果
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
存
存
し
続
け
て
い
る
【

」
れ
に
対
し
て
、
犯
罪

悶
止
義
務
類
、
引
に
関
し
て
は
、

x
の
息
子
Y
が
他
人
Z
を
狙
撃
す
る
場
合
、

父
親
X
は
、
一
M
L
J
Y
が
Z
に
向
け
て
禿
他
す
る
ま
で
は
、

北法;)7(4-98)1630
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犯
罪
行
為
を
阿
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
す
で
に
組
撃
さ
れ
て
瀕
死
の
状
態
に
あ
る

Z
の
死
亡
結
果
を
凶
避
す
る
義
務
ま
で
は
な
い
c

こ
の
と
き
、
両
事
例
を
粘
県
民
油
生
の
観
占
か
ら
見
て
み
る
と
、
渋
持
保
護
義
務
頒
型
で
は
、
危
険
が
潜
杭
状
態
に
あ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、

危
険
が
顕
在
化
し
た
彼
も
義
務
が
存
杭
し
続
け
る
の
に
対
し
て
、
犯
罪
問
止
義
務
類
却
で
は
、
危
険
が
品
川
在
化
し
て
い
る
段
階
で
は
阻
止
し

cm
一

(
少
な
く
と
も
)
す
で
に
危
険
が
顕
在
化
し
た
彼
で
は
義
務
が
泌
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
、
つ
こ
と
に
な
る
c

も

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

ち
ろ
ん
、
犯
罪
凶
日
義
務
煩
型
に
闘
し
て
、
す
で
に
細
川
死
の
状
態
に
あ
る
他
人
Z
を
放
置
し
た
場
合
で
も
、
粘
米
的
に
父
糾
に
は
当
初
の
阿

止
義
務
達
反
に
つ
い
て
不
作
為
常
助
は
成
ず
し
う
る
の
で

(
た
だ
し
過
失
な
ら
不
可
罰
的
常
勤
と
な
る
)
、
既
還
付
山
助
を
成
ず
さ
せ
た
く
な

け
れ
ば
死
亡
結
果
の
回
避
を
果
た
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
の
反
射
的
な
義
務
は

(
先
行
作
為
行
為
終
了
彼
も
)
存
在
し
続
け

て
い
る

(
こ
れ
に
刻
し
て
、
法
益
保
護
義
務
類
刑
に
お
け
る
危
険
臥
存
化
後
の
事
後
的
な
救
助
義

F

お
は
、
当
初
の
違
法
行
為
の
反
射
的
な
義

そ
の
義
務
の
不
履
釘
が
不
向
(
正
作
為
犯
の
成
I

止
を
某
礎
づ
け
う
る
義
務
で
あ
る
)
。
し
か
し
、
犯
罪
問
止
義
務
判
明
型
に
お
い

務
で
は
な
く
、

て
は
、
法
益
保
護
表
務
類
、
引
と
は
異
な
り
、
す
で
に
顕
存
化
し
た
危
険
に
対
し
て
、

そ
の
造
反
に
つ
き
不
真
正
不
作
為
犯
が
成
げ
す
る
よ
う

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

な
義
務
は
先
行
作
為
行
為
終
了
後
に
は
存
ど
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
危
険
が
浴
在
状
態
に
あ
る
段
階
で
は

義
務
が
ゆ
同
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
危
険
が
財
布
化
し
た
後
で
は
義
務
が
T

内
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
犯
罪
川
阻
止
義
務
も
あ
く
ま
で
法
益
保

護
を

U
的
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
危
険
顕
在
化
役
も
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
あ
り
え
な
い

で
は
な
い
)
犯
罪
問
止
義
務
頬
型
に
お
い
て
、
先
行
作
為
行
為
終
了
後
の
義
務
が
丘
{
疋
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
ト
仔
百
が
法
採
保
議

義
務
類
刑
の
場
合
ー
と
異
な
る
の
は
な
ぜ
か
、
犯
罪
阻
止
義
務
数
型
に
お
け
る
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
を
再
定
す
る
見
解
が
、

の
否
定
を
ム
門
用
的
に
某
礎
づ
け
て
い
る
の
か
が
阿
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ

そ
こ
で
の
義
務

こ
の
点
、
犯
罪
阻
止
義
務
類
型
に
お
い
て
事
後
的
な
紋
肋
義
務
が
丘
定
さ
れ
て
い
る
根
拠
に
つ
い
て
、
山
中
は
い
く
つ
か
の
文
章
で
個
別

に
が
し
て
い
る
コ
ま
ず
柱
列
的
に
そ
れ
ら
を
挙
げ
る
と
、
③
「
犯
詐
阻
J

川
義
務
頒
型
の
場
合
に
は
、
出
火
求
さ
れ
る
具
体
的
作
為
は
、
行
為
者

北法57(4開)11'，31 



日見

の
犯
罫
仁
川
為
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
間
按
的
に
結
果
発
生
の
回
遊
が
戸
れ
わ
れ
る
」
、
⑮
「
犯
罪
問
止
義
務
類
、
型
の
場

一
V

八山

一

合
に
は
、
行
為
者
の
実
行
行
為
が
終
，
ー
す
る
と
、
作
為
義
務
が
消
滅
す
る
」
、
そ
の
「
消
滅
」
は
、
「
封
山
助
犯
は
、

H
犯
の
実
行
行
為
に
働

広州一

き
か
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
行
行
為
を
通
じ
ず
に
結
果
の
発
止
を
促
進
し
た
場
合
に
は
従
犯
と
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
に
某
ワ
い
て
い
る
」
、

4 

H附

C
「
犯
罪
阻
止
義
務
は
、

る
と
、
「
実
行
行
為
が
終
了
し
、
結
果
の
発
生
へ
と
向
か
う
因
果
の
流
れ
が

-人
の
行
為
』

a
他
人
の
意
思
決
定
や
行
為
』
に
働
き
か
け
て
そ
の
行
為
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
尽
く
さ
れ
る
一
、
そ
、
っ
す

の
介
入
が
な
け
れ
ば
遮
断
で
き
な
い
い
わ
ば
必

然
的
な
も
の
に
な
っ
た
と
き
、
当
該
行
為
者
の
音
富
山
行
為
に
働
き
か
け
て
、
結
果
の
禿
生
を
阻
止
す
る
こ
と
は
不
同
能
に
な
っ
た
の
で
あ

一札〉

る
か
ら
、
そ
の
義
務
は
相

E
昧
な
も
の
と
な
る
」
、
と
し
て
い
る
υ

ま
と
め
る
と
、
そ
こ
で
の
義
務
の
汚
{
疋
は
、
①
犯
罪
阻
H
義
務
は
作
為
犯
の
行
為
を
阻
什
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
作
為
犯
を
介
す
る

の
で
犯
罫
阻
止
義
務
違
反
は
梨
助
と
な
る
こ
と
、
③
作
為
行
為
が
終
了
す
れ
ば
義
務
が
な
く
な
る
こ
と
、
?
と
い
う
二
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
成

り
ず
っ
て
い
る
コ
こ
の
と
き
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
刑
判
解
さ
れ
て
い
る
の
か
、
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
要
素
が
組
み

合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
阻
什
義
務
類
矧
に
お
け
る
義
務
が
作
為
行
為
の
終
了
時
ま
で
し
か
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
、
つ
こ
と
が
慕

従
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
に
あ
る
c

し
か
し
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
で
つ
の
要
素
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
犯
罪
問
止
義
務
類
砲
に
お
け
る
事
後
的
な
義
務

の
ア
内
定
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
以
わ
れ
る
つ
ま
ず
、
要
素
①
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
犯
罪
問
止
義
務
」
と
い
う
呼
称
は
、
義
務

煩
型
の
中
で
、
犯
罪
行
為
だ
け
を
阻
什
す
る
も
の
と
い
う
意
味
で
ラ
ベ
リ
ン
グ
き
れ
た
も
の
に
す
き
ず
、

そ
の
煩
型
の
義
務
内
容
が
、
犯
罪

行
為
の
阻
止
に
限
ら
れ
る
と
い
う
の
は
別
個
の
根
拠
に
基
づ
く
は
ず
で
あ
る

(
ま
さ
に
今
こ
れ
を
問
う
て
い
る
)
仁
そ
れ
ゆ
え
、
犯
罪
問
止

義
務
頒
型
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
ム
要
求
さ
れ
る
具
体
的
作
為
は
、
行
為
者
の
犯
罫
行
為
を
川
出
札
す
る
こ
と
」

で
あ
る
と
は
直
ち
に
い

え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
犯
罪
問
止
義
務
で
あ
っ
て
も
、
声
按
附
に
保
護
容
体
に
刈
し
て
判
避
行
為
を
行
、
つ
場
合

ItiJと57(4・Iα))1632 



も
あ
れ
ば
、
逆
に
、
法
益
保
譲
義
務
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
間
接
的
に
作
為
行
為
を
閉
止
す
る
場
合
も
あ
る
υ

介
す
る
場
ム
円
は
、

い
い
か
え
れ
ば
、
作
為
犯
を

い
か
な
る
回
避
行
為
で
も
結
果
的
に
作
為
犯
の
行
為
を
凶
叶
し
た
こ
と
に
な
る
。
現
に
山
中
は
、
そ
の
意
味
で
、
法
益
保

議
義
務
類
型
に
お
い
て
も
作
為
犯
を
介
す
る
場
合
は
、

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
犯
罪
阻
止
義
務
だ
け
が
、
作
為
犯
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る
も
の
で
あ
る
と
特
徴
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
c

そ
の
こ
と
が
、
作
為
行
為
が
終
了
す
れ
ば
常
助

般
の
義
務
一
分
説
の
、
土
張
と
は
異
な
り
、
割
肋
と
す
る
結
論
を
採
っ
て
い
る
の
で

さ
ら
に
、
要
素
ぽ
③
に
つ
い
て
い
え
ば
、
作
為
犯
を
介
せ
ば
梨
肋
だ
と
い
え
た
と
し
て
も
、

成
す
の
理
論
的
可
能
性
が
消
え
る
と
同
時
に
、
作
為
義
務
も
消
え
る
と
直
ち
に
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
犯
罪
阿
止
表
務
が
崎

助
と
し
て
の
義
務
だ
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
が
直
ち
に
、
作
為
犯
の
行
為
阻
汁
だ
け
に
か
か
る
義
務
で
あ
る
こ
と
を
E
u
m
し
て
は
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

い
ず
れ
の
要
素
も
、
作
為
義
務
が
犯
罫
行
為
の
川
阻
止
ま
で
に
限
ら
れ
る
根
拠
を
合
む
も
の
で
は
な
い
以
卜
、
こ

そ
の
限
定
性
の
根
拠
が
牛
ま
れ
出
る
は
ず
が
な
い
ロ
こ
こ
で
は
、
「
犯
罪
問
止
表
務
は
、

『他
人

れ
ら
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
と
し
て
も
、

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

の
意
思
決
定
や
行
為
』
に
働
き
か
け
て
そ
の
行
為
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
尽
く
さ
れ
る
」
と
す
る
結
論
以
卜
の
恨
拠
は
が
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
c

神
山
敏
雄
は
、
「
父
親
甲
は
、
息
子
乙
が
他
人
内
を
刺
突
し
た
後
、
足
場
か
ら
立
ち
去
る
の
リ
骨
草
し
た
の
に
、
丙

を
紋
肋
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
例
を
挙
げ
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
{
ク
ラ

l
マ
l
H
ハ
ィ
、
不
が
甲
を
梨
助
犯
と
し
て
処
罰
し
な
い
の
は
引

用
者
註
〕
犯
罪
阻
リ
義
務
は
現
に
被
監
督
者
が
犯
罪
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
幽
止
し
な
い
場
合
に
義
務
侵
需
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
行
為
終

了
絞
の
法
益
保
護
義
務
ま
で
は
課
き
れ
な
い
と
の
考
え
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
犯
罪
阻

U
義
務
は
最
終
的
に
は
結
果
防
什
義

務
に
直
私
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
れ
ば
、
甲
は
正
犯
で
あ
る
と
い
う
考
え
と
有
助
で
あ
る
と
い
う
考
え
と
が
導
か
れ
る
余
地
が
あ
る
一
と

し
て
、

ケ
ラ

1
7
1
H
ハ
イ
ネ
が
作
為
打
為
終

f
後
の
紋
肋
義
務
を
，
h
u
{疋
す
る
こ
と
に
批
判
的
で
あ
る
〈
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
基
礎
づ
け

を
も
っ
て
し
て
は
必
ず
し
も
犯
罪
阻
叶
義
務
が
犯
罪
行
為
の
凶
叶
ま
で
に
か
か
る
義
務
だ
と
は
い
い
き
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の

北法57(4 .Hl1) 1633 



日見

「

4
J

神
山
の
批
判
は
適
切
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

3 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
少
な
く
と
も
以
上
の
よ
う
な
ク
ラ

l
マ
l
H
ハ
イ
ネ
や
山
中
の
凡
解
に
廿
巧
つ
い
て
は
、
犯
罪
幽

t
義
務
頒

4 

H附

却
で
は
作
為
行
為
終
了
時
ま
で
し
か
義
務
づ
け
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
そ
こ
で
の
彼
行
小
作
為
犯
は
成
す
し
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
合
刑
判
的
に

基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
は
巴
わ
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
例
え
ば
、

父
規
X
が
、
息
了

Y
に
よ
る
他
人
Z
に
対
す
る
殺
害
行
為
を
凶
作
せ
ず
、
し
か
も
行
為
終
了
後
、
瀕
死
の
状
態
に

あ
る

Z
を
そ
の
ま
ま
欣
置
し
、
結
果
的
に

Z
は
死
亡
し
た
、

と
い
う
ポ
例
を
想
定
し
た
と
き
、
こ
れ
を
、

X
の
先
行
監
督
憾
な
に
基
づ
い
て

事
後
的
な
政
助
義
務
を
課
す
と
い
う
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
作
為
義
務
を
扱
う
事
例
と
し
て
料
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い

一C
L
ま

J
i
l
 

い
わ
ば
、
監
督
的
地
併
に
基
づ
く
犯
罪
阻
止
義
務
が
、
ポ
後
の
段
階
で
、
先
行
行
為
に
恭
づ
く
結
米
回
避
義
務
に
転
化
す
る
と
構
成
す
る
瓜

解
で
あ
る
c

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
先
行
打
為
に
基
づ
く
義
務
と
し
て
構
成
し
た
と
き
、
す
で
に
学
説
に
お
い
て
、
答
責
的
な
打
為

(
Y

(
X
の
先
行
監
針
僻
怠
に
基
づ
く
)
事
後
的
な
救
助
義
務
を
'hu
定
す
る
と
す
る
見
解
が
存
在

(
犯
罪
阻
止
戎
務
類
到
に
お
い
て
緩
行
不
作
為
犯
が
成
す
し
な
い
根
拠
を
、
そ
の
よ
う
な
答
責
的
行
為
の
介
在
を
回
収
拠
と
し
て
合
一
定
す

る
見
解
に
基
つ
い
て
川
崎
解
す
る
こ
と
も
用
論
的
に
は
吋
能
で
あ
る
)
c

の
行
為
)
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
恨
拠
に

す
るそ

こ
で
、
次
に
、
先
行
行
為
に
某
づ
く
義
務
を
答
責
的
行
為
の
介
存
に
恭
づ
い
て
ア
内
定
す
る
こ
と
で
、

そ
の
事
後
的
な
救
助
義
務
(
後
行

小
作
為
犯
)
を
も
百
{
疋
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
の
理
由
づ
け
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る

そ
の
よ
う
な
糾
解
に
従
え
ば
、
後

(
な
お

行
不
作
為
犯
の
義
務
額
型
は
、
③
法
益
保
護
義
務
類
担
と
、
⑥
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
の
額
型
、
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
)
っ

第

」買

先
桁
行
為
説
に
お
け
る
後
打
不
作
為
犯
瑚
解

ItiJと57(4・1(2)1634



1

答
青
(
的
打
為
の
存
社
に
恭
づ
い
て
事
後
的
な
結
米
回
避
義
務
も
白
{
疋
す
る
見
解

自
ら
の
行
為
に
某
づ
い
て
他
人
に
対
す
る
危
険
を
創
附
し
た
者
に
は
、
保
障
人
的
地
位
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
つ
つ
ま

り
、
そ
の
危
険
を
創
出
し
た
者
は
、
そ
の
危
険
か
ら
止
じ
る
構
成
安
件
的
結
果
が
発
牛
す
る
の
を
阻

H
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
に
、
ポ
前
の
危
険
創
内
行
為
に
基
づ
い
て
他
人
へ
の
法
/
血
侵
害
を
回
避
す
べ
き
義
務
を
認
め
る
ー
と
す
る
見
解
が
、
先
行
行
為
説
で
あ
る
。

1 

そ
の
典
、
剤
事
例
と
し
て
、
例
え
ば
単
独
不
作
為
犯
の
事
例
と
し
て
、
自
動
車
を
運
転
中
に
過
失
に
基
づ
い
て
歩
行
者
Z
を
時
間
ね
、
生
命
に
危

険
を
及
ぼ
す
傷
害
を
生
じ
き
せ
た

X
が
、
そ
の
重
大
な
ポ
態
を
認
識
し
な
が
ら
も

Z
を
紋
設
す
る
こ
と
な
く
走
り
去
り
、
結
米
的
に

Z
が
比

一約一

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
、
桜
ね
た
行
為
に
よ
っ
て

Z
を
死
亡
き
せ
た
こ
と
白
体
に
慕
づ
く
(
業
務
上
)

X
に
保
障
人
的
地
位
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
基
づ
く
(
後
続
の
不
作
為
に
よ
る
)
故
意

亡
し
た
場
合
、

過
火
致
死
罪
の
成
斉
が
問
題
と
さ
れ
る
と
川
時
に
、

殺
人
罪
の
成
再
も
問
題
と
さ
れ
る
仁
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
先
行
行
為
自
体
が
作
為
犯
と
し
て
則
剖
的
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
基

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

づ
い
て
保
障
人
的
地
位
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
な
結
果
充
生
を
故
志
に
よ
り
回
避
し
な
か
っ
た
不
作
為
犯
も
、

罰
的
と
ぎ
れ
う
る
こ
と
に
な
る

J

さ
ら
に
叫

F
4
一

本
稿
の
検
討
対
象
と
し
て
は
、
機
能
的
二
分
説
に
お
け
る
危
険
源
符
理
昨
管
義
務
類
型
の
一
つ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
先
行
行
為
説

だ
け
で
な
く
、
先
行
行
為
に
恭
つ
い
て
の
み
作
為
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
見
解
も
含
ま
れ
る
の
ま
た
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
が
論
じ

ら
れ
る
際
に
は
、
必
ず
し
も
、
先
の
自
動
車
事
故
宅
例
の
よ
う
に
、
危
険
加
杭
化
後
の
事
後
的
な
救
助
走
務
だ
け
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
わ

例
え
ば
、
傷
害
結
果
等
が
発
止
す
る

F

川
に
欠
陥
製
造
物
を
回
収
す
る
義
務
(
い
わ
ゆ
る
刑
事
製
造
物
責
任
)

7
、
ト
レ

7
7

d

べ

5
f
f

為
に
某
守
つ
い
て
他
人
に
よ
る
犯
罪
行
為
を
川
阻
止
す
る
義
務
で
は
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
危
険
顕
存
化
前
の
同
避
義
務
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
ロ

+
ノ
内
、
、
+
J
a
p
f
o
パ

l
v
p
V
7
1
 

こ
の
点
、
木
稿
の
閃
心
が
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
作
為
義
務
一
般
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
他
人
に
よ
る
犯
罫
行
為
後
の
後
行
不
作
為
犯
の
成

育
を
め
ぐ
っ
て
先
行
行
為
説
を
扱
う
に
す
主
な
い
こ
と
か
h

り
す
れ
ば
、
先
行
行
為
に
慕
づ
く
作
為
義
務
に
つ
い
て
も
危
険
顕
在
化
後
の
給
米

北法57(4-10:;)1635



日見

同
避
義
務
が
考
察
の
中
心
と
な
る
仁

2 

同
了
説
上
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
作
為
義
務
が
肯
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
単
に
危
険
な
囚
果
経
過
を
創
附
す
れ
ば
す
べ
て
の
場
合

4 

H附

に
そ
れ
に
基
ヴ
く
川
避
義
務
が
止
じ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
、
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
先
行
行
為
を
限
定
す
る
た
め
の
裏
付

が
川
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
安
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
先
行
行
為
が
後
の
義
務
を
ヰ
じ
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
c

ま
ず
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
限
定
要
件
は
、
義
務
違
反
糾
円
で
あ
る
「
す
な
わ
ち
、
義
務
に
違
反
し
た
先
行
行
為
(
勺
『
ニ
ユ
ヨ
五
三
者
ω
〈
C

「

そ
れ
に
基
づ
く
保
障
人
的
地
依
を
義
政
づ
け
る
と
さ
れ
て
い
る
つ
そ
の
川
内
山
と
し
て
、

r

何
回
『
巳
百
三
だ
け
が
、

ん
で
法
的
に
訂
さ
れ
た

行
為
と
し
て
前
何
し
て
お
き
な
が
ら
、
他
卜
力
で
回
避
せ
ず
に
結
果
を
芯
起
し
た
こ
と
に
i
h
F
つ
い
て
間
接
的
に
川
事
的
責
任
を
基
礎
づ
け
る
の

は
矛
盾
し
て
い
る
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
存
の
学
説
で
は
、
果
た
し
て
先
行
行
為
の
義
務
違
反
牲
が
保
障
人
的
地
欣
の
発
生

根
拠
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
示
さ
れ
て
い
る
c

す
な
わ
ち
、
「
許
さ
れ
た
危
険
」
の
先
打
打
為
に
基
づ
い
て
も
危
険
川
避
義
務
は
生
じ
う
る

一
一
訓
)

の
で
は
な
い
か
と
い
う
飢
占
か
ら
、
正
当
防
街
後
の
不
作
為
、
あ
る
い
は
、
欠
陥
製
泣
物
の
向
荷
後
の

M
収
義
務
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
つ

第
一
の
限
定
安
件
は
、
直
按
性
・
相
当
性
(
回
以
内
与
¥
主
主
戸

Ez--己
苦
一
宮
乙
で
あ
る
仁
つ
ま
り
、
作
為
義
務
を
某
礎
つ
け
る
先
行
行
為
は
、

mJ 

法
益
侵
害
結
果
に
対
す
る
由
終
的
な
危
険
を
惹
起
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
c

い
い
か
え
れ
ば
、
先
行
行
為
が
直
按

的
に
危
険
を
惹
起
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
先
行
行
為
に
某
づ
く
作
為
義
務
は
訂
定
さ
れ
る
-
そ
し
て
、
こ
の
第
一
の
限
定
要
件
に
従
つ

て
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
有
力
に
、
土
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
先
行
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
犯
罪
行
為
の
危
険
を
創
出
し
た
場

合
、
い
い
か
え
れ
ば
、
先
行
行
為
と
私
米
発
生
と
の
間
に
他
人
の
特
責
的
な
行
為
が
介
在
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
作
為

義
務
が
百
山
止
さ
れ
る
ト
と
さ
れ
て
い
る
】
具
体
的
に
い
え
ば
、
第
一
の
先
行
行
為
が
、
第
一
一
の
他
人
に
よ
る
犯
罪
(
先
行
作
為
犯
)
の
危
険

を
剣
山
刊
し
、
第
一
二
に
そ
の
先
行
作
為
犯
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
法
益
侵
合
を
阻
止
せ
ず
(
後
行
不
作
為
犯
)
、
第
四
に
結
果
が
発
生
し
た
場

ItiJと57(4・1(4)1636



(
時
系
列
的
に
整
周
す
る
と
、
①
国
己
に
よ
る
故
意
/
過
矢
先
行
桁
為
、
一
以
一
他
人
に
よ
る
故
意
先
行
作
為
犯
、
ふ
)
自
己
に
よ
る
故
玄

戸
山
~

後
行
不
作
為
犯
、
浦
一
結
果
発
生
、
と
経
過
す
る
)
、
第
二
の
先
行
作
為
犯
の
介
在
に
基
づ
い
て
、
第
一
の
先
行
行
為
に
慕
づ
く
第
一
の
後
行

合
に
は

小
作
為
犯
は
成
す
し
な
い
、

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
見
解
に
お
い
て
は
、
先
行
作
為
犯
の
小
仔
在
に
よ
っ
て
、

Jwl
初

の
先
行
行
為
に
長
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
が
再
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

本
章
の
は
的
が
、

小
作
為
関
与
に
お
い
て
、
先
行
作
為
犯
に
よ
っ
て
故
意
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
危
険
を
回
避
し
な
い
後
行
不
作
為
犯
の
叫

罰
範
圃
は
、
物
理
的
自
然
的
原
閃
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
危
険
を
回
避
し
な
い
単
独
不
作
為
犯
よ
り
も
限
定
的
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
合
即

的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
か
h

り
す
れ
ば
、
こ
の
先
行
行
為
説
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
他
人
の
芥
青
ハ
的
行
為
の
介
杭
に
よ
っ
一
て
中
初

の
先
行
行
為
に
恭
づ
く
後
行
不
作
為
犯
が
ヴ
定
さ
れ
る
と
す
る
理
解
が
、
そ
こ
で
の
後
行
不
作
為
犯
の
不
成
止
を
ム
門
理
的
に
基
礎
づ
け
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
c

そ
こ
で
、
以
下
、
そ
の
検
討
の
川
提
と
し
て
、
先
行
行
為
説
に
お
い
て
ボ
さ
れ
て
い

る
、
答
賓
的
行
為
の
介
杭
に
某
づ
い
て
当
初
の
先
行
行
為
に
某
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
が
丘
定
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
許
し
く
見
て

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

い
く
こ
と
に
す
る

J

こ
の
よ
う
な
瓜
鮮
を
代
表
す
る
見
解
と
し
て
、
シ
ユ
ト
レ

l
は
、
他
人
の
弘
E
H
的
な
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
危
険
に
、
問

問
J

按
的
に
関
守
し
た
に
す
ぎ
な
い
者
は
、
先
行
行
為
に
恭
つ
く
作
為
義
務
が
，
h
u
{
止
さ
れ
る
と
し
て
い
る
c

そ
の
理
由
と
し
て
、
事
象
に
対
す

3 

る
す
べ
て
の
責
停
は
、
結
果
を
直
接
的
に
惹
起
し
た
者
が
負
担
し
、
背
後
者
に
帰
属
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
と
し
て
い
る
コ
こ
の
こ
と
は
、

他
人
に
所
有
物
を
渡
し
、
他
人
が
そ
の
所
有
物
を
使
っ
て
、
第
一
者
に
あ
る
い
は
そ
の
他
人
口
身
に
危
険
を
惹
起
し
た
均
台
の
よ
う
な
先
行

一同」

行
為
に
あ
て
は
ま
る
じ
そ
の
理
解
に
某
づ
き
、
例
え
ば
、
他
人
に
ナ
イ
フ
を
貸
し
た
者
は
、
そ
の
ナ
イ
フ
を
使
用
し
た
第
二
者
に
対
す
る

傷
害
行
為
を
閉
止
す
る
義
務
も
な
い
し
、
同
様
に
、
刺
突
打
為
後
に
そ
の
被
合
者
を
紋
肋
す
る
義
務
も
な
い
と
し
て
い
る

F

こ
の
こ
と
は
、

先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
は
、
法
益
侵
工
口
結
果
に
対
す
る
直
銭
的
な
危
険
を
基
礎
づ
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
理
解
に
基
づ
く
と

北法57(4-10;))1637
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す
る
υ
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の介
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は K
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氏 L
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の λ
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為
lこ 主主
よ .~:f
つ(去

4 

H附

て
傷
害
を
負
っ
た
被
究
者
に
つ
い
て
、

ド
イ
ツ
刑
法
一
一
一
条
(
不
真
d
不
作
為
犯
の
一
般
条
取
)
に
朱
守
つ
い
て
そ
の
法
訴
侵
常
の
拡
大
を
防

ぐ
義
務
も
牛
じ
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ン
J

ト
レ

i
は
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
が
生
じ
る
場
ム
門
で
も
、
第
二
者
の
答
責
的
な
行
為
が
存
在
し
た
場
ム
門
に
は
、

の
第
一
者
の
行
為
に
対
す
る
阻
リ
義
務
も
な
い
し
、

さ
ら
に
そ
の
行
為
者
の
行
為
に
よ
っ
て
畑
正
口
が
牛
じ
た
被
弁
者
に
つ
い
て
ポ
後
的
に
救

助
す
る
義
務
も
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

υ

こ
の
よ
う
な
用
憾
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
ヴ
コ
ル
ソ
エ
ル
も
、
「
危
険
と
発
牛
私
果
と
の
聞
に
第
今
二
者
の
肉
己
特
責
的
な
行
為
が
介

在
し
て
い
る
場
合
で
は
、
先
行
行
為
に
某
づ
く
義
務
は
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
υ

そ
れ
ゆ
え
、
(
義
務
を
基
礎
づ
け
る
)
先
行
行
為
の
限

戸
出
)

か
つ
て
の
、
で
況
で
あ
る
遡
及
禁
止
論
が
、
今
で
も
な
お
実
際
的
な
立
昧
を
有
し
て
い
る
」
と
し
て
い
た
ロ
ま
た
、
判
例
に
お

界
と
し
て
、

い
て
も
、
川
椋
の
観
点
か
ら
、
表
務
に
造
反
し
た
先
行
行
為
は
、
構
成
要
件
的
結
果
に
対
す
る
直
按
的
な
危
険
を
禿
止
き
せ
た
と
き
に
作
為

義
務
を
某
礎
つ
け
る
と
し
て
、
友
人
が
被
害
者
に
傷
常
行
為
を
加
え
た
後
、
被
中
川
者
の
牛
命
に
対
す
る
危
険
を
同
避
す
る
事
内
問
的
な
義
務
は

r

印
J

一
柿

J

ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
七
年
九
月
一
一
一
一
一
日
判
決
が
あ
る
c

ま
た
、
不
作
為
閃
」
h
J

の
事
例
で
は
な
い
が
、
他
人
の

な
い
と
し
た
、

自
己
答
賓
的
な
決
断
に
基
づ
く
通
法
行
為
に
対
し
て
、
被
許
人
に
先
行
行
為
に
来
づ
く
保
障
人
的
地
伏
は
生
じ
な
い
と
判
示
し
た
、

一川ぜ

ス
ル

l
工
高
得
裁
判
所
九
九
一
汗
。
月
一
一
。
円
決
一
正
も
あ
る
。

カ

)レ

現
存
で
は
、
そ
の
よ
う
な
理
解
に
従
ワ
て
、
具
体
的
に
、
一
広
先
行
行
為
に
よ
っ
て
同
意
に
茶
づ
く
被
害
者
団
身
に
よ
る
回
傷
・
危
殆
化
行

為
を
促
進
し
た
場
合
や
、
②
故
意
の
常
助
教
峻
行
為
に
よ
っ
て
正
犯
行
為
を
促
逆
・
誘
発
し
た
場
台
、
③
別
の
犯
罪
の
共
犯
行
為
を
し
て

い
る
際
、
共
犯
者
が
過
剰
行
為
を
し
た
場
合
、
に
つ
い
て
も
、
そ
の
他
人
の
行
為
や
発
牛
川
如
来
に
対
し
て
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
事
後
的
な

ItiJと57(4・1(6)16汲3
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救
助
義
務
は
発
牛
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ぬ
一
に
つ
い
て
、
例
え
ば
ミ
ソ
チ
ュ
は
、
積
極
的
関
与
が
、
他
人
の
白
己
答
責
的
な
自
己
危
殆
化
を
可
能
に
す
る
に
尽
き
る
よ
う
な
危
険
を

剣
山
刊
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
保
障
人
義
務
を
基
縫
づ
け
な
い
と
し
て
、
例
え
ば
、
容
が
過
度
の
飲
柄
を
し
て
危
険
な
状
態
に
陥
っ
て
も
、

何
十
土
は
客
に
対
す
る
保
障
人
で
は
な
い
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
薬
物
の
使
用
に
よ
る
白
己
危
殆
化
を
叶
能
に
し
た
こ
と
に
対
し
て
も
同
様

一肝」

で
あ
る
、
と
し
て
い
る
c

ま
た
、
ノ
イ
マ
ン
は
、
「
白
山
答
責
的
な
行
為
に
よ
る
自
殺
者
の
自
己
答
責
件
の
原
則
と
、
先
行
行
為
に
基
づ
い

一似

て
保
障
人
義
務
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
で
自
殺
関
与
者
の
共
同
責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
は
訓
和
し
な
い
」
と
し
て
、
不
可
罰
の
自
殺
到
市
助
後
、

そ
の
先
行
司
肋
行
為
に
基
づ
く
救
助
義
務
は
発
生
し
な
い
と
す
る
。

②
に
つ
い
て
は
、

オ
y
卜

l
が
次
の
よ
う
な
見
解
を
-
小
し
て
い
る
。
行
為
が
単
に
他
人
の
犯
罪
行
為
や
肉
傷
行
為
の
決
附
を
引
き
起
こ
し

た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
保
障
人
的
地
位
は
斗
じ
な
い
、
そ
れ
は
、
祥
責
原
理
が
保
障
人
義
務
を
川
安
け
す
る
こ
と
か

ら
牛
じ
る
と
す
る
つ

つ
ま
り
、
そ
の
理
解
に
従
え
は
、
基
本
的
に
先
行
行
為
は
、
保
護
法
益
に
危
険
が
及
ば
な
い
よ
う
保
障
し
な
け
れ
ば
な

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

ら
な
い
だ
け
で
あ
り
、
他
人
の
管
轄
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
、
他
人
が
行
為
を
し
な
い
、
と
い
、
つ
こ
と
ま
で
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
は
な
い
と
す
る
c
最
終
的
に
創
出
択
を
発
牛
さ
せ
た
苫
(
円
。
苛
立
与
三
五
2
)
の
白
己
皆
川
責
的
な
行
為
は
、
先
行
行
為
者
が
特
別
な
根
拠
(
法

益
保
益
保
障
人
、
共
犯
者
、
そ
の
他
の
法
的
責
任
分
配
根
拠
)

に
某
つ
い
て
、
最
終
的
に
損
合
を
発
牛
さ
せ
た
者
に
よ
る
直
按
的
な
法
益
侵

存
行
為
に
け
し
て
声
、
任
を
有
し
て
い
な
い
限
り
、
他
人
の
声
、
停
に
対
し
て
限
界
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
出
十
に
他
人
の
犯
罪
行
為
な
い
し

一
Q
一

G

向
傷
行
為
を
誘
引
・
促
進
・
可
能
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
坊
ム
口
は
、
保
防
人
ー
と
し
て
の
責
任
を
基
従
づ
け
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
理
解
に
従
ワ
て
オ

y
ト
l
は
、
「

A
は

B
を
ナ
イ
フ
で
傷
害
を
加
、
え
よ
う
と
考
え
、

C
か
ら
そ
れ
に
使
川
す
る
た
め
の
ナ
イ
フ
を
仙
り
た
c

A
は
R
を
ナ
イ
フ
で
刺
し
た
】
救
助
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、

C
は
B
が
比
亡
す
る
可
能

一れ」

C
は
救
助
し
な
か
っ
た

υ
B
は
一
化
ー
し
し
た
」
と
い
う
ポ
例
を
設
定
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
、

C
は
A
の
A
R
図
を
認
識
し
て
い
た
そ
の
後
、

件
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

北法57(4-107)1639
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次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
「

C
が、

A
に
よ
る

B
へ
の
傷
害
に
対
す
る
共
犯
で
あ
る
こ
と
に
廿
宍
つ
い
て
、
保
附
人
に
な
る
こ
と
は
な
い
c

な
ぜ

な
ら
、

E
の
死
に
は
、

A
の
刺
突
の
危
険
が
況
実
化
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ナ
イ
フ
を
貸
し
た
危
険
が
現
実
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
υ

4 

H附

d
犯
行
為
に
よ
る
結
果
を
避
け
る
べ
き
保
障
人
義
務
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
で
は
共
犯
が

H
犯
を
基
健
づ
け
る
要
点
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
一
と
王
様
す
る
。

慕
本
的
に
、
犯
罪
行
為
に
対
す
る
共
犯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
河
川
岬
と
同
係
に
ノ
イ
マ
ン
も
、
「
も

L
、
封
印
助
行
為
と
し
て
の
、
持
費
的
な
正
犯
に
対
す
る
強
化
行
為
を
、
保
障
人
義
務
を

基
礎
ワ
け
る
先
行
行
為
と
し
て
足
り
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
不
作
為
犯
人
嗣
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
一
一
存
条
以
卜
で
規
定
さ
れ
て
い
る
、
複
数
関

こ
と
に
な
る
」
と
批
判
し
た
卜
で
、
「
先
行
行
為
が
、
他
人
の
芥
責
的

じ
丁
者
聞
の
川
事
的
責
任
を
分
配
す
る
原
理
を
夜
す

(
5
2
Z七
毘
広
三

な
行
為
に
よ
ワ
て
直
按
的
に
惹
起
さ
れ
た
危
険
に
間
援
的
に
寄
守
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
ム
門
は
、
先
行
行
為
に
基
づ
い
て
法
的
義
務
は
発
生
し

な
い
」
と
す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
υ

均
一
二
三
ノ
、
亡
、

f
l
e
し一

キ
ュ
ー
ル
は
、
先
行
行
為
が
、
例
え
ば
ナ

f
フ
を
貸
す
こ
と
に
よ
る
行
為
機
会
の
創
山
に
尽
き
る
場
合
、

そ
し
て
、
第
一
今
一

者
が
白
己
答
責
的
な
決
附
に
の
み
某
手
つ
い
て
こ
の
機
会
を
犯
罪
に
利
川
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
阻
止
す
る
保
障
人
戎
務
は
な

い
と
い
う
理
解
を
前
提
に
、
危
険
な
身
体
傷
害
の
共
同

H
犯
者
が
被
害
者
を

H
己
の
決
断
に
茶
づ
い
て
殺
脅
し
た
な
ら
ば
、
他
の
共
同
正
犯

者
が
そ
の
結
米
に
対
し
て
不
作
為
正
犯
と
し
て
責
任
を
負
う
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
c

さ
ら
に
、
共
同
正
犯
者
が
強
盗
を
共
謀
し
た
の
に
、

他
の
共
同
正
犯
者
が
被
工
口
者
に
対
し
て
計
山
に
反

L
強
姦
を
し
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
直
長
的
で
は
な
い
危
険
に
対
し
て
対
抗
し
な
く
て
も

よ
い
と
し
て
い
る

υ

以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
学
説
に
お
け
る
有
ね
な
見
解
は
、
先
行
行
為
と
私
果
発
生
の
問
に
答
員
的
行
為
が
介
在
し
た
場
合
に
は
、
先
行

打
為
に
基
づ
く
作
為
喪
務
が
青
山
疋
さ
れ
る
と
し
て
い
る

F

そ
し
て
具
体
的
に
、
過
失
に
よ
っ
て
犯
罪
行
為
の
危
険
を
創
出
し
た
場
台
だ
け

で
な
く
、
故
志
に
基
づ
い
て

d
犯
行
為
を
常
助
・
救
唆
し
た
場
合
、
共
犯
者
の
過
剰
行
為
の
機
会
を
創
山
し
た
場
台
、
自
殺
・
白
傷
行
為
・

ItiJと57(4・I併の1640



白
「
ケ
厄
殆
化
戸
山
為
を
創
出
し
た
場
合
に
も
、
件
費
的
打
為
の
介
社
に
基
づ
い
て
、
先
打
桁
為
に
基
づ
く
阻
止
義
務
も
事
後
的
な
扶
助
義
務
も

ア
内
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
理
解
に
従
え
ば
、
結
果
的
に
、
法
益
保
議
草
花
務
に
某
づ
く
後
行
今
小
作
為
犯
だ
け
が
成
す
し
え
、

そ
れ
以
外
の
義
務
に
某
づ
く

比
刊
行
不
作
為
犯
は
す
べ
て
そ
の
成
立
が
育
ハ
心
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

そ
れ
が
限
定
的
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
)υ

(
そ
の
結
果
、
単
独
不
作
為
犯
の
可
罰
範
囲
よ
り
も
、
後
行
不
作
為
犯
の

4 

わ
が
川
に
お
い
て
、
先
行
行
為
に
某
づ
く
義
務
を
認
め
る
山
内
田
聡
一
郎
も
、
先
の
シ
ユ
ト
レ
!
の
見
解
を
部
批
判
し
つ
つ
も
、

結
論
に
お
い
て
、
他
人
に
よ
る
被
究
者
へ
の
犯
罪
行
為
が
終
了
し
た
後
の
、
中
初
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
事
後
的
な
救
助
義
務
(
後
行
不
作

為
犯
)

を
'
h
u
{
疋
し
て
い
る
c

そ
し
て
、

そ
の
見
解
を
則
ら
か
に
す
る
に
際
し
て
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
の
で
、
創
刊
に
こ
の
鳥
田
の
見
解
を

見
る
こ
と
に
す
る
(
島
田
は
、
先
行
行
為
に
過
小
へ
の
必
要
性
を
も
百
ん
ん
す
る
け
見
地
か
ら
、

行
為
」
と
し
て
い
る
が
、
以
卜
で
は
、
使
宜
上
、
そ
の
よ
う
な
意
味
も
含
め
て
「
先
行
行
為
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
)
。

般
に
い
う
「
先
行
打
為
」
を
特
に
「
危
険
創
山

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

そ
の
見
解
を
、
γ

工
張
す
る
に
ム
土
る
過
梓
を
確
認
し
て
お
く
。
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
を
認
め
る
い
比
解

そ
れ
に
台
ど
的
な
見
解
か
ら
、
「
教
唆
、
朝
肋
が
ほ
と
ん
ど
の
場
台
、
不
作
為

H
犯
に
軟
化
し
て
し
ま
い
、
従
来
の

H
犯

共
犯
論
が
魁
…
古
百
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
す
る
批
判
が
あ
る
c

す
な
わ
ち
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
を
認
め
る
と
、
例
え
ば
、

島
田
の
見
解
を
見
る
前
提
と
し
て
、

に
対
し
て
は
、

正
犯
者
Y
に
よ
る
被
合
者
Z
に
対
す
る
殺
百
行
為
を
、
拳
銃
を

Y
に
譲
波
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
助
し
た

X
は
、
そ
の
譲
湾
行
為
に
某
づ
い

て
、
瀕
死
の
状
態
に
あ
る
Z
の
救
助
義
務
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
う
な
る
と
結
局
、
同
副
市
助
者
が
不
作
為
の
止
犯
に

な
っ
て
し
ま
う
、
だ
か
ら
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
は
ヴ
定
さ
れ
る
べ
き
だ
、

と
い
う
批
判
で
あ
る
c

同
出
は
、
こ
の
よ
う
な
白
定
説
か
ら

の
批
判
に
反
論
す
る
か
た
ち
で
、
先
行
打
為
に
長
づ
く
義
務
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
事
後
的
な
救
助
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
ふ
T
張
す
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
よ
う
な
台
疋
説
に
対
し
て
反
論
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
そ
の
事
後
的
な
救
助
義
務
を
訂
{
疋
す
る
兄

北法57(4-10:>)1641
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解
と
し
て
、
シ
ュ
ト
レ

l
の
見
解
を
紹
介
す
る
の
先
に
見
た
よ
う
に
、
シ
ユ
ト
レ

l
は
、
の
他
人
に
ナ
イ
フ
を
貸
し
た
者
は
、
そ
の
他
人
が

ナ
イ
フ
を
川
い
て
第
三
者
を
刺
し
、
被
害
者
が
失
血
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
ド
イ

y
刑
法
二
今
条
に
廿
宍
つ
い
て
川
阻
止
す
る
義
務
は
な
い
、

剖
)

②
他
人
が
第
二
者
を
刺
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
介
入
し
て
止
め
る
義
務
も
な
い
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ユ
ト
レ
!
の
見
解
に
対
し
て
、

4 

H附

鳥
田
は
、
必
の
行
為
の
阻
止
義
務
に
闘
し
て
は
シ
ユ
ト
レ
ー
を
批
判
し
つ
つ
、
(
約
一
の
一
事
後
的
な
救
助
義
務
の
芹
{
疋
に
つ
い
て
は
支
持
す
る
(
そ

れ
ゆ
え
、
シ
ュ
ト
レ

l
の
見
解
を
台
定
説
へ
の
反
論
に
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
)υ

」
の
よ
う
に

島
田
は

結
論
に
お
い
て

(
当
初
の

一
方
で
行
為
の
幽
止
義
務
は
ゆ
円
{
疋
し
つ
つ

シ
ュ
ト
レ
ー
へ
の
批
判
)
、
他

h
で

先
行
行
為
に
基
づ
く
)
ポ
後
的
な
救
助
義
務
を
汗
{
疋
す
る

(
汗
{
疋
説
へ
の
反
論
)
。
こ
の
よ
う
な
即
併
を
-
小
す
山
川
の
見
解
を
許
し
く
見
る

:

J
、

J
J
d
N
U
 

否
定
説
へ
の
反
論
、
シ
コ
ト
レ
ー
へ
の
批
判
を
川
時
に
展
刷
し
て
い
る
箇
所
を
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
展
開

の
も
と
で
注
べ
ら
れ
た
も
の
が
、
以
下
の
↓
丁
張
で
あ
る
。

ー
ー
シ
コ
ト
レ
!
の
い
う
、
「
終
責
的
に
ふ
る
ま
う
他
人
が
直
接
引
き
起
こ
し
た
危
険
に
間
接
的
に
寄
与
し
た
に
す
ぎ
な
い
者
は
、
先
行

行
為
に
慕
つ
く
法
的
義
務
を
負
わ
な
い
c

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ポ
山
棋
に
対
す
る
す
べ
て
の
責
任
は
危
険
を
由
接
引
き
起
こ

i
 

rg 

し
た
苫
に
ふ
り
か
か
り
、
直
按
的
な
危
険
を
背
役
者
に
帰
属
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る
見
解
を
受
け
て
、
島
田
は
、

次
の
よ
う
な
、
r
エ
張
を
展
開
す
る
コ
ー
ー

し
か
し
、
ま
ず
、
「
拝
賀
川
川
」
の
概
念
を
こ
の
よ
う
に
肘
い
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。

確
か
に
、
危
険
創
山
わ
為
、
危
険
視
管
理
+
執
務
違
以
の
み
を
根
拠
に
保
障
人
的
地
作
を
認
め
る
時
に
は
、
不
作
為
占
が
義
務
を
負
、
っ
根
拠
は
ま
さ

に
当
該
岡
県
粁
過
を
刊
と
さ
せ
た
こ
と
だ
け
な
の
だ
か
ら

そ
の
因
呆
経
過
を
仮
に
当
初
か
ら
此
意
に
設
ー
注
し
て
い
れ
ば
負
っ
た
で

不
作
為
官
は

あ
ろ
う
非
責
を
越
え
た
罪
責
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
ο

そ
れ
故
、
こ
の
助
作
に
は
凶
果
経
過
に
対
す
る
法
的
評
価
が
必
要
と
な
る
。

そ
し
て
、
別
書

ItiJと57(4・110)1642 



fm一

に
お
い
て
詳
論
し
た
よ
う
に
、
肉
果
経
過
に
対
す
る
法
的
評
耐
を
川
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
遡
及
桂
一
す
、
白
ー
レ
位
吾
川
を
考
慮
す
る
?
」
と
が
巴
要
で
は
あ
る
ご

で
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
が
「
答
責
性
」
を
根
拠
に
し
て
保
障
人
的
地
杭
の
範
附
を
制
限
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
こ
と
は
理
解
り
能
で
あ
る

し
か
し
、
こ
う
し
た
見
解
は
、
遡
止
禁
川
、
自
己
世
門
責
性
の
概
念
を
、
本
来
肘
い
る
べ
き
範
囲
を
超
え
て
過
度
に
ぷ
く
肘
い
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
恩
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
遡
及
川
川
け
論
、
答
買
性
論
は
、
単
独
rl
犯
か
否
か
を
伏
す
る
基
準
で
あ
り
、
広
義
の
共
犯
の
成
否
を
判
断
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
問
也
と
す
る
必
要
は
な
か
っ
た

2
A犯
は
、
そ
も
そ
も
答
責
的
な
他
人
の
行
為
を
介
し
て
計
呆
を
い
志
起
す
る
存
在
な
の
で

あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
危
険
創
出
行
為
に
基
づ
く
不
刊
為
犯
の
成
行
を

tdえ
る
に
当
た
っ
て
も
、
故
意
右
買
な
行
為
が
介
也
し
て
い
る
こ
と
は
、

不
作
為
印
独
止
犯
を
汗
定
す
る
埋
市
川
と
は
な
っ
て
も
、
不
刊
為
に
よ
る
広
誌
の
日
八
犯
を
否
定
す
る
理
府
と
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
、
先
ほ
ど
の
シ
ユ

(何

ト
レ
ー
の
あ
げ
た
ド
イ
ツ
判
例
の
事
実
で
い
え
ば
、
答
昔
、
性
を
論
拠
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
門
為
者
を
殺
人
の
中
独
T
K
犯
と
す
べ
き
で
な
い
と

は
い
え
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
刺
突
行
為
の
ボ
阻
リ
を
根
拠
と

ν
た
不
刊
為
に
よ
る
傷
害
致
死
あ
る
い
は
殺
人
の
共
犯
ま
で
，
内
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

こ
れ
ら
の
見
解
も
、
作
為
者
に
放
同
町
が
な
い
場
人
門
、
例
え
ば
、

A
が
、
支
填
さ
れ
た
連
充
ち
ピ
ス
ト
ル
を
お
い
て
い
た
と
こ
ろ
、

B
が
そ
れ
を
装
填

き
れ
て
い
な
い
も
の
と
誤
信
し
て
、
冗
談
で
銃
を
第
一
一
者
に
刷
け
て
引
き
金
を
引
こ
う
ー
と
し
て
い
た
、

A
は
そ
れ
を
阻
け
す
る
こ
と
な
く
放
問
し
た
、

「川一

r

釘
J

一

と
い
う
事
業
に
お
い
て
は
、

A
を
殺
人
の
同
長
止
犯
、
と
し
て
い
る
こ
の
事
業
で
は
、
八
が
事
象
を
一
支
配
」
し
て
い
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
支
配
」
が
正
犯
仕
を
某
縫
づ
け
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
え
配
」
を
欠
く
場
合
に
共
犯
を
認
め

て
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
作
為
犯
の
ぬ
作
に
は
、
「
ム
又
配
」
を
欠
く
ぬ
ん
門
に
も
共
犯
と
は
な
り
得
た
の
で
あ
る
υ

不
作
為
犯
の
場
合
に
異
な
っ

た
解
釈
を
す
る
珂
由
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

以
ー
の
よ
う
に
主
え
る
と
、
自
律
的
決
定
に
基
づ
く
7
1
犯
行
為
を
介
し
た
山
姥
的
な
危
険
創
山
行
為
が
行
わ
れ
た
場
人
門
に
は
、
行
為
者
は
ホ
犯
行

為
終
了
後
円
、
そ
の
違
反
が
単
独
正
犯
を
本
位
づ
け
る
よ
う
な
扶
助
義
務
ま
で
は
負
わ
な
い
が
、
そ
れ
が
総
了
す
る
以
前
の
犯
坪
阻
川
義
務
は
負
う

北法57(4-111)1643
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、(ω

∞J

と
閉
山
す
べ
き
で
あ
る
〔
傍
点
は
引
用
許
可
}
後
述
す
る
よ
う
に
、
特
ハ
犯
処
笥
も
法
益
保
ょ
の
一
環
で
あ
る
以
上
、
不
作
為
に
よ
る
共
犯
を
基
礎
づ
け

4 

H附

る
保
障
人
的
地
位
の
品
古
川
根
拠
も
、
最
終
的
に
は
法
ぷ
侵
害
、
そ
の
危
険
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
に
還
元
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
切
り
離

間
¥

さ
れ
た
独
自
の
「
犯
正
阻
川
義
務
」
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
法

f

血
保
廷
の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
災
務
が
、
止
犯
の
犯
行
終

一以」

了
以

P

剛
に
そ
れ
を
阻
け
す
る
凸
に
ま
で
し
か
疋
ば
な
い
た
め
、
現
象
的
に
は
、
「
犯
罪
阻
止
義
務
一
と
し
て
現
れ
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
先
ほ
ど
述
べ
た
④
の
批
判
[
先
行
行
為
に
決
づ
く
義
務
を
認
め
る
と
、
教
唆
・
市
助
が
証
一
回
昧
に
な
る
と
の
批
判

加
者
註
〕
も
同
遊
で
き
る
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

t
fん
方
か
ら
は
、
教
唆
行
為
、
常
助
行
為
等
の
共
犯
行
為
が
な
さ
れ
、
れ
為
者
が
そ
の
後
刊
為
川
能

で
あ
っ
た
場
合
に
も
、
不
刊
為
単
独
止
犯
は
成
す
し
な
い
の
で
、
止
犯
と
共
犯
の
区
別
が
骨
抜
き
に
な
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

以
卜
の
こ
と
は
、
危
険
源
管
珂
ゑ
務
違
以
が
問
題
と
な
る
場
行
に
も
慕
本
的
に
宏
当
す
る
。
救
助
義
務
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
す
で
に

一則一

危
険
創
出
行
為
に
転
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ご

こ
れ
に
刈
し
、
問
込
し
た
法
益
に
刻
す
る
引
き
受
け
が
認
め
ら
れ
る
場
行
に
は
、
保
障
人
は
、
結
呆
へ
と
川
か
う
声
銭
的
な
阿
呆
粁
過
を
ぷ
定
し

た
が
放
に
義
務
を
負
う
の
で
は
な
く
、
被
害
者
と
の
関
係
で
紋
肋
が
類
型
的
に
期
付
さ
れ
る
地
位
に
お
か
れ
て
い
る
が
故
仁
義
務
を
負
う
υ

そ
う
で

あ
る
以
1
、
被
害
者
に
生
じ
て
い
る
危
険
状
態
が
ど
の
よ
う
な
凶
県
経
過
に
よ
っ
て
牛
じ
さ
せ
り
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
こ
と
は
不
作
為
占

の
持
費
に
祉
関
係
で
あ
る
そ
れ
故
、
不
刊
為
者
は
、
作
為
汁
犯
朽
の
行
為
終

f
後
に
も
、
被
害
者
を
救
助
可
能
で
あ
る
限
り
、
被
官
官
を
直
接
保

議
す
る
義
務
を
負
い
、
そ
の
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
小
作
為
単
独
犯
と
な
る
。
前
述
し
た
ド

f
y
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
流
務
一
分
説
に
は
、

一
山
-

以
卜
の
限
度
に
お
い
て
T
Y
当
在
羊
張
が
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
王
張
に
よ
っ
て
、
川
川
川
は
、
一
ヨ
答
古
(
性
の
原
理
に
基
づ
い
て
も
共
犯
と
し
て
の
責
仔
ま
で
は
再
定
き
れ
な
い
か
ら
、
第
一
今

者
の
犯
詐
行
為
を
閉
止
す
る
義
務
は
あ
る
、
⑬
し
か
し
、
単
独
正
犯
と
し
て
の
責
併
は
台
定
さ
れ
る
か
ら
、
第
一
者
の
行
為
終
了
後
の
、
被

ItiJと57(4・112)1644 
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常
者
に
対
す
る
救
助
義
務
ま
で
は
負
わ
な
い
、
じ
こ
の
こ
と
は
、
危
険
創
出
行
為
(
先
桁
行
為
)
に
恭
づ
く
義
務
だ
け
で
な
く
、
危
険
源
管

用
義
務
が
問
題
と
な
る
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
か
ら
、
危
険
源
管
理
義
務
・
危
険
創
出
行
為
に
某
づ
く
義
務
類
型
で
は
、
第
一
今
者
の
行

為
の
阻
止
義
務
ま
で
し
か
負
わ
な
い
の
に
対
し
て
、
い
か
な
る
因
県
経
過
に
よ
っ
て
危
険
が
被
害
者
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
か
を
一
切
問
わ

な
い
法
益
保
護
義
務
類
型
で
は
、
作
為
行
為
終
f
J
後
も
救
助
義
務
を
負
う
と
い
う
差
異
が
あ
る
こ
と
に
な
る
、
と
す
る
。

つ
ま
り
、
島
出

の
理
解
に
よ
れ
ば
、
先
行
行
為
に
某
づ
く
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

た
と
え
答
古
(
的
な
行
為
が
介
在
し
て
も
共
犯
と
し
て
の
責
任
は
姥

し
か
し
単
独
d
犯
と
し
て
の
義
務
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
雫
後
的
な
欽
勘
義
務
は
な
い

反
論
)
、
他
方
、
法
益
保
出
品
義
務
に
つ
い
て
は
事
彼
的
な
政
助
戎
務
も
あ
る
と
解
す
る
の
で
、
結
局
、
島
田
の
結
論
は
義
務
一
分
説
の
判
断

る

(
シ
コ
ト
レ
ー
へ
の
批
判
)
、

(-U
定
説
へ
の

枠
組
み
と
重
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
特
に
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
鳥
田
が
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
を
認
め
た
と
し
て

も
教
峻
・
梨
助
を
無
意
味
に
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
仙
台
京
的
行
為
の
介
在
に
よ
り
単
独
正
犯
と
な
る
よ
う

(%~ 

な
義
務
は
'
h
u
{
疋
さ
れ
る
か
ら
事
後
的
な
救
助
走
務
が
ア
円
安
c
れ
る
、
と
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
コ

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

2

検
討
と
展
開

以
卜
の
よ
う
な
理
解
に
従
え
ば
、
当
初
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
は
再
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(
結
果
的

1 

に
、
法
益
保
設
義
務
に
基
づ
く
後
行
不
作
為
犯
だ
け
が
成
育
し
う
る
こ
と
に
な
る
)
。
そ
こ
で
、
仲
介
賓
的
行
為
が
介
在
し
た
場
合
に
当
初
の

先
行
行
為
に
慕
つ
く
後
行
小
作
為
犯
の
成
?
げ
が
台
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
ド
イ
ツ
の
有
力
説
、
な
い
し
尚
出
の
見
解
が
、
果
た
し
て
合
理
的

に
そ
の
不
成
立
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
仁

そ
う
し
た
凡
鮮
が
、
答
古
(
的
行
為
が
介
存
し
た
場
合
に
当
初
の
先
行
行
為
に
某
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
ー
苦
乞
合
定
す
る
実
質
は
、
各
論

者
が
そ
う
し
た
義
務
を
百
定
す
る
際
に
述
べ
る
、
次
の
よ
う
な
理
山
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
第
に
、

オ
ッ
ト
1

北法57(4-11:;)1645



日見

が
い
う
と
こ
ろ
の
、
自
己
答
責
的
な
打
為
は
他
人
の
責
任
に
対
し
て
限
界
を
設
定
す
る
と
し
て
、

X
が、

を
知
り
な
が
ら

Y
に
ナ
イ
フ
を
干
波

L
、
そ
の
後

Y
が
Z
を
刺
突
し
た
後
、

X 
が
Z 
を
救
助
L 
な
か

た
場 Y
合の
lこ Z
t3 Iこ
い対
て巴す

る
X 殺
に害
先の
17企
帯図

4 

H附

助
行
為
に
基
ワ
く
事
的
悦
的
な
救
助
義
務
を
課
し
た
な
ら
ば
、
共
犯
が

d
犯
を
基
礎
づ
け
る
要
点
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

と
す
る
点
、
第
一
に
、
ノ
イ
マ
ン
が
い
う
と
こ
ろ
の
、
先
行
#
助
行
為
が
保
障
人
義
務
を
基
促
づ
け
る
先
行
行
為
足
り
る
と
し
た
な
ら
ば
、

小
作
為
犯
論
は
、
ド
イ

y
刑
法
一
五
条
以
卜
で
国
ー
た
さ
れ
て
い
る
、
複
数
関
向
J

者
聞
の
刑
事
的
責
任
を
分
配
す
る
原
理
を
夜
す
こ
と
に
な
っ

川
凶
~

て
し
ま
う
と
す
る
点
、
第
二
に
、
島
田
が
い
う
と
こ
ろ
の
、
危
険
創
出
行
為
、
危
険
源
管
即
義
務
違
反
の
み
を
恨
拠
に
保
障
人
的
地
位
を

認
め
る
と
き
に
は
、

小
作
為
者
が
義
務
を
負
う
根
拠
は
ま
さ
に
中
該
阿
呆
経
過
を
牛
じ
さ
せ
た
こ
と
だ
け
な
の
だ
か
ら
、
不
作
為
者
は
、
そ

一

ω一

の
因
果
経
過
を
仮
に
当
初
か
ら
故
意
に
設
定
し
て
い
れ
ば
負
っ
た
で
あ
ろ
う
罪
責
を
越
え
た
罪
責
を
負
、
つ
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
占
'
(
具

体
例
で
い
、
λ
ば、

X
が
過
失
に
よ
っ
て

Y
に
ナ
イ
フ
を
渡
し
、

Y
が
そ
の
ナ
イ
フ
を
利
川
し
て

Z
に
殺
害
行
為
を
し
た
と
き
、
そ
の
ナ
イ
フ

を
故
主
に
渡
し
た
な
ら
ば

X
は
殺
人
計
肋
に
し
か
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
不
作
為
犯
と
し
て
考
え
る
と
き
に
も
、

X
に
殺
人
骨
助
を
越
え
る

罪
責
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
て
に
、
そ
の
実
質
が
い
比
て
取
れ
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
見
解
を
見
る
と
、
表
而
卜
は
碓
か
に
、
ま
さ
に
介
在
し
た
答
責
的
行
為
け
体
が
、
当
初
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
後
行

不
作
為
犯
の
成
止
を
ア
内
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
(
直
按
性
か
ら
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
帰
粘
で
あ
る
)
c

し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
そ

の
実
質
は
、
符
責
原
川
県
に
よ
っ
て
当
初
の
先
行
行
為
の
共
犯
性
(
二
次
的
責
任
性
)
を
導
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
結
論
を

m
E昧
に
さ
せ
る

よ
う
な
義
務
を
、
そ
の
先
行
行
為
に
基
づ
い
て
認
め
る
こ
と
は
再
定
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
理
解
と
捉
え
る
こ
と
も
司
能
で
あ
る
。
先
行

行
為
が
故
意
に
よ
る
場
台
に
、
そ
の
先
行
行
為
向
休
に
有
助
成
子
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
の
有
助
行
為
を
先
行
行
為
と
し
て
ポ
後
酌
な
救

肋
義
務
を
導
く
の
は
下
川
口
定
き
れ
る
べ
き
と
す
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
趣
旨
の
尻
れ
で
あ
る
〈

い
い
か
え
れ
ば
そ
れ
は
、
先
行
釘
為
者
の
背
後

者
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、

J

川
犯
性
を
慕
礎
づ
け
る
よ
う
な
事
後
的
な
救
助
義
務
は
ア
内
定
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
理
解
で
も
あ
る
。
要
す

ItiJと57(4・114)1646 



る
に
、
持
責
的
仁
川
為
そ
れ
白
体
が
当
初
の
先
行
釘
為
に
基
づ
く
義
務
を
再
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
答
古
(
原
理
に
よ
っ
て
導
か
れ
た

結
論
を
無
意
味
に
さ
せ
な
い
た
め
に
、

そ
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
が
台
『
注
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
た
粘
来
、

そ
こ
で
の
後
行
不
作
為
犯
の

成
す
が
1

山
口
火
き
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
、
つ
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
の
後
行
不
作
為
犯
の
汗
{
疋
は
、
谷
ふ
貝
原
理
に
と
っ
て
は
、

一
則
三

W
J

で
あ
る
。

、‘コ
N
J
J
d

ヲ
ピ
っ

し
ォ
l
r
o

原
理
に
茶
づ
く
結
論
を
維
持
す
る
た
め
の

「
外
在
的
制
約

そ
こ
で
、
科
責
的
行
為
が
介
在
し
た
場
ム
門
に
、
巾
I
初
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
煮
を
百
定
す
る
見
解
の
合
理
件
を
問
、
つ

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
芥
五
貝
原
即
に
と
っ
て
の
外
在
的
制
約
が
、
果
た
し
て
合
理
的
に
基
縫
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
問
、
っ
必
安
が
あ

る

し
か

精し
汁什

責 咳
的摂
行 γ

5F i 

人 λ

主11'宅
す
山先

ば低? ?在Z 
当 132記JiJ 一
初 士訴i 
σ〕 咋t
一 -マ明7灯1

;担主 乏み与
f行丁 m z五
伝的
5会き制
f 約
」よL を
手当苅己 ノ、
三計ζ叶ケ U 

主需
」μL に
f伝チ 」基主
c 片一れご免寺

2d 
Lミ、し、
2 る
プと

は立
lは土 '" .e、

ィ、わ
作tL
t. '~ 

共し:
ð~ ， 

三会、

M問

お
L 、
て
も

2 
) 

先
釘
行
為
に
基
づ
く
犯
罪
打
為
阻
止
義
務
が
生
じ
る
則
能
性
が
す
べ
て
再
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
怠
味
す
る
υ

例
え
ば
、

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

X
は
、
正
犯
者

Y

が
密
輸
の
た
め
に
使
用
す
る
と
は
知
ら
ず
に
、
船
を

γ
に
貸
与
し
た
と
こ
ろ
、
後
に
そ
の
情
を
知
る
に
及
ん
だ
が
何
ら
阻
叶
に
及
は
な
か
っ

た
、
と
い
う
事
例
に
お
い
て
は
、
谷
青
(
的
な

Y
の
行
為
が
介
在
し
て
い
る
以
卜
、

X
に
不
作
為
共
犯
(
故
志
不
作
為
に
よ
る
密
輸
常
助
)

(
作
為
に
よ
る
過
失
共
犯
も
不
可
罰
な
の
で
、
結
局
、
犯
罪
は

が
成
立
す
る
吋
能
性
は
、
月
八
一
間
的
に
す
で
に
再
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る

成
烹
し
な
い
こ
と
に
な
る
可
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
、
過
失
共
犯
役
の
犯
罫
行
為
凶
作
義
務
も
す
べ
て
紅
白
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
符
責
的
行
為
が
介
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
背
後
の
先
行
行
為
自
体
の

(
単
独
)

止
犯
と
し
て
の
帰
責
が
合
定
さ
れ
た
だ
け
で

あ
っ
て
、
共
犯
と
し
て
帰
責
さ
れ
う
る
こ
と
ま
で
が
存
之
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
船
の
貸
与
J

を
故
意
に
よ
っ
て
果
た
し
た

場
ム
円
、
特
責
的
行
為
が
介
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
先
行
行
為
自
体
を
共
犯
と
し
て
吋
罰
的
と
す
る
こ
と
は
な
お
可
能
で
あ
る

f

そ
う
だ
と

す
る
と
、
そ
こ
で
そ
の
光
打
打
為
に
基
づ
く
犯
罪
行
為
幽

t
義
務
を
~
認
め
た
と
し
て
も
、
先
訂
行
為
者
の
背
後
者
性
が
下
川
口
定
き
れ
る
わ
け
で

は
な
い
の
だ
か
ら
、
必
ず
し
も
芥
責
的
行
為
の
介
十
れ
に
よ
っ
て
、

そ
の
先
行
行
為
に
慕
つ
く
(
少
な
く
と
も
共
犯
と
し
て
の
」
不
作
為
犯
ま

北法57(4-11;))1647



日見

で
が
再
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
は
い
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
件
責
的
行
為
が
介
す
忙
し
て
も
、
山
wi
初
の
先
仁
川
行
為
自
体
が
一
次
的
責
仔
と
な
る
に

す
き
ず
、
そ
の
こ
と
か
ら
由
ち
に

一
次
的
責
任
と
し
て
の
そ
の
先
行
行
為
に
某
づ
く
義
務
が
牛
じ
な
く
な
る
と
す
る
こ
と
ま
で
が
某
礎
づ

4 

H附

け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

そ
の
志
昧
で
、
同
様
の
観
点
か
ら
、
そ
の
有
力
説
を
批
判
し
、
結
論
に
お
い
て
先
行
行
為
に
基
づ
く
不
作

為
共
犯
の
可
能
性
は
肯
定
で
き
る
ー
と
し
た
島
田
の
理
解
は
ι

正
当
で
あ
る
c

島
田
は
、
「
此
意
有
責
な
行
為
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
不
作

rm」

為
単
独
正
犯
の
成
立
を
再
定
す
る
理
由
と
は
な
っ
て
も
、
不
作
為
に
よ
る
『
仏
義
の
共
犯
を
th
口
定
す
る
埋
南
と
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
」

と
し
て
、

ナ
イ
フ
を
貸
守
し
た
事
例
に
つ
い
て
も
、
「
谷
責
性
を
論
拠
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

小
作
為
者
を
殺
人
の
単
独
d
犯
と
す
べ
き

そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
刺
突
行
為
の
不
阻
H
を
松
拠
と
し
た
不
作
為
に
よ
る
傷
害
致
死
あ
る
い
は
殺
人
の
共
犯

一
山
川

」

ま
で
T
h

け
ど
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
一
と
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
有
心
説
が
、

で
な
い
と
は
い
え
て
も
、

い
わ
ば
、
答
責
的
行
為
が
介
在
す
る
と
当

初
の
先
行
行
為
は
義
務
を
一
切
生
じ
さ
せ
な
い
も
の
に
な
る
と
理
解
す
る
の
に
対
し
て
、
山
出
は
、

た
と
え
答
古
(
的
行
為
が
介
存
し
た
と
し

て
も
、

そ
の
こ
と
か
ら
、
当
初
の
先
行
行
為
か
ら
義
務
が
一
切
生
じ
な
く
な
る
と
ま
で
は
い
え
ず
、
そ
の
先
行
行
為
に
某
ョ
つ
い
て
共
犯
と
し

て
の
不
作
為
犯
が
成
立
す
る
可
能
性
ま
で
が
再
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

J

こ
の
よ
う
に
批
判
す
る
こ
と
で
、

烏
回
は
、
過
失
共
犯
と
し
て
の
先
行
行
為
に
基
づ
き
犯
罪
行
為
川
阻
止
義
務
が
一
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
肯
定
し
、
尽
に
、
船
の
貸
与
に
悶
す
る
福

一郎一

同
月
裁
昭
和
二
五
年
判
決
に
つ
い
て
、
同
事
案
で
も
犯
罪
阻
止
義
務
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
た
と
し
て
い
る
c

3 

し
か
し
、
山
川
が
、
谷
責
的
行
為
が
介
在
し
て
も
な
お
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
先
行
行
為
た
り
う
る
と
し
た
と
き
、
果
た
し
て
そ

れ
に
基
づ
く
小
作
為
犯
を
、
共
犯
と
し
て
の
不
作
為
犯
に
限
定
す
る
こ
と
が
台
則
的
に
慕
舵
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
つ
こ
こ
で
は
ま

さ
に
答
青
r

原
用
に
刻
す
る
「
外
在
的
制
約
一
が
合
理
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
c

」
の
点
、
島
出
は
、
「
此
立
ム
引
責
な
行
為
が
介
在
し
て

る
こ
と
は
、
不
作
為
単
独
正
犯
の
成
ー
芸
佐
官
円
{
疋
す
る
理
由
と
は
な
っ
て
も
、

作
為
に
よ
る
広
義
の
共
犯
を
百
定
す
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
か
h

り
す
れ
ば
、
「
白
作
的
決
定
に
某
づ
く
正
犯
行
為
を
介
し
た

ItiJと57(4・116)1648 
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間
援
的
な
危
険
創
山
行
為
が
「
れ
わ
れ
た
場
ム
門
に
は
、
打
為
苫
は
、
正
犯
行
為
終

f
後
の
、
そ
の
違
反
が
単
独
正
犯
を
基
礎
づ
け
る
よ
う
な
救

rwm~ 

そ
れ
が
終
了
す
る
以
前
の
犯
罪
川
阻
止
義
務
は
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
つ
す
な
わ
ち
、
そ

助
義
務
ま
で
は
負
わ
な
い
が
、

こ
で
は
、
①
自
律
的
決
定
に
朱
づ
く
正
犯
行
為
が
介
在
す
る
以
上
、
単
独
d
犯
は
'
h
u
(
疋
さ
れ
る
、
②
そ
れ
ゆ
え
、

d
犯
行
為
終
了
後
の
単
独

正
犯
を
茶
礎
つ
け
る
事
後
的
な
救
助
義
務
は
斉
{
記
さ
れ
る
、
と
い
う
一
段
附
の
、
土
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

f

山一

こ
の
と
き
、
確
か
に
、
山
一
の
五
張
は
適
切
で
あ
る
の
共
犯
は
自
律
的
決
定
が
介
存
す
る
場
合
に
例
外
的
に
観
念
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
こ
と
、

逆
に
、
そ
の
よ
う
な
介
在
者
が
い
な
い
均
台
は
単
独
d
犯
と
な
る
こ
と
は
、
本
稿
の
考
察
の
川
提
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
①
の
正
ψ
l
院
が
、

②
で
い
う
、
正
犯
行
為
終
了
後
の
救
助
義
務
の
ぢ
定
を
直
ち
に
基
礎
づ
け
は
し
な
い
っ
な
ぜ
な
ら
、
①
で
は
、
飲
意
作
為
犯
の
介
在
に
よ
っ

て
、
故
立
作
為
犯
の
背
後
に
欣
情
す
る
不
作
為
犯
の
単
独
正
犯
牲
は
ヴ
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
し
か
恭
健
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
た
と

え
そ
の
こ
と
か
ら
、
背
後
の
先
行
行
為
白
体
が
共
犯
(
一
一
次
的
責
任
)
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
一
一
次
的
責
任
と
し
て
の
先
行
行
為
に
基

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

づ
く
故
立
作
為
犯
の
背
後
の
不
作
為
犯
は
共
犯
と
な
る
こ
と
、
は
い
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
介
十
壮
行
為
は
、
②
で
問
題
と
な
る
、
故
草
作
為

行
為
終
了
後
の
事
後
的
な
救
助
戎
務
が
問
題
と
き
れ
て
い
る
後
行
今
小
作
為
犯
の
単
独
正
犯
性
な
い
し
そ
の
成
!
止
付
能
性
に
山
村
州
b
を
与
え
な
い

(
背
後
の
不
作
為
犯
の
)
単
独
正
犯
と
し
て
の
義
務
、
と
い
う
こ
と
と
、
⑧
正
犯
行
為
終
了
内
恨

の
単
独
正
犯
領
域
と
し
て
の
義
務
、
と
は
別
制
の
存
在
だ
か
ら
、
背
後
の
不
作
為
犯
の
単
独
正
犯
件
が
再
定
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
単
独

は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
c

い
い
か
え
れ
ば

と正
i主犯
動領
~ J，止
なに
いあ
三る

烏事
国後

的のみ
h 

w;片
方 イ孟
fJ 行

;ミ存

E2 
w の
の品
関寸?
係す
の/1<
門 U

イJじ cど

同 tp
がど
窺苧

Q 

子IIIと
らLい

っ
と

は
な
レJ

な
し、

は
一「
で
あ
る

(
③
の
ん
ロ
ー
一
疋
は
、
⑬
の
百
{
疋

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
以
卜
の
よ
う
な
瑚
由
づ
け
だ
け
で
は
、
当
初
の
先
行
行
為
に
茶
づ
く
不
作
為
犯
が
、
共
犯
と
し
て
の
不
作
為

犯
に
限
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
が
百
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
由
ち
に
某
礎
づ
け
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る

u

上
述
し
た
理
山
に
基
づ
い
て
品
川
は
、

ド
イ
ツ
の
有
力
説
と
は
異
な
り
、
谷
五
的
な
政
意
作
為
犯
の
介
在
に
よ
っ
て
も
、
中
初

4 
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の
先
行
行
為
に
恭
づ
い
て
共
犯
と
し
て
の
不
作
為
犯
が
成
立
す
る
こ
と
は
認
め
る
け
れ
と
も
、
事
後
的
に
危
険
を
回
避
し
な
か
っ
た
後
行
不

作
為
犯
の
成
止
は
百
{
疋
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
草
昧
で
、
「
共
犯
処
罰
も
法
益
保
護
の
環
で
あ
る
以
卜
、
不
作
為
に
よ
る
共
犯
を
慕

4 

H附

縫
づ
け
る
保
障
人
的
地
位
の
発
止
恨
拠
も
、
最
終
的
に
は
法
〆
ハ
M

侵
市
東
日
、
そ
の
危
険
の
発
牛
を
防
止
す
る
こ
と
に
送
元
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

」
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
独
白
の

〔
危
険
創
出
行
為
に
基
づ
く
義
務
で
は

a
犯
罪
阻
止
義
務
』
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は

引
用
者
註
〕
法
益
保
護
の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
義
務
が
、

現
象
的
に
は
、

H
犯
の
犯
行
終
了
以
リ
川
に
そ
れ
を
阻
止
す
る
占
、
に
ま
で
し
か
及
ば
な
い
た
め
、

(凶一

と
し
て
尻
れ
る
の
だ
と
い
え
〔
る
ご
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
改
め
て
実
際
的
に
見
た
均
台
、
先
行

『犯
罪
阻
止
義
務
」

作
為
行
為
が
終
了
す
る
前
ま
で
は
、
中
初
の
先
行
ノ
行
為
に
基
つ
く
義
務
を
認
め
て
お
き
な
が
ら
、
な
ぜ
そ
れ
に
慕
つ
く
事
後
的
な
救
助
義
務

は
f
h

口
定
す
る
の
で
あ
ろ
、
っ
か
。

こ
の
点
、
島
出
は
、
「
危
険
創
出
行
為
に
基
づ
く
義
務
は
、
多
く
の
場
ム
円
、
危
険
源
管
理
義
務
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
危
険
性
が
よ
り
高

ま
り
、
現
実
化
し
た
状
態
で
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
後
半
有
〔
危
険
源
管
理
|
引
用
者
註
〕
か
ら
保
障
人
的
地
位
が
発

生
す
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
前
者
〔
危
険
創
山
刊
行
為
引
川
者
註
〕
か
ら
は
そ
れ
が
充
生
し
な
い
と
い
う
の
で
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
と
思

わ
れ
る
一
と
指
摘
し
た
上
で
、
先
行
管
理
慨
怠
に
基
づ
く
義
務
が
あ
る
こ
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
、
次
の
よ
う
な
事
例
に
挙
げ
て
説

明
す
る
。
「
例
え
ば
、
犬
の
飼
い
土

{
X
〕
が
、
引
き
制
を
つ
け
ず
に
丈
を
散
歩
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ょ
が
通
行
人

[
Z
〕
に
ま
さ
に
飛
び

は
火
を
口
筒
で
呼
び
戻
す
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
通
行
人
〔
Z
〕
が
降
我
を
し
て
も
か
ま
わ

か
か
ろ
う
と
し
た
、
飼
い
主
〔
X
〕

な
い
と
川
い
い
、
呼
び
戻
さ
ず
、
そ
の
引
山
県
通
行
人

z〕
が
傷
害
を
負
つ
一
た
と
い
う
場
合
に
は
、
飼
い
主

X 

に
不
作
為
に
よ
る
傷
害
罪

が
成
立
す
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
だ
ろ
う

f

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
も
し
た
が
円
筒
で
一
反
る
訓
練
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
場
台
に
も
、
飼
い
、
土

〔X
〕
に
は
、
被
害
者
に
飛
び
つ
い
て
お
り
、
ま
さ
に
か
み
つ
こ
う
と
し
て
い
る
犬
を
被
害
者
か
ら
引
き
は
が
す
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
を
な

れ
ば
不
作
為
に
よ
る
傷
害
罪
が
成
立
す
る
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る

(
引
用
文
中
、

〕
内
は
引
川
者
が
付
し
た Z二、

ItiJと57(4・118)16日)



一
計
で
あ
る
)

C

つ
ま
り
、
品
川
の
川
崎
併
に
よ
れ
ば
、
持
に
、
飼
い
犬
が
い
笛
で
一
民
る
訓
練
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
後
苫
の
事
例
で
は
、
危
険

源
と
し
て
の
よ
に
よ
る
、

Z
に
対
す
る
身
体
傷
需
に
つ
い
て
、

X
の
危
険
源
包
川
内
憾
な
白
休
の
過
失
傷
害
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
行
管
理
僻

な
に
基
づ
く
小
作
為
に
よ
る
傷
害
罫
の
成
山
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
、
先
行
管
刑
判

Mmな
に
基
づ
く
義
務
を
認
め
る

の
だ
と
す
れ
ば
、
後
者
の
一
事
例
を
変
え
て
、
え
が

Z
の
喉
に
噛
み
つ
い
た
後
、

X
は
生
命
の
危
険
を
認
識
し
な
が
ら
も
Z
を
そ
の
ま
ま
放
同

L
、
結
果
的
に
Z
が
死
亡
し
た
場
ム
門
(
以
卜
、
「
事
例
一
ぽ
」
と
す
る
)
に
は
、

X
に
、
先
行
骨
川
崎
悌
怠
に
基
づ
く
不
作
為
に
よ
る
殺
人
罪
が

成
育
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
つ

そ
れ
で
は
、
さ
ら
に
宅
例
を
生
え
て
、

X
が
い
つ
も
の
よ
う
に
引
き
制
を
つ
け
ず
に

円
筒
で
一反
る
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
)
犬
の
散
歩

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
他
人
Y
が
、
仇
敵
Z
を
見
つ
け
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
飼
い
で
の
そ
ば
を
離
れ
て
い
る

X
の
犬
を
利
用
し
た
殺
常
を
企

て
、
え
に
対
L
Z
へ
の
攻
撃
を
け
し
か
け
た
、
犬
は

Z
に
背
中
か
ら
襲
い
掛
か
り
、
手
や
足
、
顔
な
ど
数
箇
所
に
噛
み
つ
い
た
上
で
、
H
M
絞

に
Y
の
期
待
通
り
に
喉
に
哨
み
つ
い
た
、
そ
の
後
、
火
を
け
し
か
け
続
け
て
い
た

Y
は
逃
走
し
、
事
態
を
始
め
か
ら
兄
て
い
た

X
は、

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

生
命
の
危
険
を
認
識
し
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
、
引
相
米
的
に

Z
は
死
亡
し
た
、
と
い
う
場
合
(
以
下
、
「
事
例
一
⑦
J
L

と
す
る
)

ど
う
だ
ろ
う
か
c

山
内
凶
の
瓜
鮮
に
よ
れ
ば
、

た
と
え
皆
川
責
的
な

Y
の
行
為
が
介
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
先
行
管
理

mm怠
か
ら
、

Y
の
犯
罪

行
為
阻
止
義
務
ま
で
は
発
生
す
る
と
す
る
の
で
、
先
行
管
理
慨
怠
に
基
づ
く
不
作
為
に
よ
る
殺
人
招
助
は
成
止
す
る
c

た
だ
し
、
事
後
的
な

救
助
義
務
ま
で
は
認
め
な
い
の
で
、
不
作
為
に
よ
る
殺
人
正
犯
の
成
山
は
台
ー
疋
さ
れ
る
コ

X
が
引
き
制
を
つ
け
ず
に
散
広
巾
、
犬
が
Z
の
喉
に
噛
み
つ
い
た
均
台
、
事
例
市
)
一
で
は
、
先
行
活
用

慨
怠
に
某
づ
く
事
後
的
な
殺
助
義
務
を
認
め
る
こ
と
で
、
不
作
為
に
よ
る
殺
人
罪
を
認
め
て
い
る
の
に
、
事
例
②
で
は
、
先
行
管
理
悌
怠
に

事
例
市
)
③
の
結
論
を
比
較
す
る
と
、

基
づ
く
犯
罪
打
為
阻
止
義
務
を
認
め
な
が
ら
も
、
事
後
的
な
紋
肋
義
務
は
合
定

L
、
小
作
為
に
よ
る
殺
人
帯
肋
難
し
か
認
め
て
い
な
い

】
し

か
し
、
同
じ
く
牛
命
を
保
護
す
る
た
め
に
、

同
じ
く
先
行
管
理
怖
怠
に
基
づ
い
て
義
務
を
認
め
、
同
じ
く
Z
が
危
険
な
傷
吾
を
負
っ
て
い
る

Z 
の

-c 
は
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日見

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

Y
の
行
為
が
介
存
し
た
場
合
に
だ
け
、

そ
の
事
後
的
な
扶
助
義
務
が
白
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
c

な
ぜ
そ
の
義

ιど
力
ふ
ia

、

τ
4
l
 
Y
の
行
為
が
終
了
す
る
ま
で
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

、
、
、
二

L
r、

し
し
、
力
、
ス
オ
じ

一
度
は
先
行
行
為
に
基
づ
く
保
防
人
的
地
位
を
認
め

4 

H附

な て
ぜい
他な
人が
のら

E4 
的 h
な C
1T ~ 

T君
-引引し、メUJ 

ヘ物
人巴
的 2忠己
原凶
用に

ピさ
ト匂

z 主場揚
I揚7L江f 
Jλ三に

t l片宅
1;1そ危

危堅
厚生
空手
作王
子後
仁 lこ

24 
(/) ーム
lミ Ó~

そ j士

号盟
歪蒜
そ与 が
C 担

れ "
て j札
い日
:ー 7ト冗

お?
?のz lミ

う
か
c

先
行
行
為
に
某
づ
く
義
務
が
粘
米
発
生
を
凶
避
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
原
肉
が

(
弘
早
界
的
な
)

人
的
な
も
の

で
あ
ろ
う
と
自
然
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
結
果
を
削
避
す
べ
き
こ
と
に
交
わ
り
は
な
い
は
ず
で
あ
っ
て
、

前
ま
で
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
合
理
的
な
理
山
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
義
務
が
作
為
犯
の
行
為
終
了

他
J

刀
、
白
何
回
は
、
法
益
保
護
義
務
に
つ
い
て
、
「
法
益
に
対
す
る
引
き
去
け
が
認
め
ら
れ
る
場
台
に
は
、
保
障
人
は
、
結
果
へ
と
向
か
う

ム
同
按
的
な
同
米
経
過
を
設
定
し
た
が
故
に
義
務
を
負
う
の
で
は
な
く
、
被
害
者
と
の
関
係
で
救
助
が
類
型
的
に
期
待
さ
れ
る
地
伎
に
お
か
れ

て
い
る
が
故
に
義
務
を
負
う
コ
そ
う
で
あ
る
以
卜
、
被
岩
苫
に
生
じ
て
い
る
危
険
状
態
が
ど
の
よ
う
な
因
果
経
過
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
こ
と
は
不
作
為
者
の
罫
責
に
無
関
係
で
あ
る
」
と
す
る

J

法
ぷ
保
護
義
務
が
、

い
か
な
る
因
果
経
過
を
経
た

危
険
で
あ
っ
て
も
被
常
者
に
そ
の
危
険
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
以
上
、
凶
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
反

対
に
、
先
行
行
為
に
某
づ
く
義
務
の
場
合
は
、
そ
の
先
行
行
為
に
某
つ
く
危
険
が
被
合
者
に
対
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
臥
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
つ
し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
剣
い
卜
人
の
宅
例
①
②
は
、
共
に
飼
い
王
の
先
行
管
坦
慨
怠
に
由
来
す
る
危
険
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ま
さ
に
先
行
行
為
に
某
づ
く
義
務
が
認
め
ら
れ
る
因
果
経
過
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
丙
定
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
同
じ

く
結
果
を
回
避
す
る
た
め
に
恭
健
づ
け
ら
れ
た
義
務
が
、
物
的
原
肉
の
場
ム
門
に
は
最
終
的
な
結
果
の
不
発
生
が
碓
{
止
す
る
ま
で
義
務
づ
け
ら

れ
る
の
に
対
し
、
件
費
的
な
人
的
原
因
で
あ
れ
ば
、
事
後
的
な
救
助
義
務
が
再
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

】
こ
の
点
、
行
為
後
対
助
説
を

支
持
す
る
論
者
か
ゐ
り
す
れ
ば
、
事
例
⑨
に
お
い
て
、
不
作
為
に
よ
る
殺
人
常
助
が
成
立
す
る
と
の
結
論
は
受
入
れ
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。

ItiJと57(4・I引))1652 



し
か
し
、
行
為
後
相
助
説
は
、
事
後
的
な
救
助
義
務
も
認
め
な
が
ら
そ
の
不
作
為
を
村
助
に
な
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
品
川
の
け
見
解

の
よ
う
に
、
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
を
ア
内
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
な
ぜ

μ川
が
、
先
行
行
為
に
某
づ
く
義
務
を
認
め

て
お
き
な
が
ら
、
事
後
的
な
救
助
義
務
(
彼
行
不
作
為
犯
)
は
青
山
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
質
が
検
討
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
つ

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
鳥
田
の
洲
解
に
基
づ
い
て
も
、
究
川
責
的
行
為
が
介
十
有
し
た
場
合
に
、
中
初
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
彼
行
不
作
為
犯

の
成
立
を
白
定
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
枠
責
原
理
に
対
す
る
外
守
的
制
約
の
ム
門
川
崎
牲
は
、
未
だ
基
縫
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
〔

F 
d 

近
時
、
村
山
佳
奈
子
は
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
単
独
不
作
為
犯
(
そ
こ
で
は
、
自
己
の
先
行
行
為
と
白
己
の
不
救
助
が
存
十
社
す

る
)
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
、
土
張
を
展
開
し
て
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
を
批
判
し
て
い
る
。
「
確
か
に
、
こ
の
見
解
〔
先
行
行
為
に
慕

づ
く
義
務
を
認
め
る
見
解
引
用
者
証
〕

が
、
他
者
の
法
益
に
刻
す
る
危
険
を
有
責
に
創
出
し
た
者
に
そ
の
危
険
を
除
去
す
る
義
務
を
認
め

{
疋
の
説
得
力
を
布
す
る
と

E
わ
れ
る
が
、
そ
の
義
務
の
は
行
を
直
ち
に
故
意
犯
の
処
罰
に
よ
っ
て
担
保
す
べ
き
こ
と
に
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
コ
過
失
で
人
を
は
ね
た
者
は
、
被
吾
者
の
命
を
助
け
れ
ば
、
楽
務
上
過
失
致

『死
ー
界
の
責
任
を
負
わ
な
く
て
す
み
、
ま
た

る
点
は
、

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

道
路
y

父
通
法
上
の
救
護
義
務
違
以
の
罪
で
も
処
剖
さ
れ
な
く
て
す
む
の
で
あ
る
か
ら
、
法
益
の
保
設
は
、
す
で
に
業
務
卜
過
失
致
死
罫
や
救

議
義
務
違
反
の
罫
に
よ
っ
て
凶
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
c

こ
れ
ら
の
罪
の
範
凶
で
結
果
凶
避
義
務
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
と

(川」

そ
こ
か
ら
殺
人
罪
に
よ
る
処
罰
ま
で
が
根
拠
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
批
判
す
る
。
ま
た
、
別
の
箇
所
で
も
、
高

、
コ
了
、

し
，

v
t

山
は
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
を
認
め
れ
ば
、

7
併
に
け
が
を
さ
せ
る
認
識
し
か
な
い
般
の
傷
害
致
死
の
多
く
が
a

事
後
の
故
背
ど
に
よ
っ

て
殺
人
に
転
化
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
」
ー
と
い
う
批
判
を
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
両
山
は
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
先
行
行
為
に
過
失
犯
が

成
社
す
る
場
合
に
は
、
そ
こ
で
事
態
を
放
回
向
す
れ
ば
過
失
致
死
罫
が
成
i

げ
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
成
ー
苦
乞
回
避
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

と
い
う
意
味
で
の
以
射
的
な
義
務
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
義
務
が
先
行
行
為
の

一
化
マ
」
結
呆
の
発
牛
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

北法57(4 -121) 1653 



日見

処
剖
に
よ
っ
て
す
で
に
確
保
さ
れ
て
い
る
以
上
、
被
t
v
H

者
の
L
t
命
の
保
護
を
図
る
た
め
に
、

そ
の
上
さ
ら
に
別
例
の
義
務
を
設
定
し
て

4 

H附

き 真
せ 11
る)

必ィ、
安イT
は為
な犯
いを
て 成

止
と党
土 ~r
P長主
す，"ν、

子萎
むは

立な
ふい
づ l紗(

竺そ
の

てよ
l 予

て主
不

手古

の Ilc
L パ

向手 作
の色

さ jQ
I邑 7λ
R 己

は成
v. 

先さ
f丁せ
千丁 る
為ニ
カす と

占7: Iこ
立ょ
ð~ つ
ので
場 法
合益
lこ{早
も護
|寸を
様さ
にら
あに
て f日
は似

ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
殺
人
行
為
を
行
っ
た
者
は
、
殺
人
既
遂
罪
を
成
す
さ
せ
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

死
亡
結
果
を
凶
避

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
以
射
的
な
義
務
が
す
で
に
生
じ
て
い
る
の
で
、
先
行
殺
人
行
為
に
基
づ
く
事
後
的
な
救
助
義
務
の
違
反
を
別

伽
可
罰
的
と
す
る
必
要
は
な
い
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
き
ら
に
そ
の
見
解
の
実
質
は
、
先
行
行
為
と
結
果
と
の
聞
に
他
人
の
け
ん
H

責
的
行
為
が
介
在
し
た
場
合
に
も
(
つ
ま
り
、

先
行
行
為
を
し
た
人
物
と
法
/
耐
侵
中
け
を
由
接
惹
起
し
た
人
物
が
異
な
っ
て
も
)
、
川
じ
く
あ
て
は
ま
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
、

X
が、

Y
が
Z
を
殺
合
す
る
意
図
を
有
し
て
い
る
と
は
知
ら
ず
に

Y
に
ナ
イ
フ
を
渡

L
、

Y
が
そ
の
ナ
イ
フ
を
利
川
し
て

Z
に
刺
突
し
、

の
後
、

X
は
Z
の
止
命
の
危
険
を
認
識
し
な
が
ら
も
救
助
せ
ず
、
結
果
的
に

Z
は
死
亡
し
た
、
と
い
う
場
合
で
も
、
介
在
し
た
答
責
的
行
為

自
体
が
殺
人
の
先
行
作
為
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
以
上
、
そ
の
先
行
作
為
犯
白
身
に
お
い
て
、
殺
人
既
遂
を
成
立
さ
せ
た
く
な
け
れ
ば
死
亡

と
い
う
反
射
的
な
義
務
が
す
で
に
牛
じ
て
お
り
、
法
/
れ
川
保
護
の
た
め
に
そ
れ
と
は
別
個
、
当

結
果
の
発
牛
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

初
の
先
行
行
為
に
基
っ
く
後
行
不
作
為
犯
を
成
立
さ
せ
る
必
安
は
な
い
と
い
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
υ

被
害
苫
の
保
護
は
、
先
行
作

為
犯
の
処
罰
に
某
づ
く
反
射
的
草
花
務
に
よ
っ
て
す
で
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
卜
さ
ら
に
そ
の
退
反
に
小
真
正
不
作
為
犯
の
成
ー
止
を

基
礎
づ
け
る
よ
う
な
事
後
的
な
救
助
義
務
を
一
認
め
る
必
要
は
な
い
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
先
行
作
為
犯
が
処
罰
さ
れ
る
以
卜
は
、
そ
の
反
射
的
義

F

識
の
存
在
に
慕
づ
い
て
、
当
該
法
訴
の
保
護
の
た
め
に

別
個
、
後
行
不
作
為
犯
の
成
社
を
認
め
る
、
必
要
は
な
い
、
と
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
こ
と
は
さ
ら
に
、
法
益
保
護
義
務
に
基
づ
く
後
打

小
作
為
犯
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
は
ず
で
あ
る
υ

な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
、
他
人

Y
が
殺
人
の
故

E
に
基
づ
い
て

X
の
チ
Z
を
池
に
突
き
落 ィ、

ltiJと57(4・122)1654 
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と
し
た
後
、

父
親
X
は
溺
れ
て
い
る
わ
が
了

Z
を
発
見
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
結
果
的
に

Z
が
死
亡
し
た
、
と
い
う
事

例
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
、
先
行
作
為
犯
と
し
て
の
他
人

Y
が
殺
人
罪
と
し
て
処
制
さ
れ
る
以
卜
、
す
で
に

Y
に
、
殺
人
既
遂
を
成
立

き
せ
た
く
な
け
れ
ば
死
亡
結
果
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
以
射
的
な
義
務
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
当
該
法
訴
の
保
一
世
の
た
め
に

つ
ま
り
、
結
果
的
に
は
、
法
採
保
議
義
務
組
型
に

そ
れ
と
は
別
側
、
後
行
不
作
為
犯
を
成
す
言
」
せ
る
必
要
は
な
い
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

お
い
て
も
、
先
行
作
為
犯
が
処
罰
さ
れ
る
以
上
、
被
市
東
日
法
益
の
保
護
は
そ
の
処
罰
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
と
は
別
に
絞

行
不
作
為
犯
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
益
保
護
を
さ
ら
に
伊
保
す
る
必
要
は
な
い
、
と
同
じ
よ
う
に
即
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

本
節
で
倹
討
対
象
と
し
た
学
説
で
は
、
法
益
保
譲
義
務
類
型
以
外
の
義
務
に
基
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
を
再
定
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ

の
よ
う
な
理
解
で
は
、
法
益
保
設
義
務
煩
型
以
外
の
義
務
に
恭
づ
く
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
が
ヴ
{
疋
さ
れ
て
い
る
分
、
結
果
的
に
、
後
行
不

作
為
犯
の
可
罰
範
囲
は
、
単
独
不
作
為
犯
の
そ
れ
よ
り
も
限
定
的
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
仁
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
瑚
解
に
従
え
ば
、
先

行
作
為
行
為
終

f
後
の
後
行
不
作
為
犯
が
基
本
的
に
ア
内
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
類
型

(
危
険
源
管
理
牝
管
義

作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

務
類
型
)
だ
け
で
な
く
、
法
〆
ハ
M

保
護
義
務
類
型
に
対
し
て
も
同
じ
く
あ
て
は
ま
る
べ
き
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
義
務
組
型
の

区
別
に
閥
係
な
く
、
法
益
の
保
説
は
先
行
作
為
犯
の
処
罰
に
よ
っ
て
阿
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
と
は
別
に
事
内
問
的
な
救
助
義
務
を
認
め
る

必
安
は
な
く
、
そ
の

E
味
で
後
行
不
作
為
犯
の
成
止
は
基
本
的
に
下
川
口
注
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
コも

つ
一
と
も
、
こ
の
よ
う
に
片
山
説
の
支
質
を
蚊
/
約
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
理
解
は
、
先
行
作
為
犯
が
処
罰
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
基
本
的
に
後
行
不
作
為
犯
の
成
山
が
合
定
的
に
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
-
小
す
点
で
適
切
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
そ
の
ま
ま
で
は
未

だ
甘
柄
本
的
に
そ
れ
が
不
成
立
と
な
る
こ
と
を
合
開
的
に
基
従
づ
け
る
に
卜
分
で
な
い
よ
う
に
出
わ
れ
る
〈
と
い
う
の
も
、
ま
ず
、
な
ぜ
(
先

行
作
為
犯
の
処
前
に
某
づ
く
)
反
射
的
義
務
さ
え
あ
れ
ば
、
法
益
保
護
に
対
し
て
別
個
、
後
行
不
作
為
犯
を
成
立
さ
せ
る
必
要
が
な
い
の
か
、

北法57(4 -12:;) 1G55 



日見

あ
る
い
は
成
立
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
に
悶
す
る
実
質
的
な
机
拠
が
不
十
分
で
あ
る
r

し
か
も
、
反
射
的
義
務
の
存
在
だ
け
で
は
、

す
べ
て
の
先
行
作
為
犯
の
頒
型
に
対
し
て
川
様
の
こ
と
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
確
か
に
、
先
行
作
為
犯
が
終

f
し
た

4 

H附

と
き
に
、
未
だ
既
遂
結
果
が
発
止
し
て
い
な
い
致
死
罪
(
過
失
致
死
・
傷
害
致
死
・
殺
人
)

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
以
射
的
義
務
が
存
杭
し

う
る
の
で
、
そ
れ
に
茶
づ
く
後
行
不
作
為
犯
を
不
成
立
と
す
る
こ
と
は
叶
能
で
あ
る
c

し
か
し
、
股
火
罪
の
よ
う
に
、
す
で
に
既
遂
が
成
立

し
て
お
り
、
既
遂
成
立
後
の
拡
大
す
る
結
果
の
凶
作
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
(
も
ち
ろ
ん
先
行
作
為
犯
に
よ
る
犯
罫
は
終
了
し
て
い
な

一
山
)

い
ぬ
令
)
の
後
行
不
作
為
犯
に
つ
い
て
は
、
反
則
的
義
務
に
基
づ
い
て
そ
こ
で
の
後
行
不
作
為
犯
が
成
立
し
な
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
つ

そ
こ
で
、
先
行
作
為
犯
後
の
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
が
基
本
的
に
訂
{
疋
さ
れ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
し
て
も
、
先
行
作
為
犯
が
可
罰
的

と
さ
れ
る
場
合
に
、
な
ぜ
後
行
不
作
為
犯
の
成
立
が
基
本
的
に
汚
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
合
科
的
な

根
拠
が
な
お
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

こ
の
点
、
突
の
と
こ
ろ
、
義
務
二
分
説
や
先
行
行
為
説
、
尚
山
説
を
敷
訂
し
た
理
解
、
そ
し

て
私
見
も
、
符
責
的
な
先
行
作
為
犯
の
処
罰
を
重
視
し
、

そ
の
た
め
に
、
芯
起
者
で
な
い
不
作
為
者
に
不
真
正
不
作
為
犯
の
成
げ
を
認
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
罪
責
が
惹
起
者
と
並
ん
で
前
一
川
に
山
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
後
行
今
小
作
為
犯
の
成
!
止
を
限
定
的
に
解
す
る
と
い
う

点
で
は
、
甘
指
す
べ
き
私
論
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
c

結
局
、
そ
の
結
論
の
4
門
川
崎
的
な
恭
健
づ
け
如
何
は
、
後
行
不
作
為
犯
が

同
避
す
べ
き
危
険
は
先
行
作
為
犯
が
故
志
に
惹
起
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
不
作
為
者
に
不
真
正
不
作
為
犯
を
成
げ
さ
せ
て
責

任
を
問
、
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
限
定
的
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
原
点
と
し
て
の
「
限
定
住
へ
の
意
識
」
が
、
実
質
的
に
、
後
行
不
作
為

戸山一

犯
の
成
立
製
件
と
し
て
い
か
に
現
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
つ
次
節
に
お
い
て
、
先
行
作
為
犯
が
司

罰
的
と
な
る
場
ム
門
に
、
な
ぜ
後
行
不
作
為
犯
の
成
止
が
基
本
的
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、

そ
の
合
川
崎
的
な
根
拠
の
検
討

を
「
わ
う
こ
と
と
す
る

F

ItiJと57(4・124)16引1



作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

(
l
)
こ
の
珂
解
を
、
本
稿
・
第
一
章
の
一
例
で
示
す
本
仰
の
検
討
対
象
」
(
北
大
法
学
論
集
五
二
右
五
回
勺
一
頁
」
に
あ
て
は
め
れ
ば
、

[
b〕
領

域
(
不
作
為
問
日
)
は
、
〔

a
〕
領
域
(
不
作
為
共
犯
)
に
対
し
て
は
単
独
在
犯
と
し
て
理
解
さ
れ
る
ん
、
〔

c
〕
領
成
戸
単
独
不
作
為
犯
)

に
対
し
て
は
限
定
的
な
可
罰
範
阿
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
、

(
2
)
山
州
政
「
不
刊
為
に
よ
る
朝
肋
」
斉
藤
誠
一
先
生
古
稀
記
念

E

刑
事
法
学
の
現
実
と
展
開
-
(
二

0
0
一年

l

)

一
一
一
川
七
円
(
以
下
、
制
論

正
は
「
山
巾
・
不
作
為
計
助
一
と
引
用
す
る
)
、
安
問
。

(
3
)
A
r
d
-
〉コドドドロ同戸
FFP戸
D
E
Y
-〕
月
口
。
吉
田
ωEV
〔H
R

d
口
百
ユ

E
Eロ
音
色
FU--宮
内

H
G
U
G

印
日
∞
ω片
山
内

FOEVの¥印の一】円。〔皆川町¥出「円。。日目とねの切。
Et=nz

問。-]ヨ
Z
コ門
p士

子

日

昂

〉

己

主

凶

D
D
-

間
-
山
『
ん
巳
コ
坦

(4)
〈

E
T
2
r月
六
、
当
日
号
E
T
E
E吾
骨
ω
出
ご
と
目
。
z
z
k〆
=
ぬ
の
自
己
ロ
ミ
叶
2
「
い
〉
=
-
-
5
2
一日

d
N
C
口
わ
が
阿
に
お
い
て
機
能
的
一
分

以
を
支
持
す
る
見
解
と
し
て
、
山
中
敬

『刑
法
総
論
i
'
(
一
九
九
九
年
)
一
二
凶
頁
以

l
F以
「
、
川
苦
は
、
「
山
中
・
総
論
T
」
と
引
附

す
る
)
、
神
山
敏
雄
「
保
障
人
義
務
の
類
型
一
岡
山
ト
八
品
J

法
学
会
雑
誌
凶
四
巻
一
り
二
九
九
四
年
)
一
円
以
下
(
以
下
、
同
論
文
は
、
「
神
山
・

保
障
人
義
務
」
と
引
用
す
る
)
。
も
っ
と
も
、
学
説
卜
、
絞
能
的
一
分
説
に
対
し
て
批
判
的
な
見
解
も
見
ら
れ
る
例
え
ば
、
中
森
喜
彦
「
作

為
義
務
保
障
義
務
・
保
一
副
人
的
地
位
一
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
一
一
一
一
一
号
二
九
八
一
刊
)
石
頁
は
、
「
機
能
的
分
額
は
現
象
両
に
着
目
し
た
も

の
に
す
ぎ
な
い
し
、
そ
こ
に
属
せ
し
め
ら
れ
た

l
位
の
各
事
例
は
、
形
式
的
分
説
に
お
け
る
と
は
異
な
り
、
限
界
づ
け
の
役
剖
を
も
つ
も
の

で
は
な
い
」
と

L
(同
旨
、
内
出
典
之
「
不
作
為
犯
論
」
U

之
原
邦
爾
ほ
か
細

『刑
法
理
論
の
現
代
的
民
間
総
論
I
'
(
一
九
八
八
年
)
八
川
口
ハ

〔
以
下
、
同
論
え
は
、
一
西
田
・
不
作
為
犯
論
」
と
引
用
す
る
〕
)
、
ま
た
、
佐
伯
仁
志
一
保
障
人
的
地
位
の
発
刊
根
拠
に
つ
い
て
」
荘
川
達
夫

同
士
市
稀
机
賀

h

刑
事
法

F

与
の
ぷ
也
と
展
望
'
(
一
九
九
六
年
)
一
口
ハ
頁
(
以
下
、
同
論
ぷ
は
、
「
佐
伯
・
保
障
人
的
地
位
」
と
引
附
す
る
)

も
、
「
作
為
義
t

扮
の
存
在
を
前
抗
と
し
て
、
こ
れ
を
機
能
町
田
か
ら
分
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
作
為
義
務
の
発
刊
根
拠
ぞ
れ
肉
体
に
ワ
い
て

は
何
も
述
べ
て
は
い
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
で
も
、
向
山
佳
奈
L
J

「
不
自
(
止
不
作
為
犯
」
山
川
原
編
著
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ

プ
刑
法
総
論
』
戸
一
心
。
一
年
」
仁
一
頁
は
、
「
作
為
兵
務
を

a
危
険
源
監
視
義
務
L

と

『法
椛
保
諸
式
務
'
と
に
分
け
る
理
解
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
る
が
、
本
稿
の
止
場
か
ら
は
、
前
者
が

『行
為
「
に
近
い
と
こ
ろ
で
却
さ
れ
、
従
者
は

l

結
果
に
近
い
と
こ
ろ
で
諌
さ
れ
る
と
い
う
相

違
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
法
規
範
に
よ
る
義
務
づ
け
を
要
す
る
「
尚
山
の
見
解
に
基
づ
く
o
v
J
し
く
は
高
山
同
六
七
頁
以
「
参
昭

引
用
占
一
山
〕
内
で
は
共
通
で
あ
り
、
こ
れ
が
隙
型
的
な
区
別
を
導
く
も
の
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
る
」
と
し
、

M
川
論
士
に
添
え
ら
れ
た
一
議
論

の
ま
と
め
」
で
も
、
「
法
益
保
護
義
務
と
危
険
源
〆
ロ
到
義
務
と
い
、
つ
異
質
の
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
別
悩
銭
止
に
並
べ
る
べ
き
で
は
な
く
、
両
首

北法57(4 -12;)) 1657 



日見
4 

H附

を
統
一
し
た
説
明
を
す
る
必
史
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
」
(
和
凶
俊
愈
執
竿
、

M

川
苦
七
八
頁
)
と
さ
れ
て
い
る
つ

戸
一
O
)
戸
在
日
勺
F
C
Z
F
R
¥
出
《
一
】
『
ひ
ユ
三
¥
口
日
ー
と
己
F
H
i
¥
口
2
E
J
叩
「
『
戸
『
安
J
Z
つ
E
プ
三
ユ
ド
問
。
ロ
己
】
う
門
戸
E
H
i
一
同
公
〉
コ
「
7
N
C
C
H
A
r
J
)
ユ
ズ
】
門
戸
山
昨
日
日
『
『
同
ユ
ロ
ド
(
)
ド
「
「
占
問
。
-
『

巴
-
z
-
i
F
η
F
Z
2
i
N
U
2
i
m
H
己
完
戸
口
言
ユ
ω
切
切
戸
E
m
-
日
山
口
巳
ド
ヨ
リ
}
】
門
ロ
ロ
己
巳
m
E
口
E
h
H
ロ
古
口
匂
竺
ロ
巴
町
一
戸
山
叶
N
加
N
印
叶
民
一
色
巾
2
、
円
以
内
E
ω
η
F
E
円
ロ
ロ
己
、
円
E
-

ロω
『
同
戸
ア

]{FV寸
寸
出
小
山
日
」
[
』
い
句
。

hh

(
6
)
出
ハ
ケ
吉
主
¥
印
z
z
u
r
コ
門
戸
ヨ
雪
¥
ニ
竺
コ
ク
Z
ω
G
(
〉
=
ヨ
(
日
)
)
〈
2
Z
ヨ
閉
山
凶
日
士
一
ん
己
コ
-
2

(
7
)
印の一】ひロ}れの¥MRUFH10
♀
O
H
1
¥
円
H
巳
戸
内
門
¥
国
の
E
p
m
w
戸
〔
)
(
〉
ロ
ロ
ド
(
日
)
)
J
〈
O円
σ
の
自
由
昨
日
u
口
国
内
H
H
H
H
{
}⑦

(
自
)
叩
η
7
0
コ
一左
¥
山
内
ゴ
寸
O
V
《
}
竺
¥
門
戸
ヨ
ミ
¥
『
『
竺
コ
勾
白
戸

O
(
シ
コ
ヨ
-
(
印
)
)
一
4
G
Zい

V2-江昨日
ω
戸
司
〔
}
コ
}
(
)
由

(
9
)
現
存
の
ド
イ
ツ
判
例
・
学
説
に
お
い
て
は
、
単
な
る
作
居
肘
作
者
と
し
て
の
地
付
か
ら
犯
罪
阻
リ
義
務
が
牛
じ
る
こ
と
は
な
く
、
仲
代
田
が
危

険
減
と
し
て
刻
れ
た
場
合
に
の
み
当
誠
犯
罪
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
詳
し
く
は
、
松
尾
誠
紀
「
『不
作
為
に
よ

る
共
犯
の
限
定
化
』
に
つ
い
て
一
北
大
法
千
論
集
計
三
巻
六
号
(
一
C
C
三
年
)
立
九
一一
貝
、
参
出
。
な
お
、
作
居
居
作
者
の
一
般
的
な
保
障

人
的
地
位
に
つ
い
て
考
t

祭
し
た
論
与
と
し
て
、
岩
間
康
夫
「
作
用
一
泊
布
告
の
保
障
人
的
義
務
に
つ
い
て
」
妥
媛
法
学
会
雑
誌
(
一
九
九
心
午
)

三
民
、
同
「
住
同
所
有
話
の
保
嘩
人
兵
務
一
刑
法
雑
f
E
一
凶
巻
一
号
(
九
九
五
年
)
凶
一
頁
が
あ
る
)
。

(
凶
)
も
っ
と
も
、
は
益
旧
作
湾
義
務
に
閲
す
る
場
合
で
も
、
作
為
疋
犯
者
が
身
分
犯
、
目
的
犯
、
領
伴
罪
を
実
行
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
閲

す
る
不
問
止
は
梨
肋
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る

(a-m与
吉
正
£
ら
手
E
1
n
コ
ヨ
雪
三
ヨ
コ
タ
白
山

O
(
〉
コ
ヨ
(
山
)
)
一
ヲ
三
足
ヨ
間
昨
日
日
戸
空
コ

H
0
2
…
他
占
、
危
険
源
管
問
監
骨
表
務
違
反
に
つ
い
て
は
原
則
片
山
助
と
な
る
が
、
例
外
的
に
、
被
昨
督
計
が
責
任
な
く
行
為
を
し
た
出
場
介
に
は
、

正
犯
に
な
る
と
し
て
い
る
ヨ
ロ
一
日
吉
守
、
F
F
Z
?
で
門
2
2
h
J
1
F
E
戸
口
(
)
2
5
三
日
)
)
A
〈
ミ
芳
三
間
町
出
羽
『
『
回
二
戸
日
(
)
合
)
。

(
川
以
)
も
っ
と
も
、
例
え
ば
、
〔
U
E
F
E
T
N
f
N
E
口
日
間
口
言
ロ
巳
Z
E
ロ
ぬ
Z
E
E
2
T
E
「
ロ
日
ユ
自
主
ロ
ぬ
旦
巴
戸
」
〉
H
U
∞
己
加
印
山
記
は
、
「
保

障
人
的
地
件
は
、
夜
犯
と
共
犯
を
区
別
す
る
付
加
的
機
能
を
有
し
て
は
い
な
い
」
と
し
て
、
義
務
一
分
説
に
否
i
'
疋
的
で
あ
る
。

(辺
)
P
7
0
=
Z
¥
印
。
ざ
孟
空
¥
門
戸
ヨ
雪
¥
ニ
竺
コ
p
z
ω
G
(
〉
=
ヨ
(
日
)
)
〈
2
Z
ヨ
E
N
U
三
一
一
ん
己
コ

-c-

(
門
川
)
出
品
。
口
付
め
¥
町
内
F
Z
骨
片
¥
C
E
E
¥
同
2
E
戸
山
(

)

(

k

g

日
(
印
)
)
J
1
2
耳
目
抜
μ
u
h
日
間
♀
ロ
H
C
G
も
?
と
も
、
「
た
疋
し
、
紋
監
督
者
に
未
だ
可

能
な
結
果
凶
避
を
促
さ
な
か
っ
た
場
合
は
別
で
あ
る
」
と
す
る
言
葉
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
に
つ
い
て
は
、
神
山
敏
雄

『不
作
為
を
め

ぐ
る
共
犯
論
』
(
九
九
凶
年
)
八
七
頁
以
下
も
、
参
出

(
M
l
、
同
著
は
、
一
神
山

『不
作
為
共
犯
』
」
と
引
射
す
る
)

f

F
H
H
)
F
U
Z
E
-
¥
F
T
E
2
¥
円
3
2
2
¥
口
三
口
つ
一
戸
戸
0
2
5
二
日
)
)
ヂ
〈
C
5
2品
目

N
U
『
『
同
2
2
H
(
)
お
も
っ
と
も
、
ク
ラ
1
マ
1
1
ハ
イ
不
は
、
H
U，ナ
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作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

に
対
す
る
監
骨
が
(
故
意
に
)
ボ
分
で
あ
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
銃
の
一
議
波
が
義
務
に
以
し
て
い
た

Z
E
Z
E
E
Eぬ
)
場
合
は
、
先
行

作
為
行
為
が
終

f
し
た
後
で
も
後
行
不
引
為
犯
が
(
柑
助
と
し
て
)
川
町
吊
的
と
な
る
場
合
は
あ
る
と
し
て
い
る

(4-

P
E
E
-日
¥
P
E
E
Z
¥
C
5
2
¥
Z
2
5占
包

戸

O
(
〉

D
E
S
-
t
d
h
u
g
m
m
N
印民一月
E
H
Q岱

H白
色
c

こ
の
内
'
は
、
後
の
先
行
れ
為
に
基
づ
く
義

務
と
悶
わ
る
内
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
山
中
・
不
作
為
割
肋
つ
剛
一
向
註

(
2
」
)
一
一
凶
七
頁
以
下
、
参
照
。
ま
た
、
同
『
刑
法
総
論
日
』
二
九
九
九
刊
」
八
凶
八
以
卜
(
以
下
、
同

著
は
、
一
山
中
・
総
論
E
」
と
引
用
す
る
)
も
、
参
同
日
)

(
日
)
も
っ
と
も
、
山
中
不
作
為
討
肋
(
、
削
掲
刀
(

2

)

)

二
五
三
頁
以
卜
は
、
義
務
二
分
説
の
枠
組
み
を
ほ
り
な
が
ら
も
、
は
採
保
説
ふ
務
類

川
去
り
場
合
で
あ
っ
て
も
作
為
犯
の
行
為
を
川
止
し
な
い
不
刊
為
犯
は
汁
犯
で
は
な
く
有
財
で
あ
る
(
刊
為
行
為
終
了
後
は
中
独
止
犯
)
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
他
人
の
積
極
的

h
為
支
配
に
刻
し
て
不
作
為
に
よ
っ
て
消
椋
的
に
関
与
し
、
あ
る
い
は
、
引
為
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
行
為
支
配
事
象
い
働
き
か
け
て
関
ワ
す
る
場
介
に
は
、
正
犯
で
は
な
く
、
計
別
で
あ
る
一
(
同
一
一
五
仁
一貝
)
と
す
る
と
詳
し
く
は
、

本
稿
・
第
二
市
第
節
柏
市
一
墳
の

2

(
北
人
法

F

干
論
集
五
六
盛
合
之
、
参

M
c

(
日
)
山
中
・
不
作
為
割
肋
つ
剛
一
向
註
F

2

)

)

一
一
山
八
頁
。

(
川
崎
)
山
中
・
総
論
H
(前
掲
註
(
日
)
)
八
四
六
頁
参
同
日
と
さ
れ
て
い
る
ご

(
日
)
山
中
田
小
作
為
創
刊
肋
(
、
削
掲
註
(

2

)

)

一
五
頁
・
川
(
川
町
)
、
参
問
、
。

(
却
)
山
中
・
不
作
為
副
市
助
(
前
掲
註
(

2

)

)

一
今
凶
八
頁
)

戸
む
)
山
中
・
小
作
為
剖
巾
助

(vm掲
註
(

2

)

)

一
一
一
凶
一
八
頁
以
下
。

(
包
)
山
中
・
不
作
為
酎
市
助
(
前
掲
註
(

2

)

)

)

一
凶
九
頁
。
ま
た
、
山
中
同
一
一
ふ
川
氏
以
ー
も
、
参
一
回

(
お
)
堀
内
徒
一
一
一
「
判
批
」
刑
法
判
例
百
選
I
総
論
[
第
川
版
]
(
一
九
九
七
年
)
一
六
九
頁
は
、
「
作
為
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
結
果
と
の
関
係

に
お
い
て
事
実
的
、
具
体
的
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
犯
持
阻
什
川
流
務
も
結
県
凶
避
義
務
に
還

πし
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
一
と
し
、

前
同
作
英

『刑
法
総
論
講
義
-
(
第
一
今
版
、
九
九
八
年
)
川
五
三
氏
・
註
(
国
)
は
、
犯
罪
肌
リ
義
務
も
そ
も
を
も
「
法
詐
侵
害
を
防
ぐ
べ

き
だ
か
ら
ヰ
じ
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
犯
半
開
止
兵
務
も
、
杭
巣
を
阿
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
こ
そ
正
当
化
さ
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
の
見
解
も
適
切
な
理
併
と
思
わ
れ
る
仮
に
結
果
の
凶
避
を
日
的
と
し
な
い
犯
罪
阻
d
義
務
と
い
う
も
の
を
認
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
地
合
に
よ
っ
て
は
す
で
に
致
命
傷
を
与
え
て
お
り
、
結
果
回
遊
り
能
性
の
な
い
場
合
に
ま
で
作
為
義
務
を
ぷ
す
、
過
剰
な
場
合
す
ら

北法57(4 -127) 1659 
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訟
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い

戸
川
一
)
山
中
・
小
作
為
相
助

(vm掲
註
(

2

)

)

一
一
凶
一
八
頁
。

(
お
)
山
中
・
不
作
為
常
助
(
前
掲
一
山

(2))
三
石
ヒ
珂
は
、
殺
人
苦
が
わ
が
L
J
を
殺
害
に
住
居
に
忍
び
込
ん
だ
の
を
知
っ
た
付
税
が
、
大
声
を

上
げ
れ
ば
、
近
く
の
人
が
駅
け
つ
け
、
行
為
者
が
逃
走
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
他
i
M
、
子
供
出
口
開
の
電
動
ド
ア
の
ス
イ
グ
チ
を
出
押
し
て
、
ド
ア

を
閉
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
チ
供
を
紋
う
こ
と
も
で
き
た
と
い
う
場
合
を
、
日
目
山
肋
が
成
リ
一
す
る
「
開
校
的
一
な
事
例
と
し
て
挙
げ
、
以
対
に
、
山

中
・
U
川
一
今
甘
八
頁
は
、
泣
此
附
か
ら
亦
外
線
銃
で
ね
ら
わ
れ
て
い
る
部
序
の
中
の
わ
が
子
を
、
行
為
者
の
行
為
に
問
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
降
ろ
す
こ
と
に
よ
っ
て
救
え
る
場
合
に
、
そ
れ
を
し
な
い
で
わ
が
子
を
殺
害
さ
せ
た
父
親
の
事
例
を
、
単
独
7
I
犯
が
成
げ
一

す
る
一
世
接
的
」
な
事
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
ご
こ
の
両
事
例
は
、
前
者
で
は
(
法
益
保
護
義
務
頬
刑
+
で
も
)
暫
肋
と
な
り
、
後
者
で
は
中
独

正
犯
と
な
る
こ
と
を
不
す
た
め
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
事
例
が
い
か
な
る
理
由
で
結
論
を
列
に
す
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

(
お
)
こ
こ
で
、
行
為
の
終
了
前
後
で
は
な
く
、
危
険
の
顕
在
・
活
在
的
剛
山
内
か
ら
見
た
の
は
、
機
能
的
一
分
一

μ
に
お
け
る
危
険
源
色
理
誕
td
類
型

に
つ
い
て
、
「
危
険
源
管
理
義
務
は
、
切
迫
し
た
危
険
の
州
除
ま
で
だ
け
に
及
ぶ
の
で
あ
っ
て
、
直
必
の
侵
害
か
ら
結
来
と
し
て
牛
じ
た
さ
ら

な
る
損
害
の
阻
け
ま
で
に
は
及
ば
な
い
一
言
包
芹
プ

O
=
Z
¥山
喜
三
号
之
山
内
Z
P
Z
戸

0

2コ
ヨ
(
」

)

)

4

竺
ω
一
ん
己
コ
ム
印
)
と
さ
れ
、
例
え
ば
、
円

作
者
の
管
理
が
不
|
一
分
で
あ
っ
た
た
め
に
川
宅
の
序
回
帆
瓦
が
強
風
で
品
川
ば
さ
れ
、
そ
の
瓦
が
頭
に
匝
墜
し
た
通
行
人
を
、
居
作
者
が
発
見
し
な

が
ら
も
放
置
し
た
場
合
、
一
一
三
条

c
の
一
般
的
救
助
主
務
違
反
を
越
え
た
紋
肋
ゑ
務
を
飼
う
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
悶
辿
す
る
。

す
な
わ
ち
、
犯
罪
阻
リ
表
務
に
お
い
て
、
法
4
M
存
休
に
危
険
が
顕
在
し
た
後
の
事
後
的
な
義
p

け
が
γ

内
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
危
険
源
管
理
義

務
に
お
い
亡
、
法
益
存
体
に
危
険
が
顕
在
化
し
た
後
の
事
絞
的
な
救
助
義
務
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
内
山
、
犯
罪
阻
リ
義
務
類
型
の
場
合
に
は
、
被
耽
督
朽
の
先
わ
作
為
れ
為
の
終

f
後
、
危
険
が
顕
在
化
す
る
ま
で
に
時
聞
が

あ
る
場
合
も
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
、
岩

r
yが
、
被
害
占
Z
が
飲
む
つ
一
も
り
に
し
て
い
る
ン
ュ

1
ス
に
I

坤
を
混
ぜ
た
場
合
(
離
隔
犯
の
場
合
)

で
も
、
混
入
後
の
父
剖
X
の
結
果
を
阿
避
す
る
お
務
は
併
f

疋
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
危
険
源
管
珂
兵
務
の
場
合
に
は
、
「
〔
犯

罪
阻
J
H
義
務
と
川
引
崩
者
註
〕
同
ヒ
危
険
源
管
理
義
務
に
属
す
る
動
物
平
物
に
よ
る
危
険
の
党
牛
の
場
介
、
結
果
党
牛
の
危
険
が
存
存
す
る
か

ぎ
り
、
管
理
義
務
が
有
効
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
例
え
ば
、
猛
肢
の
管
理
流
務
に
反
し
亡
、
猛
獣
が
他
人
に
噛
み
つ
き
そ
う
に
な
る
の
を
目
の

当
た
り
に
し
た
削
い
主
は
、
猛
獣
の
行
動
が
必
然
的
に
な
っ
た
と
き
に
も
、
法
訴
を
保
註
す
る
義
務
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
(
山
中
不

作
為
耕
助
勺
問
掲
一
1
2
4
)
三
同
九
白
川
)
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
す
れ
ば
、
猛
獣
と
い
う
危
険
源
を
管
理
す
る
飼
育
係
は
、
ラ
イ
オ
ン
が
恒
か

ItiJと57(4・128)16似)



作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

ら
逃
げ
出
し
た
段
階
に
お
い
て
も
、
求
だ
ラ
イ
オ
ン
が
被
害
者
に
噛
み
つ
い
て
お
ら
ず
、
危
険
が
潜
在
的
で
あ
る
臥
り
は
な
お
継
続
的
に
結
果

を
凶
避
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

ν

い
ず
れ
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
危
険
が
顕
也
化
し
て
い
る
場
合
に
結
果
を
回
遊
す
る
義
務

が
否
定
き
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
、

な
お
、
山
中
・
総
八
州
H
(前
掲
註
(
じ
ご
ー
ハ
八
一
良
以
下
は
、
未
遂
犯
に
お
け
る
実
行
の
若
手
論
に
つ
い
て
、
可
罰
的
未
遂
は
具
体
的
危

険
が
現
実
化
し
た
と
き
に
成
立
す
る
と
す
る
一
占
で
、
実
わ
行
為
に
つ
い
て
は
、
事
前
判
断
に
よ
る
わ
為
の
危
険
件
の
倒
凸
、
に
基
づ
い
て
危
険

創
出
行
為
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
未
だ
一
滞
在
的
」
実
行
行
為
に
す
ぎ
ず
、
事
後
的
判
断
に
よ
ワ
て

R
体
的
危
険
が
発
刊
し
た
と

き
に
初
め
ど
「
顕
布
的
」
実
行
れ
為
に
な
る
と
す
る
、
事
後
的
過
及
評
価
説
を
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
が
こ
こ
で
、
「
潜
存
的
」
危
険
、

一
顕
杵
的
」
危
険
と
い
う
呼
称
を
肘
い
る
際
に
は
、
山
中
が
未
遂
処
罰
の
対
象
と
し
て
の
実
わ
行
為
に
用
い
た
潜
在
顕
在
の
凶
別
を

4
識
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
時
間
的
本
準
ー
と
し
て
も
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ο

(
訂
)
例
え
ば
、
分
か
り
ゃ
す
く
す
る
た
め
に
単
独
不
作
為
犯
の
事
例
を
惣
疋
す
る
と
、
娘
Z
と
川
辺
に
キ
ャ
ン
プ
に
点
て
い
た
母
羽
X
が
、
不
出

日
に
も
Z
争
二
人
で
遊
ば
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、

Z
が
足
を
滑
ら
せ
て
川
に
転
治
し
た
、

Z
の
叫
ぴ
声
を
聞
い
て
駅
け
つ
け
た

X
は
、
溺
れ
て
い

る
Z
を
発
見
し
た
も
の
の
、
円
頃
か
ら
肯
い
児
に
悩
ん
で
い
た
の
で
、
い
っ
そ
の
こ
と
死
ん
で
し
ま
え
ば
い
い
考
え
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
結
果

、
、
、
、
、
、

的
に

Z
は
溺
死
し
た
、
と
い
う
場
合
、
そ
の
事
後
的
な
救
助
五
務
は
、
当
初
の
過
失
行
為
の
以
射
的
な
五
務
で
は
な
く
(
過
失
致
化
罪
の
成

υ一

を
凶
避
す
る
た
め
の
義
務
で
は
な
く
)
、
そ
の
ギ
版
わ
が
、
別
途
、
小
作
為
に
よ
る
殺
人
等
を
基
礎
つ
け
る
義
務
で
あ
る
。
こ
の
内
、
(
犯
正
問

リ
表
務
と
同
じ
類
型
に
属
す
る
)
危
険
源
管
理
義
p
d
p
は
、
例
え
ば
、
円
頃
か
ら
屋
根
瓦
の
管
理
を
怠
っ
て
い
た
居
住
占
X
が
、
強
風
で
吹
き

飛
ば
さ
れ
た
瓦
が
凪
に
直
撃
し
倒
れ
て
い
る
通
行
人
Z
を
発
見
し
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
放
惜
し
、
結
巣
的
に
Z
が
化
L
し
た
、
と
い
う
事
例

で
は
、
当
初
の
管
理
僻
怠
に
基
づ
い
て
危
険
源
管
珂
衣
務
違
反
に
本
づ
く
過
失
致
死
罪
が
成
1

止
し
う
る
も
の
の
、
事
後
的
な
不
救
助
に
つ
い
て

そ
れ
独
川
に
、
危
険
源
管
理
義
務
達
比
に
基
づ
く
不
刊
為
に
よ
る
殺
人
罪
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
い
と
坦
解
さ
れ
て
い
る
F

)

と
か
ら
す
れ
ば
(
許

戸
山
)
参
岡
山
、
事
後
的
な
義
務
も
な
お
、
過
牛
八
件
批
化
却
の
成
?
ど
を
凶
避
す
る
た
め
の
以
射
的
な
兵
務
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

(
お
)
山
中
・
不
作
為
部
助
土
問
掲
註
(

2

)

)

一
今
凹
八
頁
)

(
お
)
山
中
田
小
作
為
制
肋
(
、
削
掲
註
(

2

)

)

一
凶
八
頁
。

(
却
)
山
中
・
不
作
為
副
市
助
(
品
川
相
註
(

2

)

)

一
五
頁
山
(
川
叩
)

f

F

む
)
山
中
・
小
作
為
相
助

(vm掲
註
(

2

)

)

一
一
凶
一
八
頁
。

北法57(4-12:>)1附 i
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(
辺
)
山
中
・
不
作
為
副
市
助
(
前
掲
註
(

2

)

)

一
今
五
一
頁
以
下
、
事
照

戸
お
)
神
山
・

『不
引
為
共
犯
』
(
前
掲
刀
(
日
)
」
一
八
万
目
。

(
込
)
同
凶
典
之
「
不
門
為
に
よ
る
共
犯
一
法
学
協
会
雑
誌
一
一
一
一
巻
凶
号
(
一

C
C
五
角
)
阿
二
凶
珂
も
、
「
犯
ザ
阻
J
H
義
務
が
な
に
ゆ
え
法
，
並

保
講
義
務
ま
で
も
基
礎
づ
け
る
も
の
で
な
い
の
か
と
い
う
論
副
は
/
什
わ
れ
て
い
な
い
」
と
桁
摘
し
て
い
る
。

(
出
)
こ
の
点
、
片
岡
聡
一
郎
「
不
作
為
に
よ
る
共
犯
に
つ
い
て
(
一
・
完
ご
す
教
法
学
ハ
ヰ
号
(
二

C
C
凶
年
)
一
主
一
一
両
日
以
(
以
下
、
同

論
正
は
、
一
丘
町
田
・
不
作
為
共
犯
(
ご
」
と
引
刑
す
る
)
は
、
一
危
険
創
山
行
為
に
基
づ
く
衣
務
は
、
多
く
の
場
介
、
危
険
源
管
理
兵
務
の
違

反
が
あ
り
、
そ
の
結
県
、
危
険
状
態
が
川
じ
た
が
、
い
ま
だ
犯
罪
が
終
了
し
て
い
な
い
段
附
で
附
也
と
な
る
υ

つ
ま
り
、
危
険
削
同
行
為
に
基

っ
く
表
務
は
、
多
く
の
場
人
円
、
危
険
源
管
理
表
務
の
延
長
線
に
あ
り
、
危
険
性
が
よ
り
同
ま
り
、
現
実
化
し
た
状
態
で
問
題
と
な
る
の
で
あ

る
υ

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
役
者
か
ら
保
障
人
的
地
位
が
光
生
ず
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
前
者
か
ら
は
そ
れ
が
発
生
し
な
い
と
い
う
の
で
は
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
だ
と
思
わ
れ
る
一
と
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
、
般
の
先
行
作
為
に
恭
づ
く
主
務
で
は
、
第
一
に
自
己
の
先
行
行
為
(
危
険
創
出
れ
為
)
が
あ
っ
て
、
第
二
に

j

円
己
の
不
作
為
が
あ

る
の
に
対
し
、
他
人
に
よ
る
犯
以
後
の
後
行
不
作
為
犯
に
お
い
て
克
行
わ
為
に
志
づ
く
義
務
が
問
也
と
な
る
場
台
で
は
、
第
に
自
己
の
先
行

行
為
が
あ
り
、
第
一
に
他
人
の
犯
罪
わ
為
(
先
行
作
為
犯
)
が
あ
り
、
第
三
に

H
U
の
不
作
為
(
後
行
不
作
為
犯
)
が
問
也
、
と
な
る
つ
ま
り
、

第
一
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
第
三
の
結
果
回
避
義
務
が
問
題
と
な
る
、

(
お
)
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
、
危
険
源
管
珂
衣
務
に
閣
し
て
、
例
え
ば
、

X
唱
の
瓦
が
強
制
胤
で
品
川
ば
さ
れ
た
後
、
そ
の
瓦
が
却
に
直
撃

し
た
通
臼
人

Z
を
ぷ
助
し
な
か
っ
た
居
住
首
X
に
つ
い
て
、
な
ぜ
、
先
行
の
管
河
慨
怠
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
基
つ
い
て
事
後
的
な
扶
助
義
務

を
白
疋
し
な
い
の
か
と
い
う
内
ま
で
は
説
明
で
き
な
い
(
機
能
的
一
分
引
に
お
い
て
、
危
険
源
管
理
義
務
お
け
る
事
後
的
な
救
助
義
務
が
否
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
註
(
お
)
参
照
)
し
か
も
、
こ
の
、
危
険
源
管
理
義
務
に
お
い
て
先

h
過
半
八
管
理
陣
怠
が
あ
る
の
に
事
総

的
救
助
義
務
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
過
失
に
基
づ
い
て
広
行
者
を
援
ね
た
が
救
助
し
な
か
っ
た
と
い
う
負
型
的
事
例
で
は
、
同
じ
く

過
央
行
為
を
先
行
行
為
、
と

ν
て
い
る
の
に
事
後
的
救
助
義
務
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結
論
の
相
違
は
な
ぜ
生

ν
る
の
で
あ
ろ
う
か
コ

(訂
)
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作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

(
お
)
先
行
わ
為
に
志
づ
く
表
務
に
関
し
て
は
、
山
間
康
夫
一
先
行
行
為
に
基
っ
く
保
障
人
的
五
務
の
成
止
範
聞
に
つ
い
て
」
犯
罪
と
刑
罰
凶
号
二

九
八
八
年
)
八
三
百
が
詳
し
い
(
以
下
、
同
論
丈
は
、

J
h
間
・
先
行
行
為
」
と
引
肘
す
る
)
。

(ぬ
)
N
E
E
M凶
Z

宮
山
口
口
¥
ジ
イ
古
里
¥
ヨ
ロ
月
町
一
戸
山
C
(
〉
ロ
日

(ω
叶))占出

N
め

U
ヨ
医
己
】
「
ω
μ
C
(
〉
ロ
ロ

(ω
叶
)
)
加
吋
H
吋

(州制)4roE出mwE戸川ドロロ
¥
A

て戸、OFF-Z戸戸以内一
y
p
p
(
)
(
〉
ロ
自
主
叶
)
)
占
出

N
G
G

(
H
U
)
X
Z
」
2
与
2
F
¥
5
~
Z
勾
コ
斗
民
民
0
2
コ
コ
三
一
)
)
目
白
日
わ
が
同
に
お
い
て
は
、
山
中
・
総
論
1
2
m刷
出
向
訂
(

4

)

)

一
一
七
頁
以
卜
。
も
っ

と
も
、
山
中
は
、
不
可
伺
の
過
失
に
よ
る
監
禁
後
の
解
放
義
務
は
認
め
る
も
の
の
、
先
行
行
為
が
可
罰
的
過
失
行
為
の
場
合
、
例
え
ば
、
過
失

に
ょ
っ
と
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
被
害
者
に
亘
傷
を
負
わ
せ
た
が
、
そ
れ
を
確
認
し
死
亡
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
逃
走
し
た
た

め
被
合
計
が
死
亡
し
た
場
台
、
に
お
い
て
は
、
第
一
の
過
失
(
危
険
創
山
)
行
為
に
よ
っ
て
、
司
罰
的
な
過
失
傷
害
以
を
実
刻
し
て
お
り
、
致

死
結
果
の
発
生
の
川
町
能
性
も
高
い
の
で
、
救
助
す
る
則
待
可
能
引
は
少
な
い
が
ゆ
え
に
、
こ
の
事
例
(
不
可
吊
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
の

事
例
)
に
は
開
き
な
い
'
と
し
て
い
る
。

(
M
U
)
例
え
ば
、
川
両
足
博

E

不
自
(
ホ
不
刊
為
犯
の
理
論
「
(
第
二
版
、
九
八
三
年
)
一
円
八
白
以
上
。

(
必
)
刑
事
製
造
物
責
仔
に
つ
い
て
は
、
堀
内
捷
三
「
製
泣
物
の
欠
陥
と
刑
事
責
任
一
研
修
王
山
六
号
二
九
九
三
刊
」
一
一
一
民
、
北
川
佳
世
子
「
製

造
物
責
任
を
め
ぐ
る
刑
法
上
の
問
地
」
}
稲
田
法
学
じ
一
巻
一
号
二
九
九
i

ハ
年
)
一
七
一
頁
、
数

H
f制
一
刑
事
製
造
物
責
任
に
お
け
る
不

作
為
犯
論
の
意
義
と
反
問
」
本
郷
法
政
紀
以
八
号
(
九
九
九
年
)
今
一
四
三
虫
、
岩
間
辰
夫
「
製
造
物
責
任
と
不
作
為
犯
論
」
現
代
刑
事
法
凶

一
目
(
一
む
の
一
作
)
一
ハ
頁
、
参
照
)

戸
叫
)
先
行
臼
為
に
草
づ
く
事
前
の
結
果
川
越
義
務
違
以
は
、
顕
在
化
し
て
い
な
い
危
険
を
認
識
し
ご
い
な
い
場
合
が
多
い
た
め
か
、
過
失
犯
論
で

松
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
そ
の
よ
う
な
舟
山
味
で
の
過
失
犯
で
は
、
危
険
顕
在
化
前
の
所
為
と
結
果
と
の
帰
頁
関
係
が
問
也
と
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
他
方
、
白
動
車
事
は
絞
の
救
助
義
務
連
日
比
の
よ
う
に
、
危
険
顕
守
化
彼
の
事
後
的
な
扶
助
義
務
に
閣
し
て
は
、
そ
の
危
険
を
認
識
し
て
い

る
場
台
が
多
い
の
で
、
此
意
犯
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
が
多
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

(
付
制
)
先
行
わ
為
に
は
、
人
口
比
益
侵
害
に
川
け
ら
れ
た
凶
呆
経
過
を
惹
起
す
る
場
合
と
、
瓦
他
人
の
犯
罪
行
為
の
危
険
を
引
き
起
こ
す
場
人
円
、
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
コ
ピ
-
-
z
-
2
0
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F
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日見
4 

H附

k
t
Z
2
U
2ロミ

J「
2
7
白ロ
E

「
ω
ω

「呂町
η
門
戸
口
ね
叶

f
p
N
c
c
c
m
H
U
Eロ
ω
丘
一
}
本
一
柚
の
関
心
の
も
と
で
は
、
特
い
信
怖
が
問
題
と
な
る
(
そ

の
巾
で
も
争
後
的
な
救
助
義
務
が
問
題
と
な
る
)ο

な
お
、
向
者
の
時
山
経
過
は
、
先
に
も
一
不
し
た
よ
う
に
、
戸
ゅ
で
は
、
③
向
己
の
先
行
臼
為
、

必
自
己
の
不
作
為
、
必
結
果
党
中
、
と
経
過
す
る
の
に
対
し
、
⑥
(
特
に
事
後
的
政
助
義
務
)
で
は
、
小
山
iU己
的
先
行
行
為
、
必
他
人
の
先
行

作
為
、
渇
込
目
己
の
後
ノ
汀
不
作
為
、
(
羽
結
呆
hu
牛
、
と
経
過
す
る
。
つ
ま
り
、
基
で
は
、
ハ
ル
の
先
行
行
為
に
基
づ
く
、
市
)
の
事
後
的
救
助
義
務
が

問
題
と
き
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
⑩
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
先
行
わ
為
と
結
果
発
ぺ
の
聞
の
符
責
的
な
先
行
門
為
の
介
杭

と
、
先
わ
行
為
に
基
づ
く
事
後
的
な
救
助
義
務
の
保
否
が
問
題
と
な
る
こ
と
に
な
る
ご

(
日
制
)
も
ち
ろ
ん
、
(
当
初
の
先
行
自
為
が
ヰ
じ
さ
せ
た
)
他
人
の
先
行
作
為
れ
為
が
終
，
ー
し
て
も
、
直
ち
に
危
険
が
顕
在
化
す
る
と
は
限
ら
ず
、

離
隔
犯
の
よ
う
に
、
危
険
が
な
お
潜
在
し
た
ま
ま
の
場
合
も
あ
り
う
る
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
註
(
お
)
も
参
出

F
U
)
ロ
E
Z
E
E
-
J
J
J
J
7
2
¥
7
2
5忌
一
戸
戸
(
)
(
〉
ロ
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(
日
斗
)
)
出
日
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と
一
戸
2
F
4
3
2恒
三
ロ
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一
戸
民
(
〕
(
〉
Z
5
2
)
)
ヲ
出
念
日
山

(必
)
N
E
E
ω
Z
自山口
h
f
J
J
Z
一
〕
買
¥
ヨ
ロ
月
町
一
戸
山

C
(
〉
ロ
日

(ω
叶))出

N
叶己

(
必
)
現
に
判
例
に
お
い
て
、

-
L
(

山田
2
-
E
-
Z
戸〈

N
O
日
H
3
5
H
Zロ
回
二
念
日
一
日
G
H
は
、
友
人

Y
に、

z
k
の
家
に
以
内
側
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
あ
る
と
口
に
し
た
被
告
人
X
の
犯
埠
阻
け
義
務
に
つ
い
て
検
川
す
る
際
、
先
わ
行
為
に
基
づ
く
義
務
は
、
有
責
に
危
険
が
ぺ
じ
た
か
と
う
か

と
は
関
係
な
く
生
じ
る
と
し
、
結
論
に
お
い
て
、
被
告
人
X
に
窃
保
有
肋
の
成
立
を
認
め
て
い
る
ご
な
お
、
こ
の
判
断
に
除
し
て
同
判
決
は
、

被
告
人
に
は
、
損
害
の
発
川
や
一
阻

H
す
る
義
務
が
生
じ
、
も
し
鉦
珂
で
あ
れ
ば
少
な
く
と
も
困
難
に
す
る
義
務
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
、

不
作
為
布
別
に
お
け
る
作
為
義
務
に
つ
い
て
、
結
果
的
回
遊
ま
で
求
め
勺
れ
る
の
か
、
結
果
の
困
難
化
で
も
足
り
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
は
、
本
稿
・
約
一
章
第
一
節
弟
一
取
の

2
の
刀
(
一
三
(
北
卜
人
法
学
論
集
合
六
巻
六
号
)
、
参
出
。

(
日
)
例
え
ば
、
侵
育
者
Z
(後
の
被
害
者
)
か
ら
ナ
イ
フ
で
攻
撃
さ
れ
た
の
で
、
正
当
防
衛
と
し
て
汁
当
化
さ
れ
る
反
撃
を
し
た
被
侵
会
者
X
は、

生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
傷
合
を

Z
に
加
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
川
仙
の
可
能
刊
を
認
識
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
放
置
し
、
結
果
的
に

Z
が
死
亡
し

た
、
と
い
う
事
例
に
お
い
て
、
被
保
害
者
X
は
、
一
日
パ
い
の
先
行
行
為
(
以
撃
行
為
」
に
荒
づ
い
て
、

Z
に
対
す
る
事
後
的
な
救
助
義
務
を
負
、
つ

だ
ろ
う
か
ご
わ
が
国
に
お
い
て
、
高
山
・
前
掲
一
註

(
4
」
ハ
五
良
は
、
「
片
当
防
衛
な
ど
の
権
利
わ
為
か
ら
発
生
し
た
危
険
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
除
土
し
な
け
れ
ば
刑
事
責
任
を
附
わ
れ
る
と
い
う
の
で
は
、
実
質
的
に
は
権
利
行
使
そ
の
も
の
を
制
限
つ
き
で
し
か
認
め
な
い
こ
と
に
な
り
、

疑
問
が
あ
る
」
と
し
て
、
一
般
的
に
正
当
防
衛
後
の
不
作
為
犯
の
可
罰
件
を
百
定
し
よ
う
と
す
る
ご
ド
イ
ツ
学
説
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な

見
解
が
有
力
で
あ
る

(N
ロ
ロ
E
E
E
て
詞
Z
5
¥
Z
E与
戸
口
(
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〉
E
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F
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作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

衛
品
川
の
作
為
義
務
を
否
定
的
に
理
解
す
る
ド
イ
ツ
判
例
と
し
て
、
国
(
U
Z
巴
ユ
〈
日
中
叶

H
Uお
会

Hソハ』
A5
1
H
C
m
叶
羽
目
(
)
ロ
ロ
-
H
C
H
i
r
d
ζ
日
⑦
M
M
(
)
(
)
(
)
H
Z
小
山
F
N
N
(
)
(
)
(
)
や

Hhい

こ
れ
に
対
し
て
、
佐
伯
「

ι
「
防
衛
行
為
後
の
法
羊
侵
害
防
止
五
務
一
研
修
T
n
ヒ
ヒ
号
二
九
九
六
年
)
一
心
頁
は
、
「
防
衛
わ
為
に
よ
っ

て
侵
合
計
の
止
命
に
刻
す
る
危
険
を
創
出
し
、
さ
ら
に
、
侵
会
告
の
円
九
叩
に
対
し
て
排
他
的
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
る
場
合
に
は
、
防
衛
れ
為
者

に
侵
主
計
の
生
命
に
対
す
る
保
障
人
的
地
位
を
一
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
一
と
し
て
い
る
{
ま
た
、
件
前
「
心
「
不
作
為
犯
論
一
法
学
教
芹
二
八

八
号
(
一
C
O
四
年
)
ハ
O
頁
・
註
(
お
)
は
、
而
山

-
M六
有
頁
が
市
当
防
衛
後
の
不
作
為
を
行
た
す
べ
き
と
主
張
す
る
に
際
し
、
一
放
〕

削
い
に
さ
れ
た
犬
に
襲
わ
れ
亡
、
こ
れ
を
傷
害
し
動
け
な
く
し
た
音
は
、
犬
が
化
な
な
い
よ
う
に
世
訴
を
し
な
け
れ
ば
需
物
指
壊
罪
の
買
仔
を

問
わ
れ
か
ね
な
い
」
と
す
る
点
に
対
し
、
そ
の
事
例
で
、
対
象
が
人
の
場
介
に
も
説
得
的
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
と
す
る
〔
す
な
わ
ち
、
一
た

と
え
ば
、
佼

{
1

円
卓
有
の
胸
を
押
し
た
と
こ
ろ
転
倒
し
て
失
神
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合
に
、
厳
穴
、
期
の
伐
凶
で
放
問
す
る
と
山
死
す
る
お
そ
れ

が
あ
っ
た
な
ら
、
や
は
り
救
助
す
べ
き
で
あ
り
(
少
な
く
と
も
嘗
寮
等
に
通
報
す
べ
き
で
あ
り
て
そ
の
ま
ま
政
世
し
て
死
亡
さ
せ
れ
ば
、
不

作
為
の
殺
人
町
を
認
め
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
当
と
は
い
え
な
い
」
と
し
、
「
正
当
防
衛
は
、
防
街
に
必
攻
な
限
度
で
の
法
益
侵
害
を
認
め
て
い
る

だ
け
で
あ
っ
て
、
侵
古
者
は
す
べ
て
の
法
的
保
護
を
守
わ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
理
論
的
に
は
、
よ
で
あ
っ
て
も
谷
川
切
に
救
助
で
き
る

な
ら
救
助
す
べ
き
で
あ
る
が
、
よ
と
人
で
救
助
が
期
待
さ
れ
る
和
度
が
異
な
る
と
僻
す
る
こ
と
は
可
能
」
と
批
判
し
て
い
る
な
お
、
同
己

ヨ
吉
コ
ロ
主
的
げ
ヨ
キ
2
Z
『
〉
=
2
2
-
=
z
d
-
-
-
∞

Z
P
-坦
∞
ω
∞
ω
ω
坦
も
、
場
一
川
に
惇
限
を
有
す
る
半
什

(gdヨ
E
7
2
7
v
宅
)
に
は
特
定

の
場
所
で
の
秩
序
に
配
慮
す
る
衣
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
当
防
衛
状
似
P
結
果
的
に
傷
古
を
負
っ
た
侵
宵
苦
に
対
し
て
、
市
当
防
衛
計
か
っ

坊
川
に
権
限
を
有
す
る
音
に
は
保
嘩
人
的
義
務
が
某
健
づ
け
ら
れ
る
と
し
ご
い
る
。

も
っ
と
も
、
正
当
防
衛
後
の
救
助
義
務
を
否
定
す
る
凡
解
に
お
い
て
も
、
ゴ
正
当
防
衛
状
況
に
お
い
て
侵
宵
者
を
昨
祭
し
た
よ
う
な
、
正
当
防

衛
行
為
が
継
続
犯
の
場
合
に
は
、
止
当
防
街
状
況
が
終
了
す
れ
ば
出
ち
に
ふ
て
の
監
禁
状
態
を
解
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
ヨ
イ
-

=
2
=
ω
=
三
三
-n
才
」
元
完
ゴ
ぬ
η
対
一
コ
山
つ
p
f
完
的
Z
N
σ
z
η
ゴ
一
ゐ
-
3
2
関
空
]
-
A
C

ヨ
ヨ
弓
=
門
印
「
-
-
〉
=
コ
一
一
一
、
}
命

rコ
】
=
尚
一
也
中
ω
由

-
U
克
巳

=
ω
ω

山
内
宮
与
え
町
内
FHE
2
¥
出
「
円
め
の
m
F
P
C
(kC
E
こ
ど
)
四
戸
叫
同
E
u
g
つ
ま
た
、
同
己
主
山
監
(
)
(
k
C
5
3
3
)
山
口
白
日
は
、

T

正
当
防
衛
後
の
不

作
為
が
不
同
罰
だ
か
ら
と
い
っ
と
、
他
の
根
拠
に
慕
苧
つ
い
て
T
I
当
化
さ
れ
る
売
れ
行
為
に
ま
で
転
用
さ
れ
る
か
は
疑
わ
し
い
と
し
て
い
る
の
例

え
ば
、
日
転
車
に
乗
っ
て
い
た

X
が
、
カ
ー
ブ
に
差
し
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
猿
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
き
た
自
動
半
と
山
く
わ
し
た
た
め
、
こ

れ
を
避
け
る
た
め
自
転
小
を
歩
道
に
乗
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
広
行
者
Z
に
傷
台
を
負
わ
せ
た
、
と
い
う
緊
急
遊
制
服
の
事
例
で
は
、

X
は
歩
行
者

H
U
叶
C
H
出
口
Z
M
「
N
U
U
N
吋
一
回
口
出
巴
門
戸
〈
斗

]戸一戸
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Z
を
救
助
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る

な
お
、
ド
イ

y
刑
法
三
一
一
一
条

c
の
よ
う
な
一
般
的
以
助
兵
務
違
反
(
小
紋
助
非
)
で
も
、
正
当
防
衛
に
た
ワ
く
危
険
に
対
し
て
は
、
救
助

義
務
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
(
竹
村
和
也
「
救
助
誕
扮
と
悪
し
き
サ
マ
リ
ア
人
の
比
一
同
志
社
法
学
一
ー
ハ
ヒ
号
二
九
九
九
引
)

主
九
頁
、
安
閉
じ
ち
な
み
に
、
竹
村
阿
五
六
白
以
下
に
よ
れ
ば
、
「
恋
し
き
ザ
マ
リ
ア
人
の
法
」
と
は
、
救
助
を
普
意
で
行
日
た
者
の
過
失

を
免
除
し
よ
う
と
す
る
法
で
あ
る
「
苦
き
サ
マ
リ
ア
人
的
法
一
に
対
し
、
容
易
な
救
助
、
あ
る
い
は
当
同
へ
の
通
報
を
法
的
兵
務
と
し
、
そ
の

義
務
を
怠
っ
た
も
の
を
処
罰
す
る
法
の
こ
と
を
意
味
す
る
)
)

(
孔
)
い
わ
ゆ
る
小
ス
プ
レ
ー
事
刊
(
ロ
ロ
コ

71持
村
。
寸
]
泊
三
H
U
C
『
-pu叶
]
己
主
を
き
っ
か
け
と
し
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
刑
事
製
造
物
寅
仔
の
観
点
か
ら
、
衣
務
違
以
性
の
定
件
を
疑
問
視
す
る
見
解
と
し
て
、

C
E
巴
月
三
口
守
2
F己
目
。
耳
目
ω
ロ
E
五
一
戸
山

(
)
(
〉
口
三
品
目
)
千
羽
目
(
)
日
「
『

ArJh-EH
《UY
《ズマ『子〉
J

「
一
戸
民
(
〕
(
〉
ZH
出
品
目
)
千
羽
目
寸
合
「

(
日
)
/
一
九
五
出
口
日
E
4
2門戸
ω
μ
O
(
t
g
(
ω
叶
)
)
抗
臼
叶
也
『
f
R
Z
E
P
戸
O
(
〉
ロ
日

(ω
叶
)
)
一
山
戸
∞
民
わ
が
困
に
お
い
て
、
島
問
聡
郎
「
不
作

為
犯
」
法
μ了
数
半
一
ハ
三
号
(
二

0
0
一
年
)
一
一
六
良
以
卜
(
以
十
、
同
前
え
は
、
「
島
田
・
不
作
為
犯
」
と
引
用
す
る
)
は
、
「
白
ら
が
危

険
を
作
り
山
川
し
た
場
合
に
は
、
そ
う
し
た

U
出
を
部
分
的
に
犠
引
に
し
て
も
、
白
円
分
が
作
り
出
し
た
危
険
を
除
士
し
、
法
持
怖
を
保
護
す
る
ゑ
務

を
鈍
う
べ
き
」
と
す
る
一
方
で
、
一
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な

『危
険
創
出
-
時
点
で
の
結
果
に
刈
す
る
故
直
過
失
は
不
安
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
、
危
険
削
出
行
為
は
、
そ
れ
白
体
が
処
罰
の
対
象
で
は
な
く
、
そ
こ
に
責
任
羊
義
は
安
当
し
な
い
か
A

円
で
あ
る
」
と
し
て
、
後
の
阿
避
義

務
を
認
め
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
義
務
違
反
性
を
捜
し
な
い
と
し
て
い
る
)

三川
)
A
r
k
-

ロ
E
H
冨ロロ

¥
4
3
1

つ
7
2
J
t
E
己戸
P

戸
(
)
(
〉
E
2
3
3
)
一
日
出
寸
C
H
Z
R
F
F
F
¥
A
F
4
2
頃
ロ
〔
一
戸
戸
〔
)
(
〉
5
2
(
品
)
)
出
(
ぜ
い
山
田
『
〔
)FFC

口
宍
王
コ
戸
「

円虫リ}】己』内町内引

Z
M凶『円
Z

ロぬ占戸川凶

C

(
〉
ロ
日

(
h
H

山))ヨ出臼
C
N

ヨ己
E
♂
〉
ト
J

m

戸山

O
(
〉
ロ
ロ
(
ふ
印
)
)
一
山
戸
叶
品
目
Z

門古石}】了山町戸

C

(

〉ロロ】
(
L
P

印))一四円臼匂

同色ロムい山

(
同
)
こ
の
点
に
関
す
る
い
子
説
的
整
理
に
つ
い
て
は
、
円
間
・
先
行
行
為
(
前
掲
十
社
(
誌
)
」
一
一
百
以
下
も
、
参
昭
{

な
お
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
場
合
に
の
み
作
為
五
務
を
認
め
る

H
高
・
前
掲
討
(
犯
)
有
八
頁
も
、
同
様
の
見
解

を
採
る
。
判
的
は
、
「
不
作
為
者
が
原
凶
を
ぷ
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
場
合
に
は
、
当
該
ギ
作
為
に
構
成
要
件
的
等
価
値
性
を
欠
く
た
め
ギ
頁

止
不
作
為
犯
は
成
す
し
な
い
つ
ま
り
、
原
凶
発
生
形
態
が
、

(
1
)
自
然
現
象
に
よ
る
場
合
、

(
2
)
被
害
者
の
故
意
・
過
失
に
よ
る
場
人
円
、

(
3
)

第
三
者
の
故
意
過
失
に
よ
る
地
合
は
、
不
真
正
不
作
為
犯
が
成
す
し
な
い
〔
傍
点
は
引
肘
者
〕
」
と
し
、
「
た
と
え
ば
、
家
屋
の
火
災
の
原
凶

日見
4 
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作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

、
、
、
、
、
、
、

が
落
甫
や
第
羊
仰
の
火
つ
け
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
家
屋
の
所
有
者
が
火
災
を
円
撃
し
な
が
ら
、
焼
慣
を
訟
が
む
し
て
何
ら
の
消
火
山
川
置
を
講
じ

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
家
屋
の
所
有
計
の
不
引
為
に
対
し
て
放
火
罪
の
不
真
片
不
作
為
犯
は
成
す
し
な
い
〔
傍
点
は
引
肘
粁
ご
と
し
て
い
る
ο

(
応
)
こ
れ
に
対
し
て
、
法
詩
保
護
五
務
に
基
つ
一
く
後
れ
不
作
為
犯
で
は
、
必
他
人
の
先
行
作
為
、
守
白
己
の
後
ノ
れ
不
作
為
、
一
管
結
果
発
刊
、
と
経

過
す
る
じ

(
同
)
出
ハ
ケ

{
E
Z
¥印
zzurコ
叩
門
「
命
。
戸

2

0

(

吉
ヨ
(

ω

)

)

ホ一戸

-Eコ
包

(
日
)
〈
注
目
。
句
c
t
F
口
出
の
ヌ
リ
F-

〈
戸
∞

R
H
G
G
∞
H
M
M
「N
回目]戸
G
G
お
U
N
∞

(
芯
)
ロ
(L-
ヨ
ユ
ゼ
]
{
]
甲
山
田
川
口

u
z
p
二
日
日
ω
事
案
は
、
被
告
人

X
は、

Y
が
被
古
者
に
対
し
と
バ
ム
叩
に
対
す
る
危
険
を
加
え
る
と
は
知

ら
ず
に
折
り
た
た
み
ナ
イ
フ
を
貸
し
た
と
こ
ろ
、

Y
が
被
害
者
に
刺
突
わ
為
を
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
r

こ
れ
に
つ
い
て
、
連
邦
通
常
裁

判
川
は
、
被
川
門
人
に
刻
し
て
、
他
人
に
宵
任
な
く
危
険
を
も
た
ら
し
た
場
合
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
止
じ
る
矧
害
を
阿
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
義
務
を
認
め
た
が
、
結
局
は
、
ナ
イ
フ
で
む
臓
を
突
き
刺
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
果
凶
避
可
能
川
け
が
不
明
で
あ
る
と
し
て
、
不
救
助

罪
の
み
を
認
め
た
。
も
っ
と
も
、
間
三

c-ZY
戸
包
(
)
(
ド
ピ
戸
田
平
日
)
)
-
m
H
山
田

E
t
は
、
義
務
に
違
反
し
て
い
な
い
先
行
行
為
の
均
台
に
は
、

犯
非
行
為
を
い
く
ら
か
促
進
し
た
と
し
て
も
、
誰
も
が
そ
の
先
行
れ
為
を
犯
罪
わ
為
の
蒜
凶
と
し
て
利
用
し
な
い
こ
と
を
信
用
し
て
も
よ
い
、

と
す
る
制
白
か
ら
、
義
務
違
以
で
は
な
い
先
行
わ
為
に
基
づ
い
て
義
務
が
川
ず
る
と
し
た
阿
判
決
を
批
判
し
て
い
る
〈

E
E
F
口

coz

-づ

H12】
コ
子
何
日
よ
c-
閃ヌ
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ロ
コ
〔
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ぼ
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)
出
η
F
O
E
v
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J
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E
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昨
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削
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正
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J

J

巳
百
円
出
弓
2

-
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円V
E
t
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日
巾
司
2
E
η
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Z
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η
E
R
-
z
ぬ
N
E
U
叶

C

口止〉
Z
Z
丘町戸ぬ

H
恒
岱
戸
山
臼
坦
∞

(
札
)
出
η
F
E
P
去の
F
3
丘
町
三
日
F
5
0
一
戸
口

(
)
2
2こ
ω))
や
間
二
一
回
E

U

U

こ
れ
に
対
し
て
、
先

h
行
為
に
義
務
違
反
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
来
づ
く

作
為
義
務
は
否
疋
き
れ
な
い
と
す
る
兄
併
と
し
て
、
」
命
2
7
2
F
4
4完
コ
弘
山

ω
C
E
コ
ヨ
(
ム
)
)
目
白
日
唱
え
戸
手

c
S
7
7
w
p
C
(
E
5
二
印
)
)

2
u
Eロ
た
一
併
が
ま
た
、
先
の
義
務
分
説
の
検
討
に
お
い
て
、
ク
ラ

l
7
i
H
ハ
イ
ネ
は
、
息
了
に
対
す
る
慌
督
が
(
故
国
に
)
不
十
分

で
あ
っ
た
川
荷
台
、
あ
る
い
は
銃
の
諜
波
が
違
法
で
あ
っ
た
助
作
は
、
先
自
作
為
れ
為
が
終
，
ー
し
た
後
で
も
後
れ
不
作
為
犯
が
(
梨
肋
と
し
と
)

可
罰
的
と
な
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
こ
れ
は
、
イ
エ
シ
ヱ
ソ
ク
や
ル
ド
ル
フ
ィ

l
と
同
様
の
刊
僻
に
決
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る

7
五

日〔一】。ロアつ¥叩《
F
向。ユそ『¥円コ
2
2
つ
吋
¥
口
三
口
う
戸
口
(
)
(
〉
E
Z
(
日))ヂザ
J
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ユザ
2
2
山
間
同
日
『
『
同
《
-
z
H
(
)
戸
日
(
)
お
)ο
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日見
4 

H附

な
お
、
白
〔
U
E
C
F
〆

N叶
a
H
C
E
H
Z
E
N
H
U
E
品
目
は
、
被
告
人

X
が

Z
に
対
し
て
ヘ
ロ
イ
ン
を
譲
渡
し
、

Z
が
そ
れ
を
白
己
使
肘

し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
以
前
の
飲
酒
と
薬
の
服
用
と
相
ま
っ
て

Z
は
玄
識
を
失
っ
た
、
し
か
し

X
は
Z
を
紋
助
す
る
こ
と
な
く
、
結
果
的
に

Z
が

死
亡
し
た
、
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、

Z
の
自
己
危
始
化
わ
為
に
従
っ
て
、
当
初
の
譲
渡
行
為
に
過
失
致
死
罪
が
成
ム
げ
す
る
こ
と
は
肖
疋
し
た

も
の
の
、
窓
識
を
失
っ
た
絞
の
救
助

r

主
務
に
つ
い
て
は
、
薬
物
法
(
目
。
E
戸
Z
E
E
-戸「己ぬ
20FN)
一
九
条
一
項
に
違
反
し
た
譲
渡
行
為
に
よ
っ

て
危
険
な
状
況
を
作
り
山
川
し
た
と
す
る
先
行
わ
為
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
肯
定
し
、
結
県
的
に
不
作
為
に
よ
る
過
失
致
ぽ
罪
を
か
円
J

疋
し
た
。
そ
の

判
断
に
除
し
て
は
、
一
当
初
の
行
為
に
よ
っ
て
、

X
が
紋
会
者
の

M
H
Eに
決
う
い
た
山
己
危
品
川
化
を
吋
抽
出
に
し
た
こ
と
と
、

X
の
刊
為
兵
務
は

矛
盾
し
な
い
。
危
険
の
玄
起
に
考
慮
し
て
行
為
の
可
柄
引
を
否
定
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
危
険
が
い
よ
い
よ
実
現
す
る
段
階
で
保
障
人
義
務
を

基
礎
づ
け
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
」
と
す
る
刊
不
が
添
え
ら
れ
て
い
る

戸川出
)
4
r
-
E
E
-勺
E
H
F
-一円ヱ小山台
F
-
E
E
z
p
小
山
可
え
方
n

一
己
弓
一
日
々
山
口
己
三
-
=
ロ
民
広
三
口
三
《
ケ
ご
ニ
ズ
ご
-
E
P
E
N
-
-
=
-
2
F
-子
Z
E
4
2三
者
ミ
E
5
2一
ミ
/
三
一
-2R-P

]
{
坦
∞
品
目

H
H
N
〉
ロ
日
]
{
品
供

(
出
)
国
ロ
ロ
ω4310-E-
ロ
戸
山
口
2
-
Eの
r
z
F
E
P
2
F
F
H
H
〉
三
「

H
C。
戸
お

N
H
2

(
川
凶
)
エ
ロ
一
一
一
戸
弓
〈
凶

ω
坦
一

3
4
H
Z
山内
N
-
3
∞
∞
ω
も
っ
と
も
、
不
門
為
に
よ
る
計
助
の
成
山
は
一
認
め
て
い
る
(
そ
の
た
め
小
救
助
罪
は
そ

れ
に
吸
収
さ
れ
る
と
し
て
い
る
)

(印

)
C円
u
p
r
-
2
J
J
-閃
ザ
ヨ
げ

4
N
叶
斗
}
坦
∞

-
H
Z
P
N
]
甲
田
円
二
♂
は
、
坊
へ
の
窃
砕
を
企
図
し
た
被
告
人
と
日
八
犯
者
が
、
出
t

明
を
つ
け
る

の
を
避
け
て
、
時
間
の
中
で
十
刀
向
を
確
認
す
る
た
め
に
マ
ソ
チ
を
つ
け
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
マ

y
チ
を
使
刷
後
に
投
げ
捨
て
て
い
た
と
こ
ろ
、

可
燃
物
に
着
火
し
、
燃
え
広
が
っ
た
と
い
う
事
案
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
(
な
お
、
版
原
が
は
、
街
保
未
遂
と
失
火
の
川
為
単

一
'
と
し
た
)
。
す
な
わ
ち
、
「
義
務
に
違
反
す
る
先
わ
行
為
は
、
構
成
虫
件
的
結
果
の
党
牛
に
対
し
て
直
接
的
な
危
険
を
惹
起
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
卜
で
、
「
窃
捺
を
h
r
凶
し
た
範
阿
の
行
為
は
、
場
介
に
よ
っ
て
は
窃
盗
の
実
現
に
対
す
る
直
設
的
な
危
険
を
基
礎
つ
一

け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
山
火
に
対
し
て
慕
従
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
一
と
し
て
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
消
火
設
y
拾
を
併
定
し
た
。
こ

の
判
決
に
つ
い
て
は
、
〈
ね

-
E岳
山
「
円
目
白

P

C

(

人
戸
口
日
(
司
{
}
)
)
一
日
目
白
∞
口

(
ω
)
C
F口
問
主
ユ
2
c
F
3
2
5
-
d
ω
o
-
c
-
3
3
凶
H
Z己記

-
S
U
N
3
3
事
案
は
、
同
然
環
境
保
守
議
団
体
日
の
構
成
員
で
あ
っ
た
被
川
門
人

X
が、

い
わ
ゆ
る
一
カ

l
・
ウ
才

l
キ
ン
ク
セ
ミ
ナ
ー

E
E
B
E
z
-
-
E五
日
の
E
ロ
己
防
ト
駐
市
等
へ
の
反
対
の
意
思
を
一
ボ
す
た
め
、

U
勤
半
の

上
を
本
く
一
が
威
行
動
ご
を
提
案
し
、
関
係
当
局
に
特
別
利
用
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
折
併
さ
れ
た
の
で
、

X
は
こ
れ
を
州

H
L
、
同
一
附
で
許
可

ItiJと57(4・136)166月



作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

さ
れ
て
い
る
白
転
車
に
よ
る
川
の
ヂ
モ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
川
体
B
の
構
成
員

Y
ら
が
、
一
日
発
的
に
カ

l
・
ウ
ォ
キ
ン
グ
を
実
行
し
、
こ

れ
が

1
時
間
ほ
ど
続
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

X
は
阻

H
Vな
か
っ
た

(
X
は
事
前
に
そ
の
実
行
を
知
っ
て
い
た
」
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、

H
決
疋
は
、
「
カ

l

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
別
の
デ
モ
参
加
者
の
向
己
答
責
的
な
決
断
に
基
づ
い
て

q
じ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
別
の
デ
モ
参
加
者
の
創
則
違
反
を
考
慮
し
て
、
被
川
川
人
の
先
/
什
行
為
が
保
障
人
義
務
を
基
健
づ
け
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
一
と
判
一
ボ
し
て
い
る
{
〆
~
五
戸
】
己
d
G
一h
c
z
t
d
c
c
£
戸
ユ
〈
凶
凶
∞

-g-HX」
5
~
]
中
空

-
S∞

(
前
)
回
E
白
石
E
H
¥
J
J
1
与
の
円
¥
Z
1
2
F
戸
包
(
)
(
〉
ロ
日
(
山
叶
)
)
出
目
ゴ

(
川
出
)
戸
コ
キ
E
Z
2
2
5
コ
コ
ニ
戸
プ
C

ヨ
C
♂
同
C

ヨ
E
Z
E
-
E
ヨ
印
守
M
H
f
2
2
N
T
】
η
戸
ロ
吉
〔
}
ω
]
中
甲
山
手
4
0
み
ω
二
月
己
=
叶
お

(
ω
)
C
F
E
巴
月
三
Z
P
2
E
f
f
E
ロ
ロ
ロ
n
m
D
C
(
九
百
己
(
仏
印
)
)
匂
出
U
C
M
h
ま
た
、
号
戸
一
戸
、
戸
山
口
(
)
(
一
戸
E
恒
三
回
)
)
一
日
コ
色
で
も
、
学
説
、

「
先
行

h
為
は
、
法
益
侵
古
へ
と
向
か
う
凶
果
経
過
を
川
引
き
起
こ
す
か
、
犯
罪
な
い
し
自
傷
の
危
険
を
惹
起
す
る
」
均
九
ロ
が
あ
り
う
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
後
者
は
義
務
を
サ
じ
き
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
c

す
な
わ
ち
、
「
正
犯
者
の
自
己
答
責
的
な
行
為
は
、
他
人
の
刑
事
的

責
任
に
対
し
て
限
界
を
設
定
す
る
」
と
し
、
「
危
険
な
先

h
行
為
と
は
、
法
話
日
目
舎
の
mmu
生
の
機
会
を
基
礎
づ
け
る
か
、
あ
る
い
は
、
す
で
に

法
論
侵
害
の
危
険
が
充
牛
し
て
い
る
状
況
を
向
め
る
行
為
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
一
と
す
る
。

(刊

)
C
F
E
〉
叶
ヨ
白
川
ド
C
(
〉
E
U
(
品
目
)
)
一
日
H
寸
印

(礼
)

C
丹門戸
Y

〉
↓
戸
位
。
(

h

r

コ
ヨ
二
叩
)
)
印
-
叶
也

(
花
)
巴
巳
円
E
Z
2
E
E
E
H
』
同

H
3
3
戸

M
H
d
H
h

二
川
)
ヨ
一
寸
E
Z
F
-
E
E
ロ
ロ
』
回
目
3
3
u
羽
目
♂
凶

(刊
)
E
E
「
白
山
C
Z
E
H
(
臼
叶
)
)
ヨ
出
叶
N
U
門
川
崎
れ
の
事
案
を
扱
っ
た
判
例
と
し
て
、
ぜ
一
色
白
〔
U
Z
一
目
、
み
百
三
4
]百
や

5
3
H
z
r
N
Z
Z
H
3
戸

N
U
N
J
1
n
-
戸
己
口
一
戸
山
F
H
1
0
p
p
p
(
)
(
人
ピ
ロ
ロ
(
岱
(
)
)
)
出
(
中
沼
山
口

な
お
、
共
犯
者
の
過
剰
行
為
に
対
す
る
責
仔
に
関
し
て
、
わ
が
凶
の
旧
刑
法
一
一
八
条
は
、
兇
依
然
衆
の
罪
と
し
て
、
「
(
山
暴
動
ノ
際
人
ヲ

殺
化
シ
右
ク
ハ
家
屋
船
舶
倉
庫
等
ヲ
焼
般
シ
タ
ル
時
ハ
判
明
二
千
ヲ
下
一
ン
及
ヒ
火
ヲ
放
ツ
者
ヲ
死
刑
ニ
処
ス
、
一
①
首
魁
及
ヒ
教
峻
者
用
ヲ
知
テ
制

セ
サ
ル
者
柑
川
ン
」
と
既
J

疋
し
て
い
た
。

(
万
)
で
の
他
、
白
己
答
責
的
行
為
の
介
+
れ
に
よ
っ
て
先
行
わ
為
に
基
づ
く
義
務
が
，
内
定
さ
れ
る
と
す
る
凡
僻
と
し
て
、

H
i
つ
己
戸
「
〉
=
m
R
-
E
X
-
-
Z
F
-
H
1
4
う
ニ
凶
〉
=
『
一
一
H
3
3
u
-
叩
お
日
仏
子
出
「
戸
川
戸
「
三
戸
当
2
F
F
千
円
』
戸
〔
)
(
ド
ゴ
戸
百
戸
(
山
叶
)
)
出

(
}
J
1

お『

むにロ「}】のH1]ロ
T

。σω
山戸門戸」[
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日見
4 

H附

な
お
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
松
J
H
苧
明
一

『不
且
六
百
不
作
為
犯
』

っ
て
何
っ
」
現
代
刑
事
法
ハ
八
号
(
一

0
0
同
作
)
一
六
頁
が
、
一
白

分
が
与
え
た
道
具
や
権
利
が
犯
行
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
後
で
気
づ
い
た
が
、
そ
れ
を
放
置

ν

た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
も
、
与
え
た
も
の
が
ど
う
使

わ
れ
る
か
は
相
手
の
頁
仔
な
い
し

♂
官
斡
』
で
あ
る
か
ら
、
不
作
為
に
よ
る
割
助
が

F

内
定
さ
れ
や
す
い
一
と
し
て
い
る
c

判
例
に
お
い
て
、
白

己
の
先
れ
行
為
徒
、
他
人
の
位
円
台
的
/
什
為
が
介
す
忙
し
た
事
例
に

7
さ
、
保
障
人
義
務
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て
、
①
凶
早
砂
ね
の
指
輪
に
使
用
す

る
と
は
知
り
ず
に
止
犯
計
Y
に
船
を
貸
与
し
た
主
従
に
つ
い
て
、
「
十
円
傭
船
山
梨
約
の
解
除
、

V
ん
は
終

f
等
に
よ
り
、
同
船
が
被
告
人

X
の
ア
に

占
有
が
復
仰
せ
き
る
似
り
、
土
だ
か
つ
て
川
船
の
わ
動
に
つ
い
て
、
川
被
告
人
を
し
て
、
責
任
を
負
わ

ν

も
べ
き
筋
合
で
な
い
」
と

ν

て
、
不

作
為
割
肋
の
成
立
を
五
円
定
し
た
福
岡
布
判
昭
和
一
力
二
九
五
つ
)

A

1
八
月
一
一
日
高
州
特
報
一
り
一
貝
、
一
明
止
犯
者

Y
が
料
舟
町
の

存
ι

キ
を
業
と
し
て
売
呑
喝
所
に
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
科
理
由
並
び
に
飲
食

RF凶
業
許
可
の
お
表
貸
し
を
し
た
官
官
系
に

つ
い
て
、
「
十
什
各
w
d

川
向
井
米
名
誌
の
貸
与
と
い
、
つ
被
告
人
の
先

h
行
為
と

Y
の
業
と
し
て
の
売
春
場
川
の
提
供
と
の
聞
に
は
閥
辿
が
乏
し
〔
い
ご
と

し
て
、
不
作
為
常
助
の
成
げ
を
否
疋
し
た
よ
阪
両
判
平
成
一
二
九
九

C
)
年
一

H

三
日
布
刑
佐
世
間
一
一
巻
一
号
一
頁
(
一
計
釈
と
し
て
、
内
田

正
町
「
判
批
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
ハ
ハ
ロ
勺
(
九
九
一
年
)
八
七
向
(
)
、
が
あ
る
。
も
ワ
と
も
、
わ
が
凶
の
判
例
に
お
い
て
は
、
般
理
論
と

し
て
、
符
4
H
的
わ
為
の
介
存
に
よ
っ
て
先
行
わ
為
に
荒
づ
く
お
務
が
併
定
さ
れ
る
、
と
理
解
き
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
克
行
わ
為
に

基
づ
い
て
不
作
為
部
助
を
認
め
た
事
案
も
あ
る
(
大
阪
地
判
昭
和
問
凹
(
九
六
九
)
午
凹
月
八
日
判
時
立
ヒ
五
回
勺
九
i

ハ
頁
〔
許
釈
と
し
て
、

阿
部
純
一
「
判
批
」
判
例
時
報
五
九
六
号
二
九
七
ひ
年
)
四
内
向
心
。

(
市
)
そ
う
し
た
理
解
は
、
先
行
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
危
険
状
態
に
つ
い
て
も
、
最
終
的
に
は
符
責
的
な
占
だ
け
が
帰
責
を
負
う
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
考
え
仁
川
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
泣
H
4
H
的
行
為
の
介
存
に
よ
っ
て
先
行
行
為
に
恭
つ
一
〈
兵
務
が
併
一
疋
さ
れ
る
と
す
る
と
、
結
果

的
に
そ
れ
は
、
一
人
だ
け
が
先
行
行
為
に
基
づ
く
義
務
を
負
う
、

f
人
テ
ム
で
あ
る
こ
と
に
な
る

J

し
か
し
、
そ
れ
で
は
犯
罪
を
行
っ
た
計
に
は

詰
に
、
そ
の
先

h
犯
罪
/
什
為
に
恭
づ
い
て
結
果
回
遊
義
務
が
ぶ
さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
。

(η)
島
田
・
不
作
為
共
犯
戸
一
」
(
削
掲
一
註
(
お
こ
二
一
七
頁
以

I
は
、
保
障
人
的
地
位
は
、
わ
動
的
向
由
へ
の
強
度
の
制
約
を
止
当
化
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
卜
で
、
い
か
な
る
場
介
に
止
当
化
き
れ
る
か
に
閉
し
て
、
次
の
よ
う
に
ギ
山
祝
す
る
…
「
こ
の
よ
う
な
制
約
は
ど
の
よ

う
な
場
合
に
辻
当
化
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
行
為
者
が

U
V盆
が
失
わ
れ
る
危
険
性
を
何
ら
か
の
形
で
同
め
て
い
た
川
荷
台
だ
と
忠
わ
れ
る
の
自

問
l
義
社
会
に
お
い
て
は
、
人
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
限
り
何
を
す
る
こ
と
も

U
出
だ
が
、
白
ら
が
危
険
を
作
り
山
し
た
場
合
に
は
、
そ

う
し
た
山
出
を
部
分
的
に
税
牲
に
し
て
も
、
自
分
が
作
り
出
し
た
危
険
を
除
土

L
、
法
拾
を
保
議
す
る
ふ
務
を
負
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
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作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

し
て
、
こ
の
よ
う
な
根
拠
に
基
ワ
き
、
先
行
行
為
に
食
品
づ
く
五
務
を
一
認
め
る
こ
と
を
止
当
化
し
て
い
る
(
危
険
創
山
行
為
に
基
づ
く
保
障
人
的

地
付
)ο

な
お
、
烏
阿
は
、
危
険
源
に
対
す
る
意
識
的
引
き
交
け
に
基
つ
い
て
も
保
障
人
的
地
位
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
(
危
険
源
管
理
義
務
)
。

そ
し
て
、
危
険
源
管
理
義
務
と
、
危
険
創
山
れ
為
に
恭
づ
く
五
務
と
は
、
応
、
前
者
が
、
不
作
為
ヰ
引
の
故
立
不
作
為
の
時
点
で
、
危
険
源
あ

る
い
は
作
出
さ
れ
た
危
険
状
態
が
未
だ
行
為
者
の
支
配
領
域
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
均
台
、
後
者
が
、
そ
れ
が
す
で
に
被
害
者
ま
た
は
第
三
者

の
支
配
領
域
内
に
移
転
し
て
い
た
場
合
、
と
い
う
点
で
区
別
で
き
る
も
の
の
、
山
者
は
連
続
的
な
も
の
(
先
わ
行
為
に
基
づ
く
義
務
を
行
定
す

る
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
州
者
の
灰
別
は
問
題
、
と
な
る
こ
と
に
な
る
)
と
理
解
し
て
い
る
(
島
田
・
同
二
四
一
員
以
下
、
参
照
)
っ
島
出
の
保
障

人
的
地
位
の
光
生
根
拠
に
閲
す
る
理
解
に
つ
い
て
は
、
烏
同
不
作
為
犯
(
、
出
向
註
(
日
記
)
)
一
六
頁
以
下
も
、
参
照
。

(
問
団
)
島
田
・
不
作
為
犯
(
前
封
一
山
(
向
山
)
)
一
一
ー
ハ
一貝
以
卜
、
参
照

戸
川
…
)
両
日
小
作
為
犯
論
(
，
削
掲
一
註
(

4

1

)

)

一
八
七
民
、
手
J
M。
先
の
ヨ
コ
コ
込
日
つ
三
三
口
口
一
-
目
H
3
5
一
日
H
A
d
H
『
一
c
r
E
〉
叶
区
戸
(
)
(
〉
三
門
戸

(
ふ
と
)
出
口
叩
の
指
摘
と
同
様
で
あ
る
c

(
川
町
)
〈
性
出
向
ケ
言
T
¥日
5
3
舎
三
日
E
R
一
戸
∞
(
)
(
〉
ロ
ヨ
(
山
)
)
叩
H
戸
F
E
さ

(
引

U
)
/
~
~
E
F
7
0
=
古
ゆ
¥
印
。
ざ
O

斗
空
¥
叩
門
「
命
。
戸
2

0

(

〉
=
ヨ
(
ω
)
)
4
1
一
一
戸
克
巳
コ
ω
坦

(
川
出
)
島
田
・
不
作
為
共
犯
「
一
)
(
削
掲
一
註
(
お
)
)
一
ア
λ

五
頁
以
ト

f

(
お
)
島
田
聡
郎

副T
I
犯
・
共
犯
論
の
基
礎
理
論
』
(一

0
0
二
A
1
)

の
参
同
折
不
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
判
的
)
広
義
の
共
犯
の
成
肖
に
お
い
て
も
符
責
刊
の
岡
山
点
を
強
調
す
る
す
場
と
そ
の
問
題
{
に
つ
い
て
は
、
島
田
聡
一
郎
一
広
義
の
共
犯
の
一
般
的

成
す
以
件
」
斗
教
法
rj
子
五
七
回
勺
(
一
一
ひ
っ
一
年
)
六
川
日
以
卜
参
照
、
と
の
誌
が
付
さ
れ
て
い
る
。

(
町
出
)
事
問
に
ナ
イ
フ
を
貸
し
た
被
告
人
に
閲
す
る
迎
邦
通
常
裁
判
所
一
九
計
八
年
間

H
一
日
刊
決
(
前
一
拘
註
(
日
)
、
参
出
山
、

(
山
間
)
回
。
=
ロ
ド
の
E
5
F
E
r
z
ロ
月
日
「
M
H
F
2
-
S
E
E
E
F
E
P
2
F
F
Z
E
E
-
u
E
E
E壱円
E
E
-
Y
H
F
V
叶
日
日
目
。
(
)
円
の
参
照
指
示
、
ヘ
ル
ツ
ベ
ル

ク
は

B
に
敵
意
が
あ
る
場
台
に
は

A
を
割
肋
と
し
て
い
る
、
と
の
一
誌
が
付
さ
れ
て
い
る
{

(
m
N
)

神
山
・
保
障
人
兵
務
土
問
掲
註
(

4

)

)

一
今
凹
良
の
参
間
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
ご

(ω
叩)
A

〈

E

P

Z

Z々

¥ptzv号
さ
h
z
ヨ
ミ
¥
『
『
竺
コ
勾
白
戸

O
(
シ
コ
ヨ
二
日
)
)
一
〈
G
Z
V
2
-
E
N
ω
戸
田
〔
}
コ

-
C
坦
の
参
出
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
川
出
)
島
田
は
、
不
刊
為
者
と
汁
犯
者
と
の
関
係
に
基
づ
く
純
粋
な
色
味
で
の
一
犯
罪
阻
d
義
務
」
の
存
在
に
刈
し
て
行
定
的
で
あ
る
そ
れ
ら
の

義
務
は
、
危
険
源
管
理
義
務
、
危
険
制
同
行
為
に
募
づ
く
義
務
、
法
益
に
対
す
る
保
護
義
務
、
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
か
、
そ
れ
と
も
無

北法57(4-13:>)1671
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罪
と
さ
れ
る
べ
き
か
の
ど
ち
勺
か
に
解
消
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
(
片
凶
・
不
作
為
共
犯
(
一
)
(
前
掲
主
(
お
)
)
一
六
ハ
頁
以
卜
、
参
聞
)
{
}

戸
別
)
山
中
・
小
作
為
相
助

(vm掲
註
(

2

)

)

一
一
凶
一
八
頁
の
参
照
的
不
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
川
礼
)
島
出
聡
郎
「
管
珂
監
督
過
失
に
お
け
る
7
1
犯
性
、
信
頼
の
原
則
、
作
為
義
務
一
山
川
厚
編
著

a
ク
ロ
ー
ズ
ア
ヅ
ブ
刑
法
総
論
』
(
一
。

。
三
刊
)
口
一
十
日
(
(
以
十
、
同
前
主
は
、
「
島
田
・
管
剤
取
督
過
夫
」
と
引
用
す
る
)
の
参
照
桁
不
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
位
)
も
っ
と
も
、
義
務
分
説
が
、
保
護
者
的
保
障
人
〔
法
話
保
設
義
務
類
型
〕
の
場
合
は
作
為
汗
犯
者
の
行
為
に
よ
っ
て
被
古
省
が
即
死
す
る

な
ど

ν

て
、
作
為
市
犯
者
の
行
為
依
に
保
障
人
に
も
は
や
刊
為
可
能
性
が
な
か
ロ
た
場
合
ま
で
、
保
障
人
を
中
独
IL
犯
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
妥
当
で
な
い
(
山
中
小
作
為
割
肋
(
、
削
掲
註
(

2

)

)

一
五
七
頁
も
参
岡
山
、
と
の
刀
が
付
さ
れ
て
い
る
。

(
日
出
)
島
田
・
不
作
為
共
犯
(
一
)
(
削
幅
一
註
(
お
)
)
一
一
二
口
頁
N
U

卜
も
、
参
照
=

戸
川
一
)
島
回
総
郎
「
被
山
千
円
音
に
よ
る
危
険
引
受
」
山
口
岡
町
編
著

『ク
ロ
ー
ズ

f
y
プ
刑
法
総
論
L

F

一
0
0
一
年
)
一
三
三
貝
は
、
「
白
為
者
が
、

U
「
」
危
桁
化
へ
の
悶
与
れ
為
を
行
っ
た
後
、
被
古
計
を
な
お
救
助
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
人
n
に
、
行
為
者
に
不
作
為
犯
の
成
す
が
認
め
ら
れ
る

か
行
か
」
を
一
つ
の
問
題
と
し
て
促
え
、
同
一
九
貝
で
は
、
「

M
Eに
よ
っ
て
不
法
の
存
也
そ
れ
白
体
が
内
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
行
為
占

の
当
初
の
行
為
は
、
い
わ
ば
被
害
省
を
適
法
に

T
肋
け
す
る
行
為
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
行
為
を
根
拠
に
不
作
為
犯
を
芯
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ

れ
に
刈
し
、
被
害
者
が
必
の
危
険
に
き
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
行
為
者
の
当
初
の
わ
為
は
、
違
法
な
危
険
創
山
行
為
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

を
恨
拠
に
不
作
為
に
よ
る
自
殺
関
与
埠
の
成
す
を
認
め
る
余
地
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
同
一
力
二

R
も
、
参
照
、

(部

)
(
V
F
5
巴
克
己
円
丘
町
内
内
『
ニ
ド
の

F
何
回

DhFFEpmw
戸
〔
)
(
〉
ロ
ロ
ド
(
併
印
)
)
日

ω
G
N
h

戸
川
出

)
(
)
F
E
/叶
戸
口
(
)
(
〉
三
吋
}
(
仏
日
)
)
小
山

H
叶
日

(
巾
出

)

O円
門

O

〉
、
ト
J

p

m
戸

O
(〉
ロ
己
(
仏
印
)
)
一
山

H
叶
恒

(
m
m
)
【
己
【
門
戸
〔

-
z
-
2
E
E
E
Y
』
同

H
3
3
戸
お

H

小口

(ω)
島
田
・
不
作
為
共
犯
戸
一
」
(
剛
一
向
一
註
(
お
こ
一
主
五
頁
以

I
{

(
別
)
直
被
昨
の
も
と
で
も
、
責
任
の
な
い
介
存
行
為
や
構
成
要
件
的
事
実
の
錯
ぷ
に
基
ワ
く
介
在
行
為
を
川
引
き
起
こ
し
た
場
合
に
は
、
な
お
先
行

行
為
に
慕
づ
く
義
務
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
(
〈
E

E己
c-Z】
民

戸

O
(
〉
コ
ヨ
二
日
)
)
守
山
]
戸
白
色
コ
二
)
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
初
の

先
わ
行
為
の
単
独
疋
犯
性
が
肯
定
さ
れ
う
る
の
で
、
外
許
的
制
約
に
よ
っ
て
dl
る
べ
き
答
責
開
理
に
本
づ
く
帰
結
日
体
が
な
い
か
ら
、
先
行
行

為
に
基
づ
く
義
務
を
肯
定
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ItiJと57(4・140)1672 



作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

(
川
)
こ
の
珂
解
に
従
え
ば
、
千
説
卜
、
同
己
危
殆
化
わ
為
に
対
す
る
関
与
と
、
白
「
旨
県
明
化
行
為
へ
の
関
与
後
の
不
救
助
、
を
灰
別
せ
ず
に
論
じ

る
見
解
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
向
者
は
河
品
的
に
同
川
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
己
危
殆
化
行
為
に
対
す
る
問
日
は
そ
の
共
犯
性
に

基
づ
い
て
叫
罰
件
が
肖
{
止
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
自
己
符
責
的
ノ
れ
為
に
対
寸
る
附
与
後
の
不
救
助
は
そ
の
関
与
わ
為
の
共
犯
竹
町
帰
結
を
無

E
味
に
し
な
い
た
め
に
そ
の
成
す
が
否
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
常
助
的
だ
か
ら
不
可
割
に
な
る
の
で
は
な
く
、
悶
付

J

の
有
助
性
を
肌
一
意

味
に
し
な
い
た
め
に
事
後
的
な
救
助
義
務
が
否
疋
き
れ
て
い
る
)
。

(m)
福
岡
高
裁
問
和
一
立
午
八
月
一
日
判
決
(
問
掲
一
註
(
円
)
)
ご

(
山
山
)
島
田
田
小
作
為
共
犯
(
一
)
号
制
掲
註
(
苅
)
)
一
五
?
ハ
頁
。

(
山
川
)
島
田
・
不
作
為
共
犯
(
一
)
(
削
幅
一
註
(
お
)
)
一

R
i
ハ頁

戸
川
山
)
福
附
高
裁
昭
和
一
立
年
八
月
一
日
判
決
勺
問
掲
註
(
万
)

)

ο

(
肌
)
島
田
・
不
作
為
共
犯
(
一
)
(
削
掲
一
註
(
お
)
)
一
万
八
頁
は
、
危
険
創
出
行
為
の
民
件
と
し
て
、
次
の
点
を
剥
げ
る
c

一
乍
現
実
に
行
わ
れ
た

止
犯
行
為
と
、
共
犯
行
為
が
な
け
れ
ば
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
市
犯

h
為
と
を
対
比
し
た
と
き
に
、
徒
主
計
が
前
者
よ
り
も
結
果
発
生
の
孟
然
性
を

高
め
て
お
り
、
そ
の
高
め
ら
れ
た
危
険
が
結
果
に
実
現
し
た
と
汗
伺
で
き
る
こ
と
、
一
弘
主
犯
者
の
心
珂
に
関
す
る
製
件
と
し
て
、

T
I
犯
者
が
、

不
作
為
朽
の
危
険
創
山
時
に
お
い
て
、
す
で
に
犯
れ
を
決
E
し
て
い
る
か
、
そ
の
兆
候
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
(
あ
る
い
は
危
険
創
山
わ
為
そ

れ
日
体
が
、
犯
行
を
決
意
さ
せ
る
に
足
る
強
力
な
も
の
で
あ
る
こ
と
て
匂
一
小
作
為
の
時
点
に
お
い
て
、
不
刊
為
者
に
故
肱
が
認
め

h

つ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
不
作
為
占
が
市
犯
者
の
犯
行
に
山
刊
か
う
明
山
な
傾
向
の
存
存
又
は
そ
の
作
出
を
現
実
に
一
♂
識
し
て
い
た
こ
と
が
直
史

と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
向
出
・
同
一
ハ
一
貫
は
、
福
岡
両
政
昭
和
一
万
年
八

H
一
一
日
判
決
(
前
伺
江
(
お
)
」
に
対
し
て
、
「
船
の
貸
与

U
体
は
違
法
行
為
で
は
な
い
か
、
こ
の
事
案
で
は
、
正
犯
者
ら
が
他
か
ら
船
を
借
り
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
c

そ
し
て
、
こ
う
し
た
形
態
の
直
輸
に
は
船
が
不
可
欠
で
あ
る
c

そ
う
だ
ト
と
す
れ
ば
、
危
険
創
山
行
為
は
か
円
定
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
さ
ら
に
、
本
件
げ
で
は
②
、
∞
の
要
件
も
満
た
さ
れ
て
い
る
と
里
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
不
作
為
に
よ
る
割
肋
を
一
認
め
る
余

地
は
分
に
あ
っ
一
た
よ
う
に
mい
わ
れ
る
」
と
す
る
(
」

(
即
)
島
田
田
小
作
為
共
犯
(
一
)
号
制
掲
註
(
苅
)
)
一
五
?
ハ
頁
。

(
別
)
島
田
・
不
作
為
共
犯
(
一
)
(
削
掲
一
註
(
お
)
)
一
主
七
頁

戸
川
山
)
島
田
・
た
礎
珂
ん
州
(
前
掲
司
(
幻
)
)
一
九
貝
、
山
口
岡
町

『刑
法
総
論
』
(
補
訂
版
、

一
0
0
五
年
)
ー
ハ
阿
白
川
、
参
出
。
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(
山
)
本
稿
・
第
一
章
第
二
節
第
一
項
の

3

(北
大
法

F

玄
珊
集
石
七
巻
一
号
)
、
参
出
、
ご
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
稿
の
考
察
対
象
と
し
て
の
不
作
為
関
与

は
山
一
恥
敏
正
犯
で
あ
る
と
し
て
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

(
山
)
な
お
、
片
岡
聡
一
郎
「
不
作
為
に
よ
る
共
犯
に
つ
い
て

(

7

J

一
教
法
学
六
凶
号
(
一

C
C
一
一
角
)
有
一
頁
N
M
l
は
、
わ
為
後
T
K
犯
説
を

採
る
こ
と
を
明
芹
し
て
い
る
の
で
、
先

h
作
為
行
為
終

f
後
の
内
同
行
不
作
為
犯
が
認
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
(
単
独
)
置
犯
と
し
て
の
不
作
為
犯

を
両
疋
す
る
こ
と
に
な
る
(
本
稿
・
第
一
京
市
一
節
前
一
項
の

3

〔
北
ト
人
法
学
論
集
主
七
巻
一
号
〕
も
、

tum-

(
山
)
な
お
、
島
田
が
、
別
抗
で
管
理
監
督
過
失
を
論
じ
る
際
に
、

M
H怖
の
問
問
占
か
ら
後
行
不
作
為
犯
の
成
否
に
つ
い
て
考
察
し
た
仲
間
川
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
つ
い
と
も
見
亡
み
る
。
内
問
は
、
「
過
失
犯
の
T
I
犯
引
も
慕
本
的
に
故
意
犯
の
場
合
の
そ
れ
と
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
、
危
険
物
の
告
理
手
め
の
み
を
A
n
h

つ
体
の
過
失
不
作
為
に
よ
り
危
険
物
が
故

E
の
犯
以
行
為
に
位
わ
れ
た
場
合
に
は
、

色
理
義
務
者
は
過
失
犯
の
罪
買
を
負
わ
な
い
と
芹
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
の
義
務
山
川
市
什
は
、
危
険
物
の
管
理
に
っ
き
る
の
で
、
て
の
ト
刀
に
関
す

る
作
為
義
務
違
以
行
為
後
の
故
意
行
為
の
介
入
に
よ
り
、
当
該
不
作
為
的
7
1
犯
性
が

F

内
定
さ
れ
、
過
失
に
よ
る
割
肋
と
し
て
抗
終
的
結
果
に
つ

い
て
は
罪
責
を
負
わ
な
い
。
例
え
ば
市
が
、
違
法
に
所
持
す
る
銃
の
管
却
を
怠
ワ
た
と
こ
ろ
、
乙
が
そ
れ
を
添
み
、
丙
を
此
意
に
殺
す
こ
と
に

肘
い
た
場
合
、
印
に
は
銃
刀
法
違
反
し
か
成
す
し
な
い
と
併
す
べ
き
で
あ
る
一
(
島
田
管
理
常
む
過
夫
(
前
掲
式
(
則
二
口
一
同
以
下
)

と
し
て
い
る
ご
確
か
に
、
こ
の
占
は
適
切
と
思
わ
れ
る
ご
当
初
の
管
理
義
務
達
比
に
基
づ
く
禿
牛
結
果
自
体
は
、
背
後
の
過
失
不
刊
為
官
に
帰

属
さ
れ
る
も
の
の
、
し
か
し
そ
こ
で
止
犯
引
が
否
定
さ
れ
て
い
る
以
、
不
可
制
の
過
失
共
犯
(
割
肋
)
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
た
だ
、

こ
の
主
張
は
、
本
文
に
お
け
る
先
の
同
凶
の
張
に
い
う
小
心
に
か
か
る
部
分
で
あ
っ
て
、
包
~
に
か
か
る
部
分
で
は
な
い
ご

問
題
は
、
同
阿
も
明
一
六
す
る
、
「
正
犯
行
為
終
了
仏
慌
の
、
そ
の
違
以
が
単
独
在
犯
を
基
礎

a

つ
け
る
よ
う
な
救
助
義
務
」
の
存
併
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
品
凶
は
、
「
こ
の
よ
う
な
場
合
[
先
の
銃
の
管
理
即
時
怠
事
例
引
用
者
山
〕
の
巾
に
過
失
致
死
の
汁
犯
を
認
め
る
た
め
に
は

乙
の
行
為
の
介
入
後
に
さ
ら
に
甲
に
(
負
傷
し
た
)
丙
を
助
け
る
義
務
が
存
す
忙
し
て
い
る
と
構
成
す
る
ほ
か
な
い
〕
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場

合
に
叩
に
作
為
義
務
を
認
め
る
こ
と
は
、
他
人
(
乙
)
の
故
意
行
為
を
介
し
た
間
接
的
な
先
わ
行
為
の
み
に
よ
っ
て
救
助
義
務
を
認
め
る
こ
と

を
志
昧
す
る
{
}
し
か
〕
、
そ
の
よ
う
な
他
人
の
故
自
行
為
を
介
〕
た
間
後
的
な
危
険
創
出
行
為
が
存
在

ν

、
そ
の
後
、
作
為
川
能
性
が
保
在
す

れ
ば
直
ち
に
保
証
人
的
地
位
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
教
唆
、
討
肋
は
、
殆
と
の
場
合
、
不
作
為
に
よ
る
王
犯
と
な
っ
て
し
ま
い
、
刑
法
?
ハ
一
条
、

ー
ハ
一
条
の
m
m
i元
が
実
際
ト
鮮
国
昧
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
」
(
島
田
・
同
一
口
一
頁
)
と
し
て
、
事
後
的
な
故
肋
義
務
の
否
定
は
、
救
峻

割
前
助
を
無
意
味
に
し
な
い
た
め
で
あ
る
と
す
る
に
と
と
ま
る
。
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作為犯に対して介在よる不作為犯(五)

も
っ
と
も
、
一
月
凶
は
、
ホ
テ
ル
や
デ
パ
ー
ト
の
火
災
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
場
合
に
保
防
人
的
地
位
を
基
礎
づ
け
る
根
拠
に
は
、
危
険
抑
の
川
引

き
受
け
に
加
え
て
、
被
害
者
の
法
誌
に
対
す
る
川
引
き
受
け
も
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
か
ら
、
火
山
久
発
生
後
の
被
害
者
を
保
護
す
る
こ
と
も

義
務
の
内
容
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
す
る
c

ぞ
し
て
、
法
採
の
引
き
受
け
に
基
づ
く
、
火
災
党
中
後
の
五
務
は
、
た
と
え
そ
の
原
岡
が
他
人
の

犯
県
行
為
に
あ
ろ
う
と
、
そ
の
原
凶
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
〕
ま
た
、
実
際
卜
、
火
災
発
生
後
は
刊
為
可
能
刊

j

同
体
が
存
許
し
な
い

場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
も
、
門
為
可
能
性
が
な
い
状
態
が
、
白
ら
の
義
務
(
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
設
置
義
務
)

を
履
行
し
な
か
っ
一
た
の
み
な
ら
ず
、
他
人
の
救
助
拾
世
を
も
排
除
す
る
よ
う
な
危
険
な
状
態
を
作
り
出

ν

た
場
人
円
に
は
、
火
災
党
牛
後
に
作
為

義
務
の
は
行
が
不
刊
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
問
責
行
為
か
ら
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
と
い
る
(
品
開
・
同
心
一
頁
以
下
、
参
照
)
。

(
山
)
島
田
・
不
作
為
共
犯
(
一
)
(
削
幅
一
註
(
お
)
)
一
主
七
頁

戸
川
一
)
島
田
・
小
作
為
共
犯
(
一
)
(
，
削
掲
註
(
日
)
)
一
五
頁
。

(
出
)
島
田
・
不
作
為
共
犯
(
一
)
(
削
掲
一
註
(
お
)
)
一
古
今
頁
以
↑
。

、
、
、
、
、
、

(
出
)
も
ち
ろ
ん
、
殺
人
既
遂
副
市
助
を
成
立
さ
せ
た
く
な
け
れ
ば
此
肋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
以
射
的
な
義
務
は
、

X
に
も
存
存
す
る
も

の
の
、
そ
れ
は
先
行
行
為
に
慕
づ
く
義
務
で
は
な
い
。

(
山
)
島
田
・
不
作
為
共
犯
「
一
)
(
削
掲
一
註
(
お
)
)
一

I
七
頁

(
山
)
高
山
目
前
掲
註
(

4

)

?

ハ
一
頁
以
下
。

(
山
)
高
山
・
前
掲
註

(
4
)
六
有
一一
円
は
つ
な
お
、
尚
山
・
同
六
立
頁
は
、
傷
宵
致
死
罪
が
殺
人
ザ
に
恥
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
指
摘
に
続
け
て
、

「
実
務
に
お
い
て
牧
草
の
認
定
が
慎
E
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
、
傷
害
の
時
点
で
殺
背
中
が
な
け
れ
ば
殺
人
と
評
価
し
え
な
い
か
ら
で

あ
ろ
う
、
も
し
先
行
行
為
と
事
後
の
認
識
と
で
殺
人
以
を
成
与
す
さ
せ
て
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
実
認
1

疋
の
努
力
も
引
く
不
安
で
あ

る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る
こ
れ
に
刻
し
て
、
島
山
・
不
作
為
共
犯
(
二
)
(
前
掲
註
(
お
)
)
一
台
良
は
、
こ
の
高
山
の
指
摘
に
対

し
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
白
石
山
で
被
士
長
に
対
し
暴
行
を
加
え
た
後
、
重
篤
な
状
態
に
陥
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
故

E
に
医
師
の
治
療
を
受
け
さ
せ
ず
に
放
置
)
た
被
苫
人
に
対

ν

、
傷
合
罪
、
と
殺
人
以
の
成
す
を
認
め
た
、
東
京
地
裁
八
干
L
J
支
判
昭
和
五
ヒ
二

九
八
一
)
司
一
月
一
二
日
判
タ
四
九
回
り
凶
一
白
川
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
ト
で
、
「
こ
の
見
解
の

『実
務
』
に
対
す
る
詳
怖
に
は

や
や
疑
問
が
あ
る
」
と
し
、
一
先
行
わ
為
を
保
障
人
的
地
位
の
発
生
根
拠
と
す
る
こ
と
は
、

『事
実
認
定
の
努
力
を
不
要
』
と
す
る
も
の
で
は
決

し
て
な
い
。
そ
の
よ
う
に
解
し
た
と
し
て
も
、
不
作
為
時
に
お
け
る
故
思
の
認
定
は
慎
豆
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
で
は
、
ま
さ
に

北法57(4 -14:;) 1675 



日見
4 

H附

『事
実
一
♂
疋
の
努
ん
し
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
ご
な
お
、
高
山
・
同
七
良
は
、
そ
の
八
王
了
立
部
判
決
の
事
案

に
つ
い
一
¥
「
山
己
が
傷
合
を
負
わ
せ
た
音
に
対
す
る
医
械
の
小
給
付
も
、
事
務
管
理
が
認
め
ら
れ
な
い
場
台
に
は
、
殺
人
罪
で
な
く
、
傷
官

欽
記
界
と
詳
価
き
れ
る
べ
き
で
あ
る
一
v

と
し
て
い
る
c

尚
山
の
作
為
誕
t

妨
根
拠
に
閲
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
山
内
山
・
同
i

ハ
ヒ
向
日
以
下
、
忠
世
一
昭
、

(m)
も
ち
ろ
ん
反
射
的
な
義
務
を
照
行
し
な
か
ッ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
独
川
に
不
真
夜
不
作
為
犯
が
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(
国
)
殺
人
わ
為
後
、
そ
の
克
行
殺
人
行
為
に
基
づ
く
死
亡
結
果
の
回
避
義
務
の
存
否
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
し
て
は
後
述
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
先

行
行
為
と
後
続
の
不
作
為
犯
を
体
、
と
し
て
詐
価
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
別
例
の
行
為
と
し
て
捉
え
て
い
る
)
先
わ
行
為
と
後
続
の
不

作
為
犯
を
体
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
岩
山
目
先
れ
行
為
(
前
掲
註
(
お
こ
っ
九
貝
以
「
、
同
「
先
わ
れ
為
に
基
づ
く
保

障
人
的
義
務
に
関
す
る
ヤ
コ
ブ
ス
の
見
解
」
法
学
研
究
(
大
阪
学
院
大
学
)
一
八
巻
一
口
(
一
む
の
一
咋
)
二
=
頁
詰
(
刊
)
が
批
判
的
で

あ
る
。

(
国
)
こ
の
こ
と
は
、
高
山
が
不
し
た
、
先
わ
行
為
に
基
っ
く
義
務
に
対
す
る
批
判
が
、
股
火
罪
に
対
し
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
も
ぜ
味
し

て
い
る
じ
な
ぜ
な
ら
、
失
火
後
の
故
意
に
よ
る
不
消
火
に
つ
い
て
、
先
行
の
牛
へ
火
に
基
づ
く
不
作
為
に
よ
る
放
火
罪
が
成
立
す
る
と
す
る
見
解

に
対
し
て
は
、
す
で
に
失
火
罪
が
成
立
し
て
い
る
以
卜
、
将
来
の
既
遂
成
す
の
可
能
川
引
を
根
拠
に
、
後
続
の
不
作
為
犯
の
成
ム
げ
を
否
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る

(邸

)
(
E
E
己
口
コ
】
コ
ザ
ニ
-z
ロ
石
口
Z
E
-吉
コ
関
〔
}
ロ
ヨ
ゴ
円
Z
Z
ユ
5
5
y
(
Z
-
S戸
山
二
日
な
(
同
己
円
の
見
解
と
し
て
、
宮
町
沖
沿

『川
刑
法
の
思
考
と

論
岬
h

(

一
九
七
計
年
)
一
五
一貝
以
下
[
初
山
一
不
刊
為
に
よ
る
共
犯
」
法
学
研
究
(
慶
庶
義
塾
大
了
)
一
今
一
一
一
巻
二
号
二
九
六
む
芹
)
四

七
一
一
頁
〕
)
は
、
作
為
に
よ
っ
て
常
助
行
為
を
し
た
絞
に
は
、
結
果
を
阿
避
す
る
可
能
引
が
未
だ
存
在
す
る
も
の
の
、
通
常
、
そ
の
後
行
不
作

為
犯
は
考
出
き
れ
な
い
こ
と
に
南
村
し
て
、
般
的
に
、
不
作
為
に
よ
る
開
ワ

(
E
2
2
一-
2完
与
三
岳
己
己
2
E
2
2
)
の
如
、
制
値
は
、
作
為

割
肋
よ
り
も
重
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
基
礎
マ
つ
け
て
い
る
じ
し
か
し
、
こ
こ
で
の
検
討
点
地
は
、
(
グ
リ
ュ
ン
ヴ
7

ル
ト
ら
が
前
提
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
の
)
な
ぜ
計
助
わ
為
後
の
後
行
不
作
為
犯
は
考
慮
さ
れ
な
く
て
も
よ
い
の
か
と
い
う
い
円
の
実
質
に
関
わ
る
。

〔
付
記
〕、

本
辿
萩
(
五
)
の
入
伺
時
に
、
曽
根
成
彦
一
不
作
為
犯
と
共
同
夜
犯
」

『神
山
敏
雄
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
二
)
』

(
0
0
六
年
)
凶

0

1
頁
に
一
推
し
た
り
同
四
一
五
頁
は
、
「
作
為
者
が
現
場
を
斗
ち
土
っ
た
後
に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
不
作
為
者
に
対
し
て
、
(
単
独
)
正
犯
を
た
礎
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午1¥犯によ「して介在すおヌ、午1¥犯(ー l

つ
け
る
第
次
的
な
訴
え
命
ム
ー
が
同
心
付
与
h
一
い
れ
た
と
み
る
べ
主
ご
あ
九
、
っ
…
作
為
者
ク
作
為
が
終
了
し
す
ご
に
尻
場
こ
存
右
し
な
い
段
汗
引
は
、

夜
冨
お
の
J
パ
ハ
止
日
比
斤
け
の
危
険
が
口
日
以
、
現
象
ゃ
れ
一
一
只
一
リ
者
じ
よ
う
で
じ
z
起
を
t

れ
た
ぬ
れ
什
こ
何
ら
ヰ
到
寸
べ
さ
い
わ
れ
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
し

と
二
¥
行
為
後
了
犯
訟
を
一
長
手
、
い
る
、
ま
に
、
川
殺
が

4
一
主
人
に
よ
る
わ
が
チ
へ
の
暴
行
か
氾
に
Lr

ず
、
引
川
県
九
一
に

f
が
化
ー
し
に
事

索
に
つ
い
て
、
い
，
剰
に
、
不
作
為
に
よ
る
勾
害
致
死
耕
助
慌
の
い
肌
L
y
r

芯
め
た
名
山
区
一
品
川
判
平
成
一
じ

(
C
C
ト

J

月
七
川
公
刊
y
吟

十
本
官
戟
「
一
h
x
、一語
4
2

夜
明
出
比
竺
山
口
。
日
」
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